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あ
げ
い
ん
熊
野
詣

(ま
い
り
)

那
智
勝
浦
町
の
熊
野
古
道
大
門
坂
で
十
月
二
十
三

日
、
「
第
二
十
回
あ
げ
い
ん
熊
野
詣
」
が
開
催
さ
れ

た
。
町
と
観
光
協
会
が
誘
客
を
狙
い
に
始
め
た
体
験

型
観
光
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
が
昨
年
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
を
機
に
、

観
光
客
ら
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。

平
安
時
代
の
貴
族
ら
に
よ
る
熊
野
詣
を
再
現
し
よ

う
と
、
観
光
客
ら
約
二
百
人
が
華
震
な
時
代
衣
装
姿

に
な
り
、
ホ
ラ
員
を
吹
き
鳴
ら
す
山
伏
に
先
導
さ
れ

て
、
那
智
山
ふ
も
と
の
大
門
坂
か
ら
熊
野
那
智
大
社

ま
で
の
石
段
を
歩
い
て
登
っ
た
。
那
智
の
滝
が
見
渡

せ
る
那
智
山
青
岸
渡
寺
の
三
重
の
塔
前
で
は
、
山
伏

と
う

ら
に
よ
る
大
護
摩
祈
揚
が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
締

め
く
く
っ
た
。

那
智
勝
浦
町
は
、
豊
か
な
自
然
と
文
化

・
歴
史
の

資
源
を
生
か
し
て
、
人
々
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え

る
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
形
成
を
推
進
。
今
年
改
正
し

た
平
成
二
十
五
年
を
目
標
と
す
る
基
本
構
想
に
は
、

自
然
の
恵
み
と
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
産
業
を
育

成
し
、
人
々
に
安
ら
ぎ
と
活
力
を
与
え
、
文
化
の
香

り
高
い
地
域
社
会
を
目
指
す
多
機
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
よ
り
、
若
者
の
定
住
化
を
促
進
す
る
「
由
一一旦
か
さ
と

あ-ゆ

や
さ
し
さ
が
溢
れ
る
那
智
勝
浦
町
」
の
実
現
か
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

-
文
H
沢

・
カ
メ
ラ
日
小
形
又
男
あ
げ
い
ん
熊
野
詣
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青森市 ・コンパクトシティ構想 (p10)
図書館、ホール、物販、生鮮市場などが入居している再開発ビル「アウガj

コンバクトfJま5-:1<0
山形県鶴岡市

.都市機能の
再集積事業
(p14) 宮鳩県古川市 ・商居衝の自立型再開発事業 (p12)

長野県飯田市 ・地縄住民の衝なか居住促進 (p16)

市街地再開発事業「ト ップヒルズ本町J

青森市 ・コンパクトシティ構想 (p10)
図書館、ホール、物販、生鮮市場などが入居している再開発ビル「アウガj

コンバクトfJま5-:1<0
山形県鶴岡市

.都市機能の
再集積事業
(p14) 宮鳩県古川市 ・商居衝の自立型再開発事業 (p12)

長野県飯田市 ・地縄住民の衝なか居住促進 (p16)

市街地再開発事業「ト ップヒルズ本町J



再開発施設外観 (ZAZA中央館、函館)

静岡県浜松市
.産業と自然が共存するクラスター型都市の実現 (p18)

香川県善通寺市

・人が集う機能的な市街地の実現
(p32) 
市内を回廊できるように夜間景観整備を
行う光のまちづくり事業
(写真提供/(検)石井静子テザイン事務所)

福井市 .人と文化をむすぶ「歩けるjまちづくり (p20)
にぎわいの道づくり「北の庄通りj

宮崎県日向市 ・地元商居会による商業集積整備事業 (p34)パティオ事業を導入し、商業集積を行う「ひゅうが十街区パティオ」
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政策総点検

私
は
今
年
二
月
の
知
事
就
任
に
際
し
、
「
現
場
主
義
」
と
「
対
話
重
視
」

を
こ
れ
か
ら
の
県
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
て
宣
言
し
た
。
こ
れ
ま
で

私
は
、
困
の
行
政
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
が
、

一
貫
し
て
信
条
と
し
て

き
た
の
は
こ
の
「
現
場
主
義
」
と
「
対
話
重
視
」
で
あ
る
。

問
題
を
解
決
す
る
鍵
は
必
ず
「
現
場
」
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
現
場

に
出
向
い
て
現
実
を
直
視
し
、
各
方
面
の
生
の
声
を
伺
い
、
何
が
問
題

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
十
分
見
極
め
た
上
で
政
策
判
断
を
し
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い

て
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

い
ま
、
時
代
は
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社

会
の
到
来
、
情
報
化
・
国
際
化
の
進
展
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
分
権
社
会
の
到
来
に
よ

り
、
地
方
自
治
体
の
側
に
お
け
る
甘
え
の
構
造
、
依
存
体
質
、
前
例
・

ふ
っ
し
ょ
く

横
並
び
主
義
を
払
拭
し
た
、
地
方
自
治
体
や
地
域
住
民
の
自
己
責
任
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。一

方
、
岐
阜
県
の
財
政
構
造
は
硬
直
化
が
確
実
に

進
行
し
て
お
り
、
中
期
的
に
も
大
幅
な
財
源
不
足
に
陥
る
な
ど
、
極
め

て
深
刻
な
事
態
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ

と
が
県
政
の
喫
緊
か
つ
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
知
事
に
就
任

し
て
直
ち
に
「
政
策
総
点
検
」
を
開
始
し
た
。

県
政
運
営
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
「
現
場
主
義
」
「
対
話
重
視
」
に
基

づ
き
、
県
民
の
目
線
で
こ
れ
ま
で
の
県
政
全
般
を
見
直
し
、
課
題
や
問

題
点
を
把
握
し
た
上
で
、
生
か
す
べ
き
も
の
は
生
か
す
、
改
め
る
べ
き

も
の
は
改
め
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
下
、
ま
ず
は
私
を
は
じ
め
県
職
員

が
県
民
か
ら
県
政
に
対
す
る
意
見
を
集
中
的
に
伺
う
こ
と
と
し
た
。

八
月
の
中
間
報
告
公
表
ま
で
に
、
県
民
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
は

二
千
三
百
三
十
回
、
意
見
交
換
会
の
参
加
者
は
四
万
二
千
人
を
超
え
、

一
万
八
千
件
以
上
の
意
見
・
提
案
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
私
自

f 

-

. 
， 

身
も
六
十
三
回
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し
、
千
七
百
人
以
上
の
県
民
と

意
見
を
交
わ
し
て
き
た
。

ま
た
、
併
せ
て

N
P
O
関
係
者
、
各
種
団
体
代
表
、
地
域
代
表
な
ど

を
委
員
と
す
る
「
県
民
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
政
策
分
野
ご
と
に
六

つ
の
分
科
会
を
設
け
て
集
中
的
に
議
論
い
た
だ
い
て
い
る
。
中
間
報
告

ま
で
に
本
会
議
は
五
回
、
分
科
会
は
延
べ
四
十
五
回
開
催
す
る
な
ど
、

県
民
目
線
で
の
点
検
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

中
間
報
告
公
表
を
経
て
、
「
政
策
総
点
検
」
は
県
民
か
ら
意
見
を
伺

う
段
階
か
ら
、
意
見
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
県
政
の
課
題
を
ど
う
解
決

す
る
の
か
と
い
う
政
策
論
議
へ
移
行
し
て
い
る
。

来
年

一
月
に
は
「
政
策
総
点
検
」
最
終
報
告
を
公
表
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
政
策
の
発
展
、
継
続
、
縮
小
、
廃
止
、
民
間
へ

の
移
管
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
平
成
十
八
年
度
予
算
や
組
織
改

正
な
ど
に
反
映
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
、

「政
策
総
点
検
」

を
進
め
る
過
程
で
、
重
要
度
・
緊
急
度
の
高
い
も
の
や
早
期
に
結
論
を

出
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
十
八
年
度
に
先

送
り
す
る
こ
と
な
く
、
補
正
予
算
措
置
に
よ
る
事
業
着
手
や
条
例
の
改

正
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

「
政
策
総
点
検
」
は
、
県
政
の
「
自
己
改
革
」
と
県
職
員
の
「
意
識

改
革
」
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。
県
職
員
が
自
ら
改
革
を
提
言
し、

議
論
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
も
で
き
つ
つ
あ
る
。
私
自
身
も
、
県
職
員

と
の
閥
達
な
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
風
通
し
の
良
い
県
庁
の
実
現
に
心

掛
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
後
も
「
現
場
主
義
」
「
対
話
重
視
」
を
貫
き
、
県
民
と

た
ん
か
い

虚
心
坦
懐
に
向
き
合
い
、
共
に

一
歩

一
歩
着
実
な
歩
み
を
進
め
な
が
ら
、

「
活
力
あ
る
岐
阜
県
」
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
岐
阜
県
」

「自
立
し
た
誇

ま
い
し
ん

り
の
持
て
る
岐
阜
県
」
の
実
現
を
目
指
し
、
遁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
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政策総点検

私
は
今
年
二
月
の
知
事
就
任
に
際
し
、
「
現
場
主
義
」
と
「
対
話
重
視
」

を
こ
れ
か
ら
の
県
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
て
宣
言
し
た
。
こ
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ま
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私
は
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の
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く
携
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一
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と
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き
た
の
は
こ
の
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現
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義
」
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「
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。

問
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ず
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い
て
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実
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各
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い
、
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題

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
十
分
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極
め
た
上
で
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断
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て
い
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こ

と
が
不
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欠
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あ
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。
そ
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て
、
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れ
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、
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れ
か
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て
は
ま
す
ま
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重
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な
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と
考
え
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い
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。

い
ま
、
時
代
は
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
本
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高
齢
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会
の
到
来
、
情
報
化
・
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進
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な
ど
、
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環
境
は
大
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。
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方
、
岐
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改
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。
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催
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だ
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。
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P
O
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検
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検
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。
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の
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。
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、
今
後
も
「
現
場
主
義
」
「
対
話
重
視
」
を
貫
き
、
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民
と
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い
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坦
懐
に
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合
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着
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誇

ま
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岐
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」
の
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を
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指
し
、
遁
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た
い
と
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地
域
再
生
に
向
け
た
長
期
計
画
の
確
立
と
政
策
の
必
要
性

な
ぜ
今
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
潮
流
か

今
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
に
直
面
し
て
い
る
多
く
の

地
方
自
治
体
が
策
定
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
想
の
中
で
、

「
コ
ン
パ
ク
ト

・
シ
テ
ィ
」
や
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
」
の
表
現
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大

き
な
潮
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
」
に
託
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

こ
う
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
注
目
さ
れ
て
き
た
背
景
は
何

か
、
を
探
り
な
が
ら
、
筆
者
も
提
起
し
て
き
た
「
コ
ン
パ

ク
ト
・
シ
テ
ィ
」
の
内
容
や
方
向
に
つ
い
て
、
述
べ
て
み

，，、

.n
》

ふ
'
h
h
v

わ
が
国
の
地
方
自
治
体
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
し
始
め
た
の
は
、
中
心
市

街
地
の
空
洞
化
と
い
う
事
態
に
直
面
し
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
直
接
的
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
念
の
た
め
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
わ
が
国
に

お
け
る
少
子
高
齢
化
は
、
地
方
ほ
ど
そ
の
進
行
が
早
く
、

そ
の
こ
と
も
今
後
の
市
街
地
の
あ
り
方
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
わ
が
国
で
は
急
速
な
モ
ー

タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
進
行
と
車
社
会
の
到
来
を
迎
え
た
。

と
く
に
地
方
で
は
、
人
々
の
生
活
が
車
な
し
で
は
成
り
立

た
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
市
街
地
は
、
車
を
前
提
と

し
た
土
地
利
用
や
空
間
構
成
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
多
数

福
島
大
学
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類

教授

・

鈴

木

浩

の
人
々
が
訪
れ
利
用
す
る
公
共
施
設
や
業
務
空
間
は
郊
外

に
転
出
し
て
い
っ
た
。
大
学
や
高
等
学
校
な
ど
の
教
育
研

究
施
設
や
病
院
な
ど
ま
で
が
こ
ぞ
っ
て
郊
外
化
し
て
い
っ

た
。
地
方
都
市
で
は
郊
外
住
宅
地
の
建
設
を
含
め
て
、
こ

の
よ
う
に
市
街
地
が
郊
外
に
拡
大
し
て
い
く
姿
は
、
地
方

都
市
発
展
の
姿
と
し
て
歓
迎
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

車
社
会
化
が
に
ぎ
わ
い
分
散
と
市
街
地
空
洞
化
を
招
く

さ
ら
に
進
行
す
る
車
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
、
地
方

都
市
の
多
く
が
市
街
地
の
中
を
貫
通
し
て
い
た
幹
線
道
路

の
バ
イ
パ
ス
を
建
設
し
て
、
渋
滞
を
緩
和
さ
せ
よ
う
と
し

て
き
た
。
バ
イ
パ
ス
は
車
社
会
に
有
効
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

4 2005・12月号迫迫=:'0
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に
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と
し
て
各
地
で
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
バ
イ
パ
ス
建
設
の
、
所
期
の
目
的
が
市
街
地

内
の
交
通
渋
滞
の
解
消
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
が
具
体
的
に
地
方
都
市
で
計
画
・
実
現
さ
れ
る

と
、
さ
ら
な
る
意
図
や
も
く
ろ
み
が
付
け
加
わ
っ

て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
バ
イ
パ
ス
周
辺
の
開
発
で

あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
地
方
都
市
発
展
H
市
街
地
拡

大
の
起
爆
剤
と
し
て
の
道
路
網
整
備
に
な
っ
て
い

っ
た
。
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
商
業
施

設
が
ひ
し
め
き
合
う
バ
イ
パ
ス
の
姿
は
、
全
国
ど

こ
で
も
見
る
光
景
に
な
っ
た
。

も
と
も
と
、
中
心
市
街
地
や
そ
の
中
で
の
商
庖

街
の
集
積
や
広
が
り
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
そ

の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模
と
質
を
形
成
し
て
き

た
は
ず
で
あ
る
。
バ
イ
パ
ス
が
で
き
、
そ
こ
の
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
が
ひ
し
め
き
合
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
地
域
住
民
の
購
買
力
が
飛
躍
的
に

拡
大
す
る
は
ず
も
な
い
。
に
ぎ
わ
い
が
分
散
化
し
、

中
心
市
街
地
が
空
洞
化
す
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結

で
あ
っ
た
が
、
そ
う
な
っ
て
み
て
初
め
て
、
そ
の

深
刻
さ
に
気
付
か
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
中
心
市
街
地
再
活

性
化
が
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
時

に
、
そ
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
市
街
地
の
野
放
図
な
拡
大

に
つ
い
て
の
疑
念
が
生
ま
れ
、
こ
の

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
」
や
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
」
の
取
り
組
み

に
つ
な
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

未
来
都
市
検
討
の
申
で
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
を
提
起

さ
て
、
東
北
地
方
で
地
域
再
生
の
問
題
や
地
域
計
画
に

か
か
わ
っ
て
い
る
筆
者
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
を
提

起
す
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け
は
、

一
九
九
六
年
の
東
北
地

方
建
設
局
(
現
東
北
地
方
整
備
局
)
に
よ
る
、
東
北
地
方

に
お
け
る
都
市
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
「
未
来
都
市
検
討

委
員
会
」
に
お
け
る
議
論
で
あ
る
(
東
北
地
方
建
設
局
、

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
東
北
地
方

に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
」
、

二
0
0
0年
三
月、

参
照
)
。
そ
の
こ
ろ
、
国
に
よ
る
地
方
で
の
高
規
格
道

路
・
有
料
建
設
へ
の
厳
し
い
世
論
が
巻
き
起
こ
っ
て
い

た
。
大
都
市
圏
か
ら
離
れ
た
多
く
の
地
方
が
そ
う
で
あ
る

コンパクト・シティづく りが進む青森市

よ
う
に
、
東
北
地
方
に
は
政
令
指
定
都
市
で
百
万
人
を
超

す
人
口
を
擁
す
る
仙
台
市
以
外
は
、
県
庁
所
在
都
市
を
含

め
て
人
口
三
十
万
人
台
、

二
十
万
人
台
、
そ
し
て
十
万
人

台
、
数
万
人
台
の
都
市
が
、

二
十
1
四
十
キ
ロ
の
距
離
を

置
き
な
が
ら
散
在
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
都
市
は
、
例
え
ば
高
度
医
療
機
関
や

高
等
教
育
機
関
な
ど
が
自
ら
の
圏
域
の
中
で
充
足
で
き

る
、
自
律
的
な
生
活
圏
と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
そ
こ
に
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
て

い
る
背
景
が
あ
る
。
地
方
都
市
に
お
け
る
生
活
の
質
を
高

め
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
広
域
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。

そ
う
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
引
き
続
き
課
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
財
政
事
情
の
下
で
ど
の
よ
う
な
対
応

が
可
能
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
れ
は
今
日
も
引
き
続
い
て
い
る
課
題
で
あ
る
。

豪
雪
地
青
森
市
の
取
り
組
み

そ
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
事
例
が
、

青
森
市
に
お
け

る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
市
街
地

を
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
た
の
で
は
、
岡
市
の

よ
う
な
豪
雪
地
帯
で
は
、
積
雪
時
の
除
雪
費
負
担
が
市
財

政
を
圧
迫
し
て
し
ま
う
。
人
々
が
歩
い
て
生
活
で
き
る
よ

う
な
市
街
地
に
住
み
、
密
度
の
高
い
経
済
活
動
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
た
め
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の

発
想
で
あ
る
。
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
都
市
は
既
成
市
街
地
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
に
再
編
し
な
が
ら
、

に
ぎ
わ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
東
北
地
方
で
考
え
て
き
た
の
は
、
こ
の
よ
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滞
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が
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け
加
わ
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い
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た
。
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は
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パ
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の
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で
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。
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っ
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光
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史
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模
と
質
を
形
成
し
て
き
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で
あ
る
。
バ
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が
で
き
、
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の
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
が
ひ
し
め
き
合
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
地
域
住
民
の
購
買
力
が
飛
躍
的
に

拡
大
す
る
は
ず
も
な
い
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に
ぎ
わ
い
が
分
散
化
し
、

中
心
市
街
地
が
空
洞
化
す
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結

で
あ
っ
た
が
、
そ
う
な
っ
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み
て
初
め
て
、
そ
の

深
刻
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に
気
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か
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た
の
だ
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た
。
中
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市
街
地
再
活
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き
な
課
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と
し
て
取
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げ
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た
時

に
、
そ
の
背
景
に
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い
る
市
街
地
の
野
放
図
な
拡
大

に
つ
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て
の
疑
念
が
生
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れ
、
こ
の
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パ
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な
ま

ち
づ
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り
」
や
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
」
の
取
り
組
み

に
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な
が
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て
き
た
の
で
あ
る
。
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来
都
市
検
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の
申
で
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ン
パ
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・
シ
テ
ィ
を
提
起
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て
、
東
北
地
方
で
地
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再
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の
問
題
や
地
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計
画
に

か
か
わ
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て
い
る
筆
者
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
を
提

起
す
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け
は
、

一
九
九
六
年
の
東
北
地

方
建
設
局
(
現
東
北
地
方
整
備
局
)
に
よ
る
、
東
北
地
方

に
お
け
る
都
市
の
あ
り
方
を
検
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す
る
「
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検
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会
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に
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、
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ク
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ク
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道
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建
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の
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し
い
世
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が
巻
き
起
こ
っ
て
い

た
。
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都
市
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ら
離
れ
た
多
く
の
地
方
が
そ
う
で
あ
る
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よ
う
に
、
東
北
地
方
に
は
政
令
指
定
都
市
で
百
万
人
を
超

す
人
口
を
擁
す
る
仙
台
市
以
外
は
、
県
庁
所
在
都
市
を
含

め
て
人
口
三
十
万
人
台
、

二
十
万
人
台
、
そ
し
て
十
万
人

台
、
数
万
人
台
の
都
市
が
、

二
十
1
四
十
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ロ
の
距
離
を

置
き
な
が
ら
散
在
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て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
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都
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は
、
例
え
ば
高
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機
関
や
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等
教
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機
関
な
ど
が
自
ら
の
圏
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の
中
で
充
足
で
き

る
、
自
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的
な
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活
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と
し
て
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つ
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は
困
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で
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る
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に
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的
な
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が
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て
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る
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あ
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に
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な
広
域
連
携
が
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が
可
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う
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の
検
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が
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い

た
。
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は
今
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も
引
き
続
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て
い
る
課
題
で
あ
る
。
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雪
地
青
森
市
の
取
り
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そ
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
事
例
が
、

青
森
市
に
お
け

る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
市
街
地

を
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
た
の
で
は
、
岡
市
の

よ
う
な
豪
雪
地
帯
で
は
、
積
雪
時
の
除
雪
費
負
担
が
市
財

政
を
圧
迫
し
て
し
ま
う
。
人
々
が
歩
い
て
生
活
で
き
る
よ

う
な
市
街
地
に
住
み
、
密
度
の
高
い
経
済
活
動
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
た
め
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の

発
想
で
あ
る
。
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
都
市
は
既
成
市
街
地
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
に
再
編
し
な
が
ら
、

に
ぎ
わ
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
東
北
地
方
で
考
え
て
き
た
の
は
、
こ
の
よ
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う
な
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
市
街
地
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
が
結
び
付
い
た
考
え
方
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
お

い
て
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
「
街

な
か
居
住
」
を
掲
げ
な
が
ら
、

一

方
で
市
街
化
区
域
を
拡
大
し
て
い

る
自
治
体
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
郊
外
に
高
速
道
路
や
高
規
格

道
路
が
で
き
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
建
設
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
新
た

な
郊
外
開
発
を
も
く
ろ
ん
で
い
る

自
治
体
は
ま
だ
か
な
り
多
い
。
こ

れ
ら
の
い
わ
ば
郊
外
開
発
の
も
く

ろ
み
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
と
相
反
し
な
い
の
か
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
に
は
、

二
つ
の

背
景
も
し
く
は
側
面
が
あ
る
。
地

域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
張
り
付
け
よ
う
と

す
る
、
い
わ
ば
市
街
地
拡
大
の
延

長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の

と
、
も
う

一
つ
、
こ
れ
が
大
変
重
い
現
象
な
の
だ
が
、
市

街
地
近
郊
の
農
業
者
の
市
街
化
へ
の
期
待
で
あ
る
。

地
方
都
市
近
郊
へ
の
大
型
庖
進
出
が
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
十
月
十
三
日
に
、
福
島
県
議
会
に
お
い
て

「
福
島
県
商
業
ま
ち
づ
く
り
条
例
案
」
が
全
会

一
致
で
可

決
さ
れ
た
。
県
と
し
て
の
大
型
屈
の
立
地
に
つ
い
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
、
延
べ
床
面
積
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
大
型
庖
の
立
地
に
つ
い
て
、
地
域
の
商
業
な
ど

と
の
共
存
を
図
る
た
め
に
、

二
定
の
手
続
き
を
踏
ん
で
も

ら
う
こ
と
、
地
域
へ
の
貢
献
の
マ
ニ
ユ
フ
ェ
ス
ト
を
提
出

し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
も
市

青森駅前再開発ビル「アウガ」

コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
ー
市
街
地
と
鹿
村
の
連
携
の
再
構
築

こ
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
、
と
く
に
地
方
都
市
に
お

け
る
そ
れ
は
、
市
街
地
そ
の
も
の
を
ど
の
よ
う
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
す
る
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

い
を
ど
の
よ
う
に
取
り
戻
す
か
、
と
い
う
側
面
だ
け
で
と

ら
え
た
の
で
は
、
問
題
の
本
質
に
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

6 

街
地
と
農
村
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
ギ
ャ
ッ
プ
の
下
に
起
き
て

い
る
問
題
へ
の
対
応
の

一
つ
で
あ
る
。
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必
要
な
の
は
豊
か
な
麗
村
・
園
業
へ
の
取
り
組
み

福
島
県
内
で
の
事
例
で
言
え
ば
、
農
村
部
に
大
型
庖
が

進
出
す
る
場
合
、
水
固
な
ど
の
耕
作
地
を

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
た
り
年
間
七
百
万
円
以
上
の
賃
借
料
で
借
り
受
け
る
の

で
あ
る
。
農
家
が
、
こ
の
水
田
を
使
っ
て
、

一
年
間
汗
水

を
流
し
な
が
ら
稲
作
を
し
て
八
十
俵
ほ
ど
の
米
が
生
産
で

き
た
と
し
て
、
生
産
者
米
価
で
売
る
と
百
二
十
万
円
の
粗

収
入
で
あ
る
。
大
都
市
に
出
て
行
っ
た
子
供
た
ち
は
、
こ

れ
を
は
る
か
に
超
え
る
収
入
を
得
て
い
る
。
都
市
住
民
か

ば
せ
い

ら
は
「
補
助
金
漬
け
の
農
業
」
な
ど
と
罵
声
を
浴
び
せ
ら

れ
る
。
現
実
に
大
型
庖
が
進
出
し
た
り
、
ア
パ
ー
ト
経
営

を
し
て
い
る
ケ

1
ス
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
や
は
り
自
分

の
農
地
を
宅
地
化
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
方
に
傾
く
の
は
理
解
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
近
郊

農
村
の
農
家
の
人
々
の
農
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
困

難
さ
と
今
後
の
見
通
し
に
対
す
る
動
揺
が
、
農
業
者
の
農

業
離
れ
と
農
地
転
用
を
促
し
て
い
る
。
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
の
た
び
に
、
市
街
化
調
整

区
域
に
農
地
を
持
っ
て
い
る
農
家
か
ら
、
農
地
の
市
街
化

区
域
へ
の
編
入
要
求
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

地
方
都
市
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
前
提

は
、
実
は
市
街
地
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
て
、
周
辺
の
農

漁
村
と
の
有
機
的
な
関
連
の
再
構
築
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
豊
か
な
農
村
風
景
や

農
業
の
発
展
に
対
す
る
取
り
組
み
が
同
時
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
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う
な
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
市
街
地
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
が
結
び
付
い
た
考
え
方
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
お

い
て
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
「
街

な
か
居
住
」
を
掲
げ
な
が
ら
、

一

方
で
市
街
化
区
域
を
拡
大
し
て
い

る
自
治
体
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
郊
外
に
高
速
道
路
や
高
規
格

道
路
が
で
き
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
建
設
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
新
た

な
郊
外
開
発
を
も
く
ろ
ん
で
い
る

自
治
体
は
ま
だ
か
な
り
多
い
。
こ

れ
ら
の
い
わ
ば
郊
外
開
発
の
も
く

ろ
み
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
と
相
反
し
な
い
の
か
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
に
は
、

二
つ
の

背
景
も
し
く
は
側
面
が
あ
る
。
地

域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
張
り
付
け
よ
う
と

す
る
、
い
わ
ば
市
街
地
拡
大
の
延

長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の

と
、
も
う

一
つ
、
こ
れ
が
大
変
重
い
現
象
な
の
だ
が
、
市

街
地
近
郊
の
農
業
者
の
市
街
化
へ
の
期
待
で
あ
る
。

地
方
都
市
近
郊
へ
の
大
型
庖
進
出
が
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
十
月
十
三
日
に
、
福
島
県
議
会
に
お
い
て

「
福
島
県
商
業
ま
ち
づ
く
り
条
例
案
」
が
全
会

一
致
で
可

決
さ
れ
た
。
県
と
し
て
の
大
型
屈
の
立
地
に
つ
い
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
、
延
べ
床
面
積
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
大
型
庖
の
立
地
に
つ
い
て
、
地
域
の
商
業
な
ど

と
の
共
存
を
図
る
た
め
に
、

二
定
の
手
続
き
を
踏
ん
で
も

ら
う
こ
と
、
地
域
へ
の
貢
献
の
マ
ニ
ユ
フ
ェ
ス
ト
を
提
出

し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
も
市

青森駅前再開発ビル「アウガ」

コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
ー
市
街
地
と
鹿
村
の
連
携
の
再
構
築

こ
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
、
と
く
に
地
方
都
市
に
お

け
る
そ
れ
は
、
市
街
地
そ
の
も
の
を
ど
の
よ
う
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
す
る
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

い
を
ど
の
よ
う
に
取
り
戻
す
か
、
と
い
う
側
面
だ
け
で
と

ら
え
た
の
で
は
、
問
題
の
本
質
に
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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あ
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。
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必
要
な
の
は
豊
か
な
麗
村
・
園
業
へ
の
取
り
組
み

福
島
県
内
で
の
事
例
で
言
え
ば
、
農
村
部
に
大
型
庖
が

進
出
す
る
場
合
、
水
固
な
ど
の
耕
作
地
を

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
た
り
年
間
七
百
万
円
以
上
の
賃
借
料
で
借
り
受
け
る
の

で
あ
る
。
農
家
が
、
こ
の
水
田
を
使
っ
て
、

一
年
間
汗
水

を
流
し
な
が
ら
稲
作
を
し
て
八
十
俵
ほ
ど
の
米
が
生
産
で

き
た
と
し
て
、
生
産
者
米
価
で
売
る
と
百
二
十
万
円
の
粗

収
入
で
あ
る
。
大
都
市
に
出
て
行
っ
た
子
供
た
ち
は
、
こ

れ
を
は
る
か
に
超
え
る
収
入
を
得
て
い
る
。
都
市
住
民
か

ば
せ
い

ら
は
「
補
助
金
漬
け
の
農
業
」
な
ど
と
罵
声
を
浴
び
せ
ら

れ
る
。
現
実
に
大
型
庖
が
進
出
し
た
り
、
ア
パ
ー
ト
経
営

を
し
て
い
る
ケ

1
ス
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
や
は
り
自
分

の
農
地
を
宅
地
化
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
方
に
傾
く
の
は
理
解
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
近
郊

農
村
の
農
家
の
人
々
の
農
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
困

難
さ
と
今
後
の
見
通
し
に
対
す
る
動
揺
が
、
農
業
者
の
農

業
離
れ
と
農
地
転
用
を
促
し
て
い
る
。
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
の
た
び
に
、
市
街
化
調
整

区
域
に
農
地
を
持
っ
て
い
る
農
家
か
ら
、
農
地
の
市
街
化

区
域
へ
の
編
入
要
求
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

地
方
都
市
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
の
前
提

は
、
実
は
市
街
地
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
て
、
周
辺
の
農

漁
村
と
の
有
機
的
な
関
連
の
再
構
築
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
豊
か
な
農
村
風
景
や

農
業
の
発
展
に
対
す
る
取
り
組
み
が
同
時
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
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今
後
の
展
開
方
向
l
地
時
ぐ
る
み
の
循
環
型
経
清
の
構
築

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
前
提
は
、
市
街
地
と
農

村
地
域
と
の
有
機
的
結
合
の
再
構
築
で
あ
る
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た
。
そ
の
こ
と
を
含
め
て
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
展
開
が
可
能
か
。
そ
の
前
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
背
景
の

一
つ
を
付
け

加
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
地
方
都
市
や
地
域
社
会
を

支
え
る
地
域
経
済
に
お
い
て
、
地
域
に
本
拠
地
も
持
た
な

い
事
業
体
が
地
方
に
進
出
し
、
地
域
に
お
け
る
投
資
や
消

費
に
よ
る
マ
ネ

l
フ
ロ
ー
が
、
大
都
市
還
流
型
に
な
り
、

地
域
内
循
環
が
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に

よ
る
地
域
社
会
の
衰
退
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
経
済
産
業
省
の
二
O
O
四
年
版
通
商
白
書
で
は
、

「
地
域
経
済
分
析
か
ら
出
発
す
る
地
域
再
生
」
の
項
を
設

け
て
、
か
な
り
突
っ
込
ん
だ
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

国
土
交
通
省
、
国
土
計
画
局
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
地
域
資

源
を
活
用
し
た
地
域
力
の
強
化
|
地
域
資
金
を
活
用
し
た

ま
ち
の
活
性
化
」
(
二

O
O
五
年
三
月
)
に
お
い
て
も
、

循
環
型
地
域
経
済
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
可
能
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
周
辺
の
農
漁
村
と
の
経
済
的
な
交
流
を
再
構
築
す

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
朝
市
な
ど
の
近
郊
で
の
生
鮮
食
品

を
街
な
か
で
流
通
さ
せ
る
場
を
農
家
と
の
協
働
で
展
開
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
や
農
漁
村
で
の

一
次
産

品
に
付
加
価
値
を
付
け
る
製
造
業
な
ど
の
展
開
も
有
効
で

あ
る
。
ま
た
、
後
に
さ
ら
に
触
れ
る
が
、
地
域
に
お
け
る

住
宅
建
設
を
地
域
で
担
う
仕
組
み
も
早
急
に
立
ち
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
地
域
に
お
け
る
食
文
化
、
住
文
化

は
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
生
み
出
す
最
も
基

礎
的
な
地
域
資
源
の

一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
循
環

型
地
域
経
済
の
構
築
と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み

を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
や
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
バ
ン
キ
ン

グ
な
ど
、
新
た
な
地
域
金
融
の
仕
組
み
を
創
造
し
て
い
く

こ
と
も
大
き
な
諜
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
町
村

や
広
域
的
な
地
域
行
政
を
担
っ
て
い
る
都
道
府
県
の
コ

l

デ
イ
ネ

I
ト
機
能
に
期
待
し
た
い
。

街
な
か
居
住
と
郊
外
居
住
の
位
置
付
け
が
課
題

も
う

一
度
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な

展
開
方
向
の
検
討
に
戻
ろ
う
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
を
提
起
し
て
、
す
ぐ
に
検
討
を
迫
ら
れ
る
の
が
、
街
な

か
に
人
口
を
戻
す
街
な
か
居
住
の
課
題
と
、
ニ
ュ

l
タ
ウ

ン
な
ど
の
郊
外
住
宅
地
を
ど
う
位
置
付
け
て
い
く
か
と
い

う
課
題
で
あ
る
。
街
な
か
居
住
と
郊
外
居
住
と
を
コ
ン
バ

ー
ト
し
合
う
仕
組
み
、
例
え
ば
、
街
な
か
の
若
年
世
代
家

族
と
郊
外
の
高
齢
世
帯
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
を
交
換
し

て
居
住
す
る
こ
と
な
ど
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
最
近
の
地
方

都
市
の
中
心
市
街
地
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ

l
ム
は
、

ど
う
と
ら
え
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
街
な
か
居
住
人
口

の
回
復
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
歓
迎
す
べ
き
動

向
と
し
て
位
置
付
け
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

本
論
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
課
題
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
一

つ
は
、
地
方
都
市
の
個
性
を
生
み

出
す
景
観
、
街
並
み
と
し
て
の
居
住
空
間
や
住
生
活
の
あ

り
方
を
ど
う
確
立
し
て
い
く
か
と
い
う
諜
題
で
あ
る
。
も

う

一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
住
ま
い
の
建
設
や
そ
の
後
の
維

持
管
理
な
ど
に
お
け
る
経
済
活
動
が
、
地
域
循
環
型
に
な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。

地
域
経
済
再
生
に
向
け
た
戦
略
確
立
の
必
要
性

こ
の
課
題
を
少
し
単
純
化
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
例
え

ば

一
戸
当
た
り
三
千
万
円
の
マ
ン
シ
ョ
ン
(
一
戸
建
て
住

宅
で
も
同
じ
で
あ
る
)
が
、
地
域
に
本
社
を
お
く
設
計
事

務
所
や
建
設
会
社
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
場
合
と
、
東
京

な
ど
に
本
社
の
あ
る
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
住
宅
産
業
が
供
給

す
る
場
合
と
の
地
域
へ
の
経
済
効
果
の
違
い
を
分
析
し
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
住
宅
建
設
に
向
け
た
地
域
住
民
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
た
時
に
、
そ
れ
が
、

①
豊
か
な
街
並
み

や
景
観
形
成
に
結
び
付
い
て
い
る
か
②
高
齢
社
会
に
向
け

た
バ
リ
ア
フ
リ
l
の
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
か
③
地
域
の

資
源
や
人
材
の
活
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
④
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ー
と
い
う
よ
う
な
視
点
で
政
策

化
し
て
ゆ
く
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
合
憲
形
成
と
政
策
能
力

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
従
来
の
高
度
経

済
成
長
期
の
価
値
観
で
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
市
街
地
や
地

域
社
会
の
姿
か
ら
の
軌
道
修
正
の
た
め
の
青
写
真
が
必
要

で
あ
る
。
つ
ま
り
地
域
再
生
の
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
の
産
官
民
学
の
連
携
と
協
働
に
よ
る
合
意
形
成
能
力

と
実
行
力
が
今
ほ
ど
問
わ
れ
て
い
る
時
は
な
い
。
さ
ら
に
、
そ

の
た
め
の
政
策
形
成
能
力
が
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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今
後
の
展
開
方
向
l
地
時
ぐ
る
み
の
循
環
型
経
清
の
構
築

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
前
提
は
、
市
街
地
と
農

村
地
域
と
の
有
機
的
結
合
の
再
構
築
で
あ
る
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た
。
そ
の
こ
と
を
含
め
て
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
展
開
が
可
能
か
。
そ
の
前
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
背
景
の

一
つ
を
付
け

加
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
地
方
都
市
や
地
域
社
会
を

支
え
る
地
域
経
済
に
お
い
て
、
地
域
に
本
拠
地
も
持
た
な

い
事
業
体
が
地
方
に
進
出
し
、
地
域
に
お
け
る
投
資
や
消

費
に
よ
る
マ
ネ

l
フ
ロ
ー
が
、
大
都
市
還
流
型
に
な
り
、

地
域
内
循
環
が
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に

よ
る
地
域
社
会
の
衰
退
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
経
済
産
業
省
の
二
O
O
四
年
版
通
商
白
書
で
は
、

「
地
域
経
済
分
析
か
ら
出
発
す
る
地
域
再
生
」
の
項
を
設

け
て
、
か
な
り
突
っ
込
ん
だ
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

国
土
交
通
省
、
国
土
計
画
局
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
地
域
資

源
を
活
用
し
た
地
域
力
の
強
化
|
地
域
資
金
を
活
用
し
た

ま
ち
の
活
性
化
」
(
二

O
O
五
年
三
月
)
に
お
い
て
も
、

循
環
型
地
域
経
済
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
可
能
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
周
辺
の
農
漁
村
と
の
経
済
的
な
交
流
を
再
構
築
す

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
朝
市
な
ど
の
近
郊
で
の
生
鮮
食
品

を
街
な
か
で
流
通
さ
せ
る
場
を
農
家
と
の
協
働
で
展
開
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
や
農
漁
村
で
の

一
次
産

品
に
付
加
価
値
を
付
け
る
製
造
業
な
ど
の
展
開
も
有
効
で

あ
る
。
ま
た
、
後
に
さ
ら
に
触
れ
る
が
、
地
域
に
お
け
る

住
宅
建
設
を
地
域
で
担
う
仕
組
み
も
早
急
に
立
ち
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
地
域
に
お
け
る
食
文
化
、
住
文
化

は
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
生
み
出
す
最
も
基

礎
的
な
地
域
資
源
の

一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
循
環

型
地
域
経
済
の
構
築
と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み

を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
や
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
・
バ
ン
キ
ン

グ
な
ど
、
新
た
な
地
域
金
融
の
仕
組
み
を
創
造
し
て
い
く

こ
と
も
大
き
な
諜
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
町
村

や
広
域
的
な
地
域
行
政
を
担
っ
て
い
る
都
道
府
県
の
コ

l

デ
イ
ネ

I
ト
機
能
に
期
待
し
た
い
。

街
な
か
居
住
と
郊
外
居
住
の
位
置
付
け
が
課
題

も
う

一
度
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な

展
開
方
向
の
検
討
に
戻
ろ
う
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
を
提
起
し
て
、
す
ぐ
に
検
討
を
迫
ら
れ
る
の
が
、
街
な

か
に
人
口
を
戻
す
街
な
か
居
住
の
課
題
と
、
ニ
ュ

l
タ
ウ

ン
な
ど
の
郊
外
住
宅
地
を
ど
う
位
置
付
け
て
い
く
か
と
い

う
課
題
で
あ
る
。
街
な
か
居
住
と
郊
外
居
住
と
を
コ
ン
バ

ー
ト
し
合
う
仕
組
み
、
例
え
ば
、
街
な
か
の
若
年
世
代
家

族
と
郊
外
の
高
齢
世
帯
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
を
交
換
し

て
居
住
す
る
こ
と
な
ど
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
最
近
の
地
方

都
市
の
中
心
市
街
地
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ

l
ム
は
、

ど
う
と
ら
え
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
街
な
か
居
住
人
口

の
回
復
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
歓
迎
す
べ
き
動

向
と
し
て
位
置
付
け
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

本
論
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
課
題
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
一

つ
は
、
地
方
都
市
の
個
性
を
生
み

出
す
景
観
、
街
並
み
と
し
て
の
居
住
空
間
や
住
生
活
の
あ

り
方
を
ど
う
確
立
し
て
い
く
か
と
い
う
諜
題
で
あ
る
。
も

う

一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
住
ま
い
の
建
設
や
そ
の
後
の
維

持
管
理
な
ど
に
お
け
る
経
済
活
動
が
、
地
域
循
環
型
に
な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。

地
域
経
済
再
生
に
向
け
た
戦
略
確
立
の
必
要
性

こ
の
課
題
を
少
し
単
純
化
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
例
え

ば

一
戸
当
た
り
三
千
万
円
の
マ
ン
シ
ョ
ン
(
一
戸
建
て
住

宅
で
も
同
じ
で
あ
る
)
が
、
地
域
に
本
社
を
お
く
設
計
事

務
所
や
建
設
会
社
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
場
合
と
、
東
京

な
ど
に
本
社
の
あ
る
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
住
宅
産
業
が
供
給

す
る
場
合
と
の
地
域
へ
の
経
済
効
果
の
違
い
を
分
析
し
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
住
宅
建
設
に
向
け
た
地
域
住
民
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
た
時
に
、
そ
れ
が
、

①
豊
か
な
街
並
み

や
景
観
形
成
に
結
び
付
い
て
い
る
か
②
高
齢
社
会
に
向
け

た
バ
リ
ア
フ
リ
l
の
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
か
③
地
域
の

資
源
や
人
材
の
活
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
④
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ー
と
い
う
よ
う
な
視
点
で
政
策

化
し
て
ゆ
く
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
合
憲
形
成
と
政
策
能
力

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
従
来
の
高
度
経

済
成
長
期
の
価
値
観
で
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
市
街
地
や
地

域
社
会
の
姿
か
ら
の
軌
道
修
正
の
た
め
の
青
写
真
が
必
要

で
あ
る
。
つ
ま
り
地
域
再
生
の
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
の
産
官
民
学
の
連
携
と
協
働
に
よ
る
合
意
形
成
能
力

と
実
行
力
が
今
ほ
ど
問
わ
れ
て
い
る
時
は
な
い
。
さ
ら
に
、
そ

の
た
め
の
政
策
形
成
能
力
が
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
。つ
く
り

1 

北
海
道
岩
見
沢
市

商
眉
街
と
連
携
し
た

申
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
"
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
“

岩
見
沢
市
は
石
狩
平
野
の

一
端
、
札
幌
市
の
北
東
約
四

十
キ
ロ
に
位
置
す
る
。
わ
が
国
四
番
目
の
鉄
路
で
あ
る
幌

内
線
が
明
治
十
五
年
に
開
通
(
昭
和
六
十
二
年
廃
止
)
、

産
炭
地
と
北
海
道
の
主
要
な
港
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し

て
、
ま
た
商
業
や
行
政
な
ど
の
中
心
地
と
し
て
、
さ
ら
に

米
や
玉
ネ
ギ
な
ど
、
農
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

人
口
は
約
八
万
三
千
人
で
空
知
管
内
最
大
で
あ
る
。
ま
た

札
幌
ま
で

一
時
間
圏
内
で
あ
り
、
札
幌
へ
の
通
勤
通
学
者

も
多
い
。

、
炭
鉱
閉
山
と
大
型
庖
の
郊
外
進
出
で

f
申
心
市
街
地
が
衰
退

当
市
で
は
、

J
R
岩
見
沢
駅
前
を
中
心
に
、
主
要
道
路

に
固
ま
れ
た
約
三
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
心
市
街
地
に
商

店
や
飲
食
底
な
ど
が
集
中
し
、
「
岩
見
沢
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」
(
平
成
十

一
年
)
に
お
い
て
も
こ
の

エ
リ
ア
が
重
点
地
区
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
は
、
衰
退
が
顕
在
化
し
て
久
し
い
。
そ
の

要
因
は
、
周
辺
の
炭
鉱
閉
山
や
農
業
従
事
者
の
減
少
な
ど

f
h

経
済
部
商
工
労
政
課

4

課長

・

煩
内
伸

に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
(
周
辺
人
口
の
減
少
)
お
よ
び

昭
和
五
十
年
代
以
降
急
速
に
進
展
し
た
人
口
の
郊
外
拡
散

な
ど
で
あ
る

(*
)。

こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
昭
和

六
十
年
代
以
降
、
大
型
庖
の
郊
外
へ
の
進
出
が
始
ま
っ
た
。

と
り
わ
け
平
成
十
六
年
十

一
月
以
降
、
郊
外
に
三
つ
の
大

型
商
業
施
設
の
進
出
が
続
き
、
さ
ら
に
複
数
の
大
型
店
の

郊
外
進
出
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
商
業
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
そ
の
結
果
、
大
型
庖
の
売
り
場
面
積
は
、
市
内
小

売
業
の
総
売
り
場
面
積
の
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。

平
成
二
年
ま
で
に
、
近
隣
の
二
十
六
の
炭
鉱
は
す
べ
て

閉
山
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
人
口
は
昭
和
四
十
五
年

に
は

一
万
三
千
六
百
人
を
数
え
た
が
、
平
成
十
二
年
に

は
五
千
百
人
ま
で
減
少
し
た
。

* 
、
道
内
流
通
最
大
手
の
撤
退
で

f
広
が
っ
た
危
機
意
識

昭
和
五
十
七
年
に
市
内
の
小
売
業
者
数
は
九
百
五
十
あ

っ
た
が
、
平
成
十
六
年
に
は
六
百
六
十
に
減
少
し
た
。
経

営
者
の
多
く
が
高
齢
化
し
、
ま
た
後
継
者
不
足
に
悩
む
経

8 

営
者
も
少
な
く
な
い
。
空
き
庖
舗
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
た
ま
ま
の
空
き
庖
舗
が
目
に
付
く
。

こ
の
よ
う
に
当
市
に
お
い
て
も
、
郊
外
に
近
代
的
な
商

業
施
設
が
増
え
た

一
方
で
、
多
く
の
地
元
の
人
々
に
支
持

さ
れ
て
き
た
地
元
の
中
小
食
料
品
底
、
飲
食
底
、
書
庖
、
映

画
館
な
ど
が
軒
並
み
姿
を
消
し
た
。
地
域
住
民
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
地
元
商
庖
の
品
ぞ
ろ
え
(
や

る
気
)
な
ど
に
つ
い
て
問
題
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
が
、
郊

外
に
進
出
し
た
大
型
庖
の
圧
倒
的
な
力
の
前
に
、
あ
る
い

は
後
継
者
不
在
な
ど
の
た
め
に
閉
庖
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
地
元
中
小
小
売
庖
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
平
成
十
三
年
九
月
に
は
、
中
心
市
街
地
の

一
角

を
占
め
て
い
た
道
内
流
通
資
本
最
大
手
の
ラ
ル
ズ
が
撤
退

し
、
底
舗
は
解
体
さ
れ
、
さ
ら
地
と
な
っ
た
。
中
心
市
街

地
の
行
く
末
を
案
じ
る
市
民
や
商
業
者
の
危
機
意
識
も
高

ま
り
、
市
は
同
十
五
年
に
こ
の
空
き
地
(
約
三
千
三
百
平
方

メ
ー
ト
ル
)
を
取
得
し
、
そ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
市
民

の
声
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

2005・12月号i組緒匂

、
地
元
小
売
市
場
の
空
き
地
を
利
用
し
た

f
に
ぎ
わ
い
復
活

岩
見
沢
市
で
は
平
成
十
二
年
度
か
ら
商
工
会
議
所
と
連

携
し
て

T
M
Oを
設
立
し
、
空
き
庖
舗
対
策
事
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
人
々
が
交
流
す
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
ホ

l
ル
や
広
場
を
駅
前
に
設
け
、
さ
ら
に

歩
道
の
整
備
や
電
線
類
地
中
化
工
事
を
行
い
、
歩
い
て
楽

し
い
中
心
市
街
地
づ
く
り
に
、
ソ
フ
ト

・
ハ
l
ド
の
両
面

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
同
十
五
年
か
ら
十
六

年
に
か
け
て
、
数
回
に
わ
た
り
市
民
が
参
加
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
前
述
の
空
き
地
の

特
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と
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見
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は
石
狩
平
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の
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、
札
幌
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の
北
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約
四

十
キ
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に
位
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す
る
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わ
が
国
四
番
目
の
鉄
路
で
あ
る
幌

内
線
が
明
治
十
五
年
に
開
通
(
昭
和
六
十
二
年
廃
止
)
、

産
炭
地
と
北
海
道
の
主
要
な
港
を
結
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交
通
の
要
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と
し

て
、
ま
た
商
業
や
行
政
な
ど
の
中
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地
と
し
て
、
さ
ら
に

米
や
玉
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ギ
な
ど
、
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業
都
市
と
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発
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し
て
き
た
。
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口
は
約
八
万
三
千
人
で
空
知
管
内
最
大
で
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る
。
ま
た

札
幌
ま
で

一
時
間
圏
内
で
あ
り
、
札
幌
へ
の
通
勤
通
学
者

も
多
い
。

、
炭
鉱
閉
山
と
大
型
庖
の
郊
外
進
出
で

f
申
心
市
街
地
が
衰
退

当
市
で
は
、

J
R
岩
見
沢
駅
前
を
中
心
に
、
主
要
道
路

に
固
ま
れ
た
約
三
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
心
市
街
地
に
商

店
や
飲
食
底
な
ど
が
集
中
し
、
「
岩
見
沢
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」
(
平
成
十

一
年
)
に
お
い
て
も
こ
の

エ
リ
ア
が
重
点
地
区
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
は
、
衰
退
が
顕
在
化
し
て
久
し
い
。
そ
の

要
因
は
、
周
辺
の
炭
鉱
閉
山
や
農
業
従
事
者
の
減
少
な
ど

f
h

経
済
部
商
工
労
政
課

4

課長

・

煩
内
伸

に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
(
周
辺
人
口
の
減
少
)
お
よ
び

昭
和
五
十
年
代
以
降
急
速
に
進
展
し
た
人
口
の
郊
外
拡
散

な
ど
で
あ
る

(*
)。

こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
昭
和

六
十
年
代
以
降
、
大
型
庖
の
郊
外
へ
の
進
出
が
始
ま
っ
た
。

と
り
わ
け
平
成
十
六
年
十

一
月
以
降
、
郊
外
に
三
つ
の
大

型
商
業
施
設
の
進
出
が
続
き
、
さ
ら
に
複
数
の
大
型
店
の

郊
外
進
出
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
商
業
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
そ
の
結
果
、
大
型
庖
の
売
り
場
面
積
は
、
市
内
小

売
業
の
総
売
り
場
面
積
の
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。

平
成
二
年
ま
で
に
、
近
隣
の
二
十
六
の
炭
鉱
は
す
べ
て

閉
山
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
人
口
は
昭
和
四
十
五
年

に
は

一
万
三
千
六
百
人
を
数
え
た
が
、
平
成
十
二
年
に

は
五
千
百
人
ま
で
減
少
し
た
。

* 
、
道
内
流
通
最
大
手
の
撤
退
で

f
広
が
っ
た
危
機
意
識

昭
和
五
十
七
年
に
市
内
の
小
売
業
者
数
は
九
百
五
十
あ

っ
た
が
、
平
成
十
六
年
に
は
六
百
六
十
に
減
少
し
た
。
経

営
者
の
多
く
が
高
齢
化
し
、
ま
た
後
継
者
不
足
に
悩
む
経

8 

営
者
も
少
な
く
な
い
。
空
き
庖
舗
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
た
ま
ま
の
空
き
庖
舗
が
目
に
付
く
。

こ
の
よ
う
に
当
市
に
お
い
て
も
、
郊
外
に
近
代
的
な
商

業
施
設
が
増
え
た

一
方
で
、
多
く
の
地
元
の
人
々
に
支
持

さ
れ
て
き
た
地
元
の
中
小
食
料
品
底
、
飲
食
底
、
書
庖
、
映

画
館
な
ど
が
軒
並
み
姿
を
消
し
た
。
地
域
住
民
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
地
元
商
庖
の
品
ぞ
ろ
え
(
や

る
気
)
な
ど
に
つ
い
て
問
題
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
が
、
郊

外
に
進
出
し
た
大
型
庖
の
圧
倒
的
な
力
の
前
に
、
あ
る
い

は
後
継
者
不
在
な
ど
の
た
め
に
閉
庖
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
地
元
中
小
小
売
庖
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
平
成
十
三
年
九
月
に
は
、
中
心
市
街
地
の

一
角

を
占
め
て
い
た
道
内
流
通
資
本
最
大
手
の
ラ
ル
ズ
が
撤
退

し
、
底
舗
は
解
体
さ
れ
、
さ
ら
地
と
な
っ
た
。
中
心
市
街

地
の
行
く
末
を
案
じ
る
市
民
や
商
業
者
の
危
機
意
識
も
高

ま
り
、
市
は
同
十
五
年
に
こ
の
空
き
地
(
約
三
千
三
百
平
方

メ
ー
ト
ル
)
を
取
得
し
、
そ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
市
民

の
声
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

2005・12月号i組緒匂

、
地
元
小
売
市
場
の
空
き
地
を
利
用
し
た

f
に
ぎ
わ
い
復
活

岩
見
沢
市
で
は
平
成
十
二
年
度
か
ら
商
工
会
議
所
と
連

携
し
て

T
M
Oを
設
立
し
、
空
き
庖
舗
対
策
事
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
人
々
が
交
流
す
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
ホ

l
ル
や
広
場
を
駅
前
に
設
け
、
さ
ら
に

歩
道
の
整
備
や
電
線
類
地
中
化
工
事
を
行
い
、
歩
い
て
楽

し
い
中
心
市
街
地
づ
く
り
に
、
ソ
フ
ト

・
ハ
l
ド
の
両
面

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
同
十
五
年
か
ら
十
六

年
に
か
け
て
、
数
回
に
わ
た
り
市
民
が
参
加
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
前
述
の
空
き
地
の
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の
市
民
が
気
軽
に
訪
れ
て

く
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い

を
込
め
て
「
ぷ
ら
っ
と
パ

ー
ク
」
と
命
名
さ
れ
た
。

利
活
用
に
関
す
る
市
民
の
意
見
を
集
約
し
た
。
市
民
か
ら

は
、
改
め
て
「
中
心
市
街
地
全
体
の
活
性
化
が
必
要
」
「
周

辺
動
向
を
見
据
え
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
」
「
や
る

気
の
あ
る
起
業
家
の
呼
び
込
み
」
な
ど
の
提
案
が
あ
っ
た
。

市
は
、
跡
地
を
利
活
用
し
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
は
緊
急
的
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
共
通

し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

「意
欲
あ
る
事
業

者
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
、
民

間
主
導
で
開
発
を
行
う
」
な
ど

を
基
本
方
針
と
し
て
、
そ
の
利

活
用
を
図
る
こ
と
と
し
、
平
成

十
六
年
八
月
に
事
業
者
の
募
集

を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
で
七
十
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
生
鮮
食
料

品
の
小
売
市
場
「
ナ
カ
ノ
タ
ナ
」

(
ラ
ル
ズ
跡
地
至
近
に
あ
り
、
往

時
は
三
十
五
庖
舗
が
入
庖
し
て

い
た
が
、
近
年
は
建
物
の
老
朽

化
が
目
立
っ

て
い
た
)
の
経
営

者
が
心
機

一
転
、
こ
こ
で
事
業

展
開
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

ま
た
、
地
元
商
底
街
振
興
組

合
連
合
会
の
新
規
事
業
委
員
会

か
ら
無
料
休
憩
所
を
設
置
す
る

事
業
計
画
の
応
募
が
あ
り
、
こ

の
二
案
を
採
択
し
、
前
者
は
今

年
三
月
に
、
後
者
は
同
四
月
に

事
業
を
開
始
し
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
は
市
民
に
よ
り
、
多
く

約
三
年
に
わ
た
っ
て
空
き

地
と
な
り
、
衰
退
す
る
中

心
市
街
地
の
象
徴
と
な
っ

i

て
い
た
場
所
に

』

一

は
、
久
々
に
活

気
が
戻
っ
た
。

鮮魚庖3、青果庖 1、肉屋 1、惣菜庖1、パーマ屋1、花屋1の言十8庖舗が入居している「ナカノタナJ(2005年11月現在)

ナ
カ
ノ
タ
ナ

の
経
営
者
た
ち

の
懸
命
な
取
り

組
み
に
よ
り
、

売
り
上
げ
も
お
お
む
ね
旧
庖

舗
当
時
を
上
回
っ
て
い
る
と
聞
く
。

、
申
心
市
街
地
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と

f
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

商
庖
街
主
体
に
よ
る
空
き
地
の
再
生
が
進

め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は
さ
ら
に
平

成
十
七
年
度
の
事
業
と
し
て
「
中
心
市
街
地

緊
急
対
策
事
業
」
を
展
開
し
て
い
る
。
中
心

市
街
地
の
商
庖
街
や
商
業
者
団
体
な
ど
が
、

に
ぎ
わ
い
創
出
、
情
報
発
信
、
利
便
施
設
整

備
、
ま
ち
中
居
住
促
進
な
ど
の
事
業
を
行
う

際
に
市
が

一
定
の
補
助
を
行
い
、
既
に
予
算

額
に
達
す
る
事
業
が
採
択
さ
れ
た
。
市
民
の

関
心
が
再
び
中
心
市
街
地
へ
と
向
け
ら
れ
つ

つ
あ
る
。

さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
面
で
は
、
市
内

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
は
じ
め
と
し
た
高
度

「ぷらっ と I ~ー ク J でのイベント ( フリ ーマーケ ッ ト )

情
報
通
信
基
盤
を
整
備
し
、
教
育
、
文
化
、

医
療
な
ど
の
分
野
で
利
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
産
業
面
で
も
新
産
業
の
創
出
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
な
ど
、
地
域
情
報

化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
心
市
街
地
の
再
生
や

「
い

わ
み
ざ
わ
公
園
の
再
生」

と
連
動
し
た

「水

と
緑
と
文
化
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
を
展
開
し
、

総
合
的
な
都
市
環
境
の
質
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

f
申
心
市
街
地
活
性
化
を

中
心
市
街
地
は
単
な
る
商
業
集
積
地
で
は
な
く
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化

な
ど
を
継
承
し
て
い
る
。
さ
ら
に
当
市
の
中
心
市
街
地
に

お
い
て
も
、
小
売
庖
だ
け
で
な
く
病
院
や
金
融
機
関
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
集
積
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の

役
割
の
重
要
性
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

そ
の
ま
ち
の
歴
史
と
個
性
を
反
映
し
た
中
心
市
街
地
が
あ

る
べ
き
と
考
え
る
。

当
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ

い
て
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
商
業
者
に
よ
り
ぷ
ら
っ
と

パ
l
ク
で
ほ
ぼ
毎
週
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
中
心
市

街
地
に
徐
々
に
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を

感
じ
る
。
し
か
し
、

当
市
の
取
り
組
み
は
緒
に
就
い
た
ば

か
り
で
あ
り
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
取
り
組
み
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
も
今
後
と
も
積
極
的
に
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

迫域~i!ì2005・12月号9 
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の
市
民
が
気
軽
に
訪
れ
て

く
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い

を
込
め
て
「
ぷ
ら
っ
と
パ

ー
ク
」
と
命
名
さ
れ
た
。

利
活
用
に
関
す
る
市
民
の
意
見
を
集
約
し
た
。
市
民
か
ら

は
、
改
め
て
「
中
心
市
街
地
全
体
の
活
性
化
が
必
要
」
「
周

辺
動
向
を
見
据
え
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
」
「
や
る

気
の
あ
る
起
業
家
の
呼
び
込
み
」
な
ど
の
提
案
が
あ
っ
た
。

市
は
、
跡
地
を
利
活
用
し
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
は
緊
急
的
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
共
通

し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

「意
欲
あ
る
事
業

者
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
、
民

間
主
導
で
開
発
を
行
う
」
な
ど

を
基
本
方
針
と
し
て
、
そ
の
利

活
用
を
図
る
こ
と
と
し
、
平
成

十
六
年
八
月
に
事
業
者
の
募
集

を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
で
七
十
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
生
鮮
食
料

品
の
小
売
市
場
「
ナ
カ
ノ
タ
ナ
」

(
ラ
ル
ズ
跡
地
至
近
に
あ
り
、
往

時
は
三
十
五
庖
舗
が
入
庖
し
て

い
た
が
、
近
年
は
建
物
の
老
朽

化
が
目
立
っ

て
い
た
)
の
経
営

者
が
心
機

一
転
、
こ
こ
で
事
業

展
開
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

ま
た
、
地
元
商
底
街
振
興
組

合
連
合
会
の
新
規
事
業
委
員
会

か
ら
無
料
休
憩
所
を
設
置
す
る

事
業
計
画
の
応
募
が
あ
り
、
こ

の
二
案
を
採
択
し
、
前
者
は
今

年
三
月
に
、
後
者
は
同
四
月
に

事
業
を
開
始
し
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
は
市
民
に
よ
り
、
多
く

約
三
年
に
わ
た
っ
て
空
き

地
と
な
り
、
衰
退
す
る
中

心
市
街
地
の
象
徴
と
な
っ

i

て
い
た
場
所
に

』

一

は
、
久
々
に
活

気
が
戻
っ
た
。
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ナ
カ
ノ
タ
ナ

の
経
営
者
た
ち

の
懸
命
な
取
り

組
み
に
よ
り
、

売
り
上
げ
も
お
お
む
ね
旧
庖

舗
当
時
を
上
回
っ
て
い
る
と
聞
く
。

、
申
心
市
街
地
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と

f
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

商
庖
街
主
体
に
よ
る
空
き
地
の
再
生
が
進

め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は
さ
ら
に
平

成
十
七
年
度
の
事
業
と
し
て
「
中
心
市
街
地

緊
急
対
策
事
業
」
を
展
開
し
て
い
る
。
中
心

市
街
地
の
商
庖
街
や
商
業
者
団
体
な
ど
が
、

に
ぎ
わ
い
創
出
、
情
報
発
信
、
利
便
施
設
整

備
、
ま
ち
中
居
住
促
進
な
ど
の
事
業
を
行
う

際
に
市
が

一
定
の
補
助
を
行
い
、
既
に
予
算

額
に
達
す
る
事
業
が
採
択
さ
れ
た
。
市
民
の

関
心
が
再
び
中
心
市
街
地
へ
と
向
け
ら
れ
つ

つ
あ
る
。

さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
面
で
は
、
市
内

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
は
じ
め
と
し
た
高
度

「ぷらっ と I ~ー ク J でのイベント ( フリ ーマーケ ッ ト )

情
報
通
信
基
盤
を
整
備
し
、
教
育
、
文
化
、

医
療
な
ど
の
分
野
で
利
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
産
業
面
で
も
新
産
業
の
創
出
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
な
ど
、
地
域
情
報

化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
心
市
街
地
の
再
生
や

「
い

わ
み
ざ
わ
公
園
の
再
生」

と
連
動
し
た

「水

と
緑
と
文
化
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
を
展
開
し
、

総
合
的
な
都
市
環
境
の
質
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

f
申
心
市
街
地
活
性
化
を

中
心
市
街
地
は
単
な
る
商
業
集
積
地
で
は
な
く
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
り
、
そ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化

な
ど
を
継
承
し
て
い
る
。
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融
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史
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反
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。
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り
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ぷ
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と

パ
l
ク
で
ほ
ぼ
毎
週
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イ
ベ
ン
ト
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開
催
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れ
、
中
心
市
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に
徐
々
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に
ぎ
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感
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。
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取
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取
り
組
み
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
も
今
後
と
も
積
極
的
に
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地
の
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を
図
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て
い
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と
が
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要
と
考
え
て

い
る
。
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特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
、
つ
く
り

集

2 

青
森
市

持
続
可
能
恕
都
市
づ
く
り
を
進
め
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想

魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
創
出
と
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

行
政
機
関
や
文
化
施
設
が
集
積
し
、
そ
こ
に
人
が
集
ま

っ
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
。
そ
れ
が
、
私
の
考

え
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
で
あ
る
。

市
街
地
が
散
漫
に
郊
外
に
拡
大
す
る
こ
と
を
抑
え
る
こ

と
で
、
道
路
、
下
水
道
、
学
校
な
ど
の
行
政
コ
ス
ト
を
削

減
し
、
交
通
や
除
雪
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
抑

制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
同
時
に
市
街
地
周
辺
の
自

然
を
守
り
、
共
存
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

平
成
十
七
年
四
月

一
日
、
旧
浪
岡
町
と
旧
青
森
市
と
の

合
併
に
よ
り
三
十
二
万
人
都
市
と
な
っ
た
青
森
市
は
、
北

は
陸
奥
湾
に
面
し
、
周
囲
は
八
甲
田
連
峰
な
ど
の
山
岳
丘

陵
地
に
固
ま
れ
た
、
雄
大
な
自
然
環
境
の
中
に
あ
る
。
三

内
丸
山
遺
跡
や
浪
岡
城
跡
と
い
っ
た
貴
重
な
史
跡
、
世
界

の
火
祭
り
で
あ
る
青
森
ね
ぶ
た
祭
、
さ
ら
に
は
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
生
産
量
を
誇
る
リ
ン
ゴ
な
ど
、
豊
か
な
宝
物

を
有
し
て
い
る
ま
ち
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
豊
か
な
宝
物
を
守
り
、
育
て
な
が
ら
、

次
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
ま
ち
J

つ
く
り
の
基

• 佐
々
木
誠
造

市
長

本
的
方
向
と
し
て
、
無
秩
序
な
市
街
地
の
拡
大
を
避
け
、

既
存
の
市
街
地
に
お
い
て
経
済
活
動
機
能
や
居
住
機
能
な

ど
の
都
市
機
能
を
高
度
化
し
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い
る
。

、
市
街
地
拡
大
に
伴
う

f
除
排
雪
経
費
の
増
大
が
課
題

青
森
市
で
は
、

一
九
七

0
年
代
を
ピ

I
ク
に
、
市
街
地

の
拡
大
と
、
そ
れ
に
伴
う
既
成
市
街
地
か
ら
郊
外
へ
の
人

口
移
動
が
進
み
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
や
既
成
市
街
地

の
低
密
度
化
・
高
齢
化
が
進
む
な
ど
、
新
た
な
都
市
問
題

が
発
生
し
た
。

ま
た
、
本
市
に
は
冬
季
に
年
間
約
八
メ
ー
ト
ル
も
の
降

雪
量
が
あ
る
。
こ
の
降
雪
は
、
ま
ち
に
澗
れ
る
こ
と
の
な

い
水
の
恵
み
を
も
た
ら
す
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
象
徴
で

あ
る
と
同
時
に
、
全
国
の
県
庁
所
在
地
の
中
で
は
唯

一
、

特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
市
街
地
の
拡
大
に

伴
う
除
排
雪
経
費
の
増
大
な
ど
、
都
市
を
運
営
す
る
コ
ス

ト
の
増
大
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

10 

、
都
市
を
三
層
構
造
の

f
機
能
的
で
効
率
的
な
構
造
に

2005・12月号

こ
の
よ
う
な
新
た
な
都
市
問
題
や
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
平
成
十

一
年
六
月
、
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
で
あ
る
「
青
森
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
形
成
」
と
掲
げ
、
自
家
用
自
動
車
に
過
度
に
依
存

し
な
い
交
通
体
系
づ
く
り
、
都
市
と
自
然
が
調
和
し
た
快

適
な
都
市
環
境
づ
く
り
な
ど
を
都
市
整
備
方
針
と
し
て
示

し
た
。

出島毒物

具
体
的
に
は
、
都
市
を
イ
ン
ナ
l
・
シ
テ
ィ
(*
I
)
、
ミ
ツ

ド
・
シ
テ
ィ
(*
2
)
、
ア
ウ
タ
l
・
シ
テ
ィ
(*
3
)
の
三
層
構
造

の
機
能
的
で
効
率
的
な
構
造
と
し
、
ま
た
、
そ
の
エ
リ
ア

別
市
街
地
整
備
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、
都
市
整
備
の
先

導
的
な
役
割
を
担
う
重
点
整
備
拠
点
と
し
て
、
中
心
市
街

地
、
石
江
地
区
、
青
森
操
車
場
跡
地
の
三
拠
点
を
定
め
た
。

さ
ら
に
、
自
家
用
車
に
過
度
に
依
存
し
な
い
交
通
体
系

づ
く
り
と
し
て
、

二一
層
の

エ
リ
ア
別
交
通
体
系
、

三
拠
点

の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、
効
率
的
な
移
動

を
推
進
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
る
。

* 
お
お
む
ね

一
九
六
五
年
ご
ろ
に
既
成
市
街
地
と
な
っ
て

い
た
、
ま
ち
な
み
の
老
朽
化
が
進
む
密
集
市
街
地
や
中

心
市
街
地
を
含
む
エ
リ
ア
。
都
市
整
備
を
重
点
的
に
行

い
、
市
街
地
の
再
構
築
な
ど
を
進
め
、
特
に
内
環
状
線

の
整
備
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
。

イ
ン
ナ
!
と
ア
ウ
タ
l
の
聞
の
エ
リ
ア
で
今
後
の
宅
地

需
要
な
ど
に
応
じ
て
良
質
な
宅
地
の
供
給
を
行
う
ス
ト

ッ
ク
エ
リ
ア
。
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
面
整
備
を

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

外
環
状
線
(
一
般
国
道
7
号
青
森
環
状
道
路
)
か
ら
外
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側
の
エ
リ
ア
。
都
市
化
を
抑
制
し
、
自
然
環
境
、
営
農

環
境
の
保
全
に
努
め
、
原
則
と
し
て
開
発
は
認
め
な
い
。

、、
ウ
ォ

l
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
を
目
標
に

f
ま
ち
の
整
備
に
着
手

中
心
市
街
地
再
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
平
成
十
年
十

一
月、

青
森
市
中
心
市
街
地
再
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定

し
、
「
交
流
街
づ
く
り
」
、
「
街
の
楽
し
み
づ
く
り
」
、
「
街

ぐ
ら
し
」
を
再
活
性
化
の
方
針
に
据
え
、
ま
ち
歩
き
を
楽

し
め
る
「
ウ
ォ

l
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
の
創
造
」
を
目
標
に
、

こ
れ
ま
で
商
工
会
議
所
や
関
係
事
業
者
な
ど
と
の
連
携
に

よ
り
整
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
駅
前
再
開
発
事
業
と
し
て
同
十
三
年

一
月、

市
民
図
書
館、

三
百
人
規
模
の
ホ
l
ル
、
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ
、
物
版
、
生
鮮
市
場
な
ど
が
入
居
す
る
再
開
発
ビ

ル

「
ア
ウ
ガ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
以
来
、
年
間
約
六
百
万
人

が

「
ア
ウ
ガ
」
を
利
用
す
る
な
ど
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
が

戻
り
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
四
季
を
通
し
て
快
適
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る

た
め
、
同
十
三
年
十

一
月
に
「
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
l
計
画
」

を
策
定
し
、
歩
道
の
融
雪
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
無
雪
空

間
整
備
を
進
め
、
積
雪
時
の
雪
片
付
け
か
ら
解
放
さ
れ
る

暮
ら
し
ゃ
す
い
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
で

f
申
心
市
街
地
人
口
が
回
復

中
心
市
街
地
の
魅
力
あ
る
施
設
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
に
よ
る
暮
ら
し
ゃ
す
い
環

境
整
備
を
進
め
な
が
ら
、

「ま
ち
な
か
居
住
」
を
推
進
し

て
き
た
結
果
、
最
近
は
中
心
市
街
地
に
お
け
る
民
間
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
が
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
に
お
い
て
も
公
営
住
宅
の
建
て
替
え
の
際
に
、

都市構造のイメージ図

青い海

中
心
部
の
民
間
集
合
住
宅
を
借
り
上
げ
る
な
ど
、
ま
ち
な

か
居
住
を
促
進
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

中
心
市
街
地
地
区
の
人
口
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
回
復

し
て
き
て
い
る
。

、
郊
外
の
無
秩
序
な
開
発
を
規
制
し
て

f
自
然
を
保
全

市
街
地
を
取
り
囲
む
八
甲
岡
山
系
に
は
、
囲
内
に
生
息

す
る
チ
ョ
ウ
二
百
六
十
種
の
う
ち
、
八
十

一
種
が
生
息

す
る
な
ど
、
生
物
種
が
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
区

に
は
青
森
市
の
上
水
道
の
水
源
が
あ
り
、
冬
に
降
っ
た
雪

が
ブ
ナ
林
を
経
て
、
数
十
年
後
に
清
流
と
な
っ
て
流
れ
て

お
り
、

厚
生
省
(
当
時
)
が
昭
和
五
十
九
年
に
認
定
し
た

「日
本

一
お
い
し
い
水
道
水
」
が
今
も
市
民
に
潤
い
を
与

え
て
い
る
。

市
で
は
、
こ
の
自
然
が
も
た
ら
す
お
い
し
い
水
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
水
源
地
周
辺
の
民
有
地
を
順
次
貿

い
取
り
、
特
に
保
水
能
力
の
高
い
ブ
ナ
の
木
を
植
林
し
て

い
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
区
域
外
の
地
域
に
対
す
る
土
地

利
用
の
方
策
と
し
て
、
準
都
市
計
画
区
域
制
度
の
活
用
や
、

景
観
法
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
郊
外
部
に
お
け
る
無
秩
序

な
開
発
行
為
を
規
制
誘
導
・
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊

か
な
自
然
環
境
と
水
資
源
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

、
都
市
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

f
「
質
的
な
充
実
」
に
集
申
へ

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
は
、
従
来
の
成
長
拡
大
志
向

に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
外
向
き
に
発
散
し
が
ち
で
あ
っ
た
都

市
づ
く
り
に
か
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
を
、
質
的
な
充

実
を
図
る
視
点
な
ど
内
側
へ
と
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
無
制
限
な
行
財
政
需
要
の
拡
大
を
招
く
恐
れ
の
あ
る

投
資
を
抑
え
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
都
市
の
ス
ト
ッ
ク

を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
環
境
と
の
共
生
な
ど
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
コ
ス
ト
を
考
え
た
都
市
経
営
の
視

点
と
効
率
的
な
都
市
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
の
両
立
を
図
る

た
め
、
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
理
念

に
基
づ
い
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
に
は
、
市
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
東
北
新

幹
線
新
青
森
駅
が
開
業
す
る
。
現
在
は
、
そ
の
効
果
を
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

こ
の
新
幹
線
開
業
を
千
載

一
遇
の
好
機
と
し
、
魅
力
あ

る
中
心
市
街
地
の
創
出
と
、
郊
外
部
の
豊
か
な
自
然
の
保

全
を
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
と
し
て

一
体
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
北
の
中
核
都
市
と
し
て
青
森
市
が
発
展
し
て
い

く
鍵
で
あ
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
。
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側
の
エ
リ
ア
。
都
市
化
を
抑
制
し
、
自
然
環
境
、
営
農

環
境
の
保
全
に
努
め
、
原
則
と
し
て
開
発
は
認
め
な
い
。

、、
ウ
ォ

l
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
を
目
標
に

f
ま
ち
の
整
備
に
着
手

中
心
市
街
地
再
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
平
成
十
年
十

一
月、

青
森
市
中
心
市
街
地
再
活
性
化
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計
画
を
策
定

し
、
「
交
流
街
づ
く
り
」
、
「
街
の
楽
し
み
づ
く
り
」
、
「
街

ぐ
ら
し
」
を
再
活
性
化
の
方
針
に
据
え
、
ま
ち
歩
き
を
楽

し
め
る
「
ウ
ォ

l
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
の
創
造
」
を
目
標
に
、

こ
れ
ま
で
商
工
会
議
所
や
関
係
事
業
者
な
ど
と
の
連
携
に

よ
り
整
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
駅
前
再
開
発
事
業
と
し
て
同
十
三
年

一
月、

市
民
図
書
館、

三
百
人
規
模
の
ホ
l
ル
、
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ
、
物
版
、
生
鮮
市
場
な
ど
が
入
居
す
る
再
開
発
ビ

ル

「
ア
ウ
ガ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
以
来
、
年
間
約
六
百
万
人

が

「
ア
ウ
ガ
」
を
利
用
す
る
な
ど
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
が

戻
り
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
四
季
を
通
し
て
快
適
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る

た
め
、
同
十
三
年
十

一
月
に
「
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
l
計
画
」

を
策
定
し
、
歩
道
の
融
雪
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
無
雪
空

間
整
備
を
進
め
、
積
雪
時
の
雪
片
付
け
か
ら
解
放
さ
れ
る

暮
ら
し
ゃ
す
い
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
で

f
申
心
市
街
地
人
口
が
回
復

中
心
市
街
地
の
魅
力
あ
る
施
設
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
に
よ
る
暮
ら
し
ゃ
す
い
環

境
整
備
を
進
め
な
が
ら
、

「ま
ち
な
か
居
住
」
を
推
進
し

て
き
た
結
果
、
最
近
は
中
心
市
街
地
に
お
け
る
民
間
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
が
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
に
お
い
て
も
公
営
住
宅
の
建
て
替
え
の
際
に
、

都市構造のイメージ図

青い海

中
心
部
の
民
間
集
合
住
宅
を
借
り
上
げ
る
な
ど
、
ま
ち
な

か
居
住
を
促
進
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

中
心
市
街
地
地
区
の
人
口
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
回
復

し
て
き
て
い
る
。

、
郊
外
の
無
秩
序
な
開
発
を
規
制
し
て

f
自
然
を
保
全

市
街
地
を
取
り
囲
む
八
甲
岡
山
系
に
は
、
囲
内
に
生
息

す
る
チ
ョ
ウ
二
百
六
十
種
の
う
ち
、
八
十

一
種
が
生
息

す
る
な
ど
、
生
物
種
が
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
区

に
は
青
森
市
の
上
水
道
の
水
源
が
あ
り
、
冬
に
降
っ
た
雪

が
ブ
ナ
林
を
経
て
、
数
十
年
後
に
清
流
と
な
っ
て
流
れ
て

お
り
、

厚
生
省
(
当
時
)
が
昭
和
五
十
九
年
に
認
定
し
た

「日
本

一
お
い
し
い
水
道
水
」
が
今
も
市
民
に
潤
い
を
与

え
て
い
る
。

市
で
は
、
こ
の
自
然
が
も
た
ら
す
お
い
し
い
水
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
水
源
地
周
辺
の
民
有
地
を
順
次
貿

い
取
り
、
特
に
保
水
能
力
の
高
い
ブ
ナ
の
木
を
植
林
し
て

い
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
区
域
外
の
地
域
に
対
す
る
土
地

利
用
の
方
策
と
し
て
、
準
都
市
計
画
区
域
制
度
の
活
用
や
、

景
観
法
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
郊
外
部
に
お
け
る
無
秩
序

な
開
発
行
為
を
規
制
誘
導
・
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊

か
な
自
然
環
境
と
水
資
源
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

、
都
市
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

f
「
質
的
な
充
実
」
に
集
申
へ

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
は
、
従
来
の
成
長
拡
大
志
向

に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
外
向
き
に
発
散
し
が
ち
で
あ
っ
た
都

市
づ
く
り
に
か
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
を
、
質
的
な
充

実
を
図
る
視
点
な
ど
内
側
へ
と
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
無
制
限
な
行
財
政
需
要
の
拡
大
を
招
く
恐
れ
の
あ
る

投
資
を
抑
え
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
都
市
の
ス
ト
ッ
ク

を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
環
境
と
の
共
生
な
ど
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
コ
ス
ト
を
考
え
た
都
市
経
営
の
視

点
と
効
率
的
な
都
市
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
の
両
立
を
図
る

た
め
、
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
理
念

に
基
づ
い
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
に
は
、
市
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
東
北
新

幹
線
新
青
森
駅
が
開
業
す
る
。
現
在
は
、
そ
の
効
果
を
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

こ
の
新
幹
線
開
業
を
千
載

一
遇
の
好
機
と
し
、
魅
力
あ

る
中
心
市
街
地
の
創
出
と
、
郊
外
部
の
豊
か
な
自
然
の
保

全
を
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
と
し
て

一
体
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
北
の
中
核
都
市
と
し
て
青
森
市
が
発
展
し
て
い

く
鍵
で
あ
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
。
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自
立
型
再
開
発
事
で

商
眉
衝
の
活
路
を
聞
く

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
生
み
出
す
原
動
力
に

特

宮
城
県
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
る
大
崎
平
野
の
中
心
に
位
置
す

る
古
川
市
。
地
域
拠
点
都
市
を
目
指
し
て
都
市
機
能
の
集
積

を
進
め
て
お
り
、
地
域
内
で
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
型
タ
ウ
ン
」
の
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
関
係
者
が
注
目

し
て
い
る
の
が
、
中
心
市
街
地
で
商
庖
街
が
取
り
組
ん
で
い

る
自
立
型
再
開
発
事
業
だ
。
本
稿
で
は
、
台
町
商
庖
街
が

一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点

(
市
街
地
再
開
発
)
づ
く
り
を
紹
介
す
る
。

「
、
県
の
街
路
事
業
で

r
f
震
観
が
一
新
し
た
台
町
商
庖
街

平
成
八
年
八
月
、
完
成
五
カ
月
の
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
古
川
に
台
町
商
庖
街
の
若
手
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
幻
世
紀
の
ア
l
ク
ヒ

ル
ズ
台
町
の
在
り
方
」
を
考
え
る
と
い
う
、
活

路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
調
査
事
業
の
第

一
回
会
合
で

あ
っ
た
。
台
町
商
庖
街
新
理
事
長
に
就
任
し
た

私
に
と
っ
て
の
初
仕
事
だ
っ
た
。
梅
津
清
人
前

理
事
長
が
私
の
た
め
に
宮
城
県
中
央
会
か
ら
予

算
を
確
保
し
、
新
理
事
長
の
ア
イ
デ
ア
で
新
し

集

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

富
織
県
古
川
市

3 

制

ア
ク
ア
ラ
イ
ト
台
町

代
表
取
締
役

.

千
葉

可4

い
商
庖
街
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
の
集
ま
り

だ
っ
た
。

梅
津
清
人
氏
は
二
十
二
年
間
理
事
長
を
務
め
、
宮
城
県
の

街
路
事
業
に
よ
っ
て
台
町
商
庖
街
の
景
観
を

一
新
さ
せ
た
。

特
に
各
組
合
員
を
自
ら
説
い
て
回
り
、
電
柱
は
私
有
地
に
引

っ
込
め
て
建
て
、
明
る
い
広
が
り
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
商
脂

街
(
ア
l
ク
ヒ
ル
ズ
台
町
に
名
称
変
更
)
を
造
り
上
げ
た
。

台
町
に
は
、
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と 墨(上)地権者の住宅練、(下)商業 (J吉舗)棟

12 

は
す
る
と
い
う
風
土
・
考
え
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

司-
、
1
日
の
通
行
書
1
万
人
を

『

f
戦
略
目
標
に

活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
事
業
の
特
定
に
当
た
っ
て
は
、
富
士

短
期
大
学
の
猿
谷
雅
治
副
学
長
に
専
門
委
員
と
し
て
指
導
い

た
だ
い
た
。
先
生
の
著
書

「
黒
字
浮
上
最
終
指
令
」
を
読
み
、

先
生
か
ら
直
接
に
基
本
研
修
を
受
け
て
、
委
員
同
士
の
活
発

な
議
論
と
先
生
の
調
整

・
誘
導
に
よ
り
、
理
念
・
ビ
ジ
ョ

ン

・
戦
略
の
策
定
作
業
が
行
わ
れ
た
。
三
歩
進
ん
で
二
歩
退

が
る
よ
う
な
歩
み
で
は
あ
っ
た
が
、
真
剣
か
つ
熱
心
で
楽
し

い
仲
間
と
の
議
論
で
も
あ
っ
た
。

「
温
か
い
人
間
性
と
高
い
専
門
性
を
追
求
し
、
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
幸
せ
を
共
有
す
る
」
と
い
う
理
念
。
「
に
ぎ
わ
い
、
満

足
、
あ
っ
た
か
さ
、
笑
顔
ま
じ
わ
る
快
適
空
間
」
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
。
十
年
後
に
は

一
日
の
通
行
客
を
現
在
の
千
七
百
人

か
ら

一
万
人

へ
と
い
う
戦
略
目
標
を
掲
げ
た
。

『
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け

F
f
民
間
街
づ
く
り
会
社
を
設
立

ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
時
は
、
全
員
の
顔
が
生
き
生
き
と
輝
い

た
。
し
か
し
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
事
業
を
具
体
化
す
る

資
金
に
話
が
及
ぶ
と
、
出
て
く
る
言
葉
が
な
く
な
っ
た
。
こ

の
時
、
猿
谷
先
生
が
問
題
を
整
理
し
、
次
の
よ
う
な
宿
題
を

出
し
た
。
そ
れ
は
、

①
商
庖
街
振
興
の
た
め
の
資
金
を
生
み

出
す
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
②
組
合
で
は
大
型
脂
空
庖
舗
を

ど
う
に
か
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
ー
で
あ
る
。

渋
る
先
生
に
三
拝
九
拝
し
て
来
訪
し
て
い
た
だ
い
た
私
に

は
、
こ
の
宿
題
を
や
り
遂
げ
る
責
任
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
こ
で
生
れ
た
ア
イ
デ
ア
が

「台
町
T
M
C株
式
会
社
構
想
」

で
あ
る
。
こ
の
構
想
は
受
け
入
れ
ら
れ
、

二
カ
月
間
で
五
千

万
円
の
出
資
金
を
集
め
、
銀
行
か
ら
も
借
り
入
れ
を
行
い
、

百
二
十
六
室
の
賃
貸
用
ホ
テ
ル
棟
を
発
注
。
一

年
後
に
は
完

2005・12月号泊凪~1!)

自
立
型
再
開
発
事
で

商
眉
衝
の
活
路
を
聞
く

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
生
み
出
す
原
動
力
に

特

宮
城
県
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
る
大
崎
平
野
の
中
心
に
位
置
す

る
古
川
市
。
地
域
拠
点
都
市
を
目
指
し
て
都
市
機
能
の
集
積

を
進
め
て
お
り
、
地
域
内
で
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
型
タ
ウ
ン
」
の
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
関
係
者
が
注
目

し
て
い
る
の
が
、
中
心
市
街
地
で
商
庖
街
が
取
り
組
ん
で
い

る
自
立
型
再
開
発
事
業
だ
。
本
稿
で
は
、
台
町
商
庖
街
が

一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点

(
市
街
地
再
開
発
)
づ
く
り
を
紹
介
す
る
。

「
、
県
の
街
路
事
業
で

r
f
震
観
が
一
新
し
た
台
町
商
庖
街

平
成
八
年
八
月
、
完
成
五
カ
月
の
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
古
川
に
台
町
商
庖
街
の
若
手
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
幻
世
紀
の
ア
l
ク
ヒ

ル
ズ
台
町
の
在
り
方
」
を
考
え
る
と
い
う
、
活

路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
調
査
事
業
の
第

一
回
会
合
で

あ
っ
た
。
台
町
商
庖
街
新
理
事
長
に
就
任
し
た

私
に
と
っ
て
の
初
仕
事
だ
っ
た
。
梅
津
清
人
前

理
事
長
が
私
の
た
め
に
宮
城
県
中
央
会
か
ら
予

算
を
確
保
し
、
新
理
事
長
の
ア
イ
デ
ア
で
新
し

集

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

富
織
県
古
川
市

3 

制

ア
ク
ア
ラ
イ
ト
台
町

代
表
取
締
役

.

千
葉

可4

い
商
庖
街
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
の
集
ま
り

だ
っ
た
。

梅
津
清
人
氏
は
二
十
二
年
間
理
事
長
を
務
め
、
宮
城
県
の

街
路
事
業
に
よ
っ
て
台
町
商
庖
街
の
景
観
を

一
新
さ
せ
た
。

特
に
各
組
合
員
を
自
ら
説
い
て
回
り
、
電
柱
は
私
有
地
に
引

っ
込
め
て
建
て
、
明
る
い
広
が
り
を
持
つ
素
晴
ら
し
い
商
脂

街
(
ア
l
ク
ヒ
ル
ズ
台
町
に
名
称
変
更
)
を
造
り
上
げ
た
。

台
町
に
は
、
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と 墨(上)地権者の住宅練、(下)商業 (J吉舗)棟
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ョ
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治
副
学
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に
専
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委
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と
し
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指
導
い

た
だ
い
た
。
先
生
の
著
書

「
黒
字
浮
上
最
終
指
令
」
を
読
み
、

先
生
か
ら
直
接
に
基
本
研
修
を
受
け
て
、
委
員
同
士
の
活
発

な
議
論
と
先
生
の
調
整

・
誘
導
に
よ
り
、
理
念
・
ビ
ジ
ョ

ン

・
戦
略
の
策
定
作
業
が
行
わ
れ
た
。
三
歩
進
ん
で
二
歩
退

が
る
よ
う
な
歩
み
で
は
あ
っ
た
が
、
真
剣
か
つ
熱
心
で
楽
し

い
仲
間
と
の
議
論
で
も
あ
っ
た
。

「
温
か
い
人
間
性
と
高
い
専
門
性
を
追
求
し
、
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
幸
せ
を
共
有
す
る
」
と
い
う
理
念
。
「
に
ぎ
わ
い
、
満

足
、
あ
っ
た
か
さ
、
笑
顔
ま
じ
わ
る
快
適
空
間
」
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
。
十
年
後
に
は

一
日
の
通
行
客
を
現
在
の
千
七
百
人

か
ら

一
万
人

へ
と
い
う
戦
略
目
標
を
掲
げ
た
。

『
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け

F
f
民
間
街
づ
く
り
会
社
を
設
立

ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
時
は
、
全
員
の
顔
が
生
き
生
き
と
輝
い

た
。
し
か
し
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、
事
業
を
具
体
化
す
る

資
金
に
話
が
及
ぶ
と
、
出
て
く
る
言
葉
が
な
く
な
っ
た
。
こ

の
時
、
猿
谷
先
生
が
問
題
を
整
理
し
、
次
の
よ
う
な
宿
題
を

出
し
た
。
そ
れ
は
、

①
商
庖
街
振
興
の
た
め
の
資
金
を
生
み

出
す
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
②
組
合
で
は
大
型
脂
空
庖
舗
を

ど
う
に
か
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
ー
で
あ
る
。

渋
る
先
生
に
三
拝
九
拝
し
て
来
訪
し
て
い
た
だ
い
た
私
に

は
、
こ
の
宿
題
を
や
り
遂
げ
る
責
任
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
こ
で
生
れ
た
ア
イ
デ
ア
が

「台
町
T
M
C株
式
会
社
構
想
」

で
あ
る
。
こ
の
構
想
は
受
け
入
れ
ら
れ
、

二
カ
月
間
で
五
千

万
円
の
出
資
金
を
集
め
、
銀
行
か
ら
も
借
り
入
れ
を
行
い
、

百
二
十
六
室
の
賃
貸
用
ホ
テ
ル
棟
を
発
注
。
一

年
後
に
は
完

2005・12月号泊凪~1!)
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成
、
私
の
経
営
す
る
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
古
川
が
借
り
受
け
て
、

収
益
を
上
げ
始
め
た
。

こ
の
収
識
か
ら
台
町
商
庖
街
振
興
組
合
に
資
金
が
流
れ
、

計
画
し
た
各
種
商
業
政
策
が
実
行
で
き
た
。
ム口町
T
M
C
は、

再
開
発
の
実
現
に
向
け
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
純
粋
民
間
街
づ
く
り
会
社
が
で
き
た
要
因
は
二
つ
あ

る
。
第

一
に
自
分
た
ち
で
苦
し
み
な
が
ら
、

「理
念
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
生
み
出
し
た
」
こ
と
。
二
番
目
に
、
先
生
か
ら
学
ん
だ

「オ
レ
が
や
る
、
協
力
す
る
、
明
る
く
す
る
と
い
う
精
神
が
私

た
ち
に
根
付
い
た
」
こ
と
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
生
み
出
し

た
子
供
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
、
こ
の
ま
ま
埋
れ
さ
せ
た
く

な
い
思
い
と
、
オ
レ
が
や
る
と
い
う
勇
気
が

山
陸

曹
『
組

台
町

T
M
C
誕
生
に
結
び
付
い
た
の
で
あ

暫

甑

る
。
将
来
の
幸
せ
の
た
め
に
、
今
プ
ラ
ス
ア

歯
周
忌

E
E

ル
フ
ァ
の
努
力
を
す
る
。
こ
れ
が
猿
谷
先
生

三

子

副

か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。

一一
蹴
幽

圃

「
、
空
き
庖
舗
解
体
し
、

一…岩
司睡
-

-

r
f
市
街
地
再
開
発
事
業
に
着
手

ι山
噴
圏

時
E

回
開
直
・
司

益
田
園
圃

今
、
台
町
で
長
期
間
放
置
さ
れ
た
大
型
庖

坦

d
E値
圏

空
き
庖
舗
が
解
体
さ
れ
、
新
し
い
商
業
ピ
ル

ー
-
圏

一¥

「
リ
オ

1
ネ
ふ
る
か
わ
」
や
住
宅
棟
の
建
設

宿
暫
圃
圏
諸
ト

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
来
年
三

一昨副
E
盟
国

一

月
に
は
新
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ

E
E明

る
。
地
方
都
市
の
再
開
発
は
、
大
都
市
の
再

圃

a国
菌
培

開
発
と
だ
い
ぶ
趣
き
を
異
に
す
る
。
第

一
に、

国

-'E園

高
度
利
用
を
目
的
と
す
る
よ
り
も
身
の
丈
に
合
っ
た
開
発
が

大
切
で
あ
る
。
第
二
に
権
利
関
係
者
の
転
出
が
多
い
と
、
大

手
事
業
者
不
在
の
た
め
事
業
が
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
で

あ
る
。
既
存
テ
ナ
ン
ト
と
の
関
係
、
転
出
、
再
入
居
に
関
す

る
取
り
扱
い
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

本
事
業
計
画
は
当
初
よ
り
、
古
川
市
都
市
計
画
課
の
担
当

者
か
ら
公
共
施
設
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て

い
た
。
理
由
は
市
の
財
政
難
で
あ
る
。
一

応
そ
の
こ
と
を
了

解
し
、
再
開
発
施
設
の
視
察
な
ど
勉
強
を
始
め
た
が
、
地
方

都
市
の
場
合
、
か
な
り
の
割
合
・
ス
ペ
ー
ス
で
公
共
施
設
が

入
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
に
ぎ
わ
い
や
純
粋
商
業
施

設
の
雰
囲
気
を
出
す
た
め
に
、
公
共
施
設
が
な
い
方
が
よ
い

と
い
う
考
え
方
に
は

一
理
あ
る
。
し
か
し

確
実
な
事
業
実
現
の
た
め
に
は
、
小
さ
く

と
も
公
共
施
設
は
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
感

じ
て
い
る
。
床
を
買
い
取
れ
な
い
場
合
で

も
、
自
治
体
の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
意
味

で
、
借
り
上
げ
て
設
置
す
る
施
設
を
当
初

か
ら
明
ら
か
に
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

、TM
Cが
リ
ス
ク
を
負
う

f
核
施
設
(
シ
ネ
マ
)
を
運
営

「リ
オ
l
ネ
ふ
る
か
わ
」
の
核
施
設
は
何
か
。
そ
れ
は
複
合

型
映
画
館

「
シ
ネ
マ
リ
オ
l
ネ
古
川
」
で
あ
る
。
経
済
産
業

省
の
中
小
商
業
活
性
化
施
設
整
備
の
リ
ノ
ベ

l
シ
ヨ
ン
補
助

を
活
用
し
、
圏
域
唯

一
の
六
館

一
千
席
シ
ネ
コ
ン
を
設
置
し

た
。

施行者:個人施行者台町TMC(株)
所在地:宮城県古川市台町他

面 積 :約1.8ヘクタール

総事業費 :約四億円

整備内容 :延べ面積約14.500m'

主な用途:庖舗、住宅、シネコン

広場、駐車場

住宅戸数:約15戸

駐車場:約300台

公共施設、量販庖なし

要概業事

そ
の
こ
と
に
よ
り
各

一
関
係
者
の
事
業
実
現

に
対
す
る
信
頼
感
は

大
幅
に
噌
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。

来
年
三
月
の
オ
ー
ブ
ン
を
控
え
、

利
私
た
ち
が
い
ま
だ
に
解
決
で
き
な
い

幻
で
い
る
の
は
食
品
ス
ー
パ
ー
の
導
入

ね

で
あ
る
。
大
手
を
は
じ
め
地
場
ス
ー

ト
パ
ー
に
も
当
た
っ
た
が
、
郊
外
四
方

「
を
大
手
ス
ー
パ
ー
に
押
さ
え
ら
れ
て

の一
叶
い
る
た
め
、
商
圏
人
口
が
小
さ
く
、

建

出
庖
で
き
な
い
と
い
う
回
答
だ
。
郊

外
大
型
庖
に
商
圏
を
握
ら
れ
た
中
心
市
街
地
の
実
情
を
痛
切

に
感
じ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
今
、
智
恵
を
絞
り
、
力
の
限

り
を
尽
し
て
食
品
庖
を
導
入
し
、
街
な
か
居
住
の
使
に
供
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
地
方
都
市
の
場
合
、
商
業
、
サ
ー
ビ

ス
、
業
務
の
集
積
だ
け
で
は
な
く
、
居
住
人
口
の
集
積
も
市

街
地
再
生
の
重
要
な
テ
l
マ
で
あ
る
。

当
初
は
、
シ
ネ
コ
ン
経
営
会
社

に
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
出
庖
し
て
い

た
だ
こ
う
と
考
え
た
。
し
か
し
大

手
業
者
の
答
え
は
、
商
圏
人
口
不

足
で
出
庖
不
可
で
あ
っ
た
。
整
理

し
て
み
る
と
、
大
手
は
商
圏
人
口

百
万
人
を
基
準
に
出
庖
を
計
画
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と

宮
城
県
で
は
仙
台
圏
だ
け
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
ま

ま
で
は
核
が
な
い
。
再
開
発
事
業
推
進
も
こ
こ
ま
で
か
と
感

じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
台
町

T
M
C
メ
ン
バ
ー
は

「
オ
レ
が
や
る
」
を
思
い
出
し
た
。

シ
ネ
コ
ン
関
連
会
社
の
経
営
計
画
で
は
、
リ
ノ
ベ

l
シ
ヨ

ン
補
助
を
活
用
し
た
事
業
計
画
で
あ
れ
ば
、
な
ん
と
か
ト
ン

ト
ン
で
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
台
町

T
M
C
が

経
営
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
判
断
が
正
し
い
か

間
違
っ
て
い
た
か
は
今
は
分
ら
な
い
。
し
か
し
最
大
の
努
力

を
傾
け
て
経
営
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い
の
点
で
、
収
益
の
点
で
も

正
解
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

以
上
、
商
庖
街
の
大
型
空
き
店
舗
問
題
解
決
の
た
め
に
生

れ
た
再
開
発
構
想
の
芽
生
え
か
ら
、
完
成
を
目
前
に
控
え
て

現
在
に
至
る
ほ
ぽ
十
年
の
歩
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
概
観
し
た
。

今
後
、
機
会
が
あ
れ
ば
「
地
方
都
市
活
性
化
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
」
を
整
理
し
て
お
伝
え
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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成
、
私
の
経
営
す
る
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
古
川
が
借
り
受
け
て
、

収
益
を
上
げ
始
め
た
。

こ
の
収
識
か
ら
台
町
商
庖
街
振
興
組
合
に
資
金
が
流
れ
、

計
画
し
た
各
種
商
業
政
策
が
実
行
で
き
た
。
ム口町
T
M
C
は、

再
開
発
の
実
現
に
向
け
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
純
粋
民
間
街
づ
く
り
会
社
が
で
き
た
要
因
は
二
つ
あ

る
。
第

一
に
自
分
た
ち
で
苦
し
み
な
が
ら
、

「理
念
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
生
み
出
し
た
」
こ
と
。
二
番
目
に
、
先
生
か
ら
学
ん
だ

「オ
レ
が
や
る
、
協
力
す
る
、
明
る
く
す
る
と
い
う
精
神
が
私

た
ち
に
根
付
い
た
」
こ
と
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
生
み
出
し

た
子
供
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
、
こ
の
ま
ま
埋
れ
さ
せ
た
く

な
い
思
い
と
、
オ
レ
が
や
る
と
い
う
勇
気
が

山
陸

曹
『
組

台
町

T
M
C
誕
生
に
結
び
付
い
た
の
で
あ

暫

甑

る
。
将
来
の
幸
せ
の
た
め
に
、
今
プ
ラ
ス
ア

歯
周
忌

E
E

ル
フ
ァ
の
努
力
を
す
る
。
こ
れ
が
猿
谷
先
生

三

子

副

か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。

一一
蹴
幽

圃

「
、
空
き
庖
舗
解
体
し
、

一…岩
司睡
-

-

r
f
市
街
地
再
開
発
事
業
に
着
手

ι山
噴
圏

時
E

回
開
直
・
司

益
田
園
圃

今
、
台
町
で
長
期
間
放
置
さ
れ
た
大
型
庖

坦

d
E値
圏

空
き
庖
舗
が
解
体
さ
れ
、
新
し
い
商
業
ピ
ル

ー
-
圏

一¥

「
リ
オ

1
ネ
ふ
る
か
わ
」
や
住
宅
棟
の
建
設

宿
暫
圃
圏
諸
ト

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
来
年
三

一昨副
E
盟
国

一

月
に
は
新
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ

E
E明

る
。
地
方
都
市
の
再
開
発
は
、
大
都
市
の
再

圃

a国
菌
培

開
発
と
だ
い
ぶ
趣
き
を
異
に
す
る
。
第

一
に、

国

-'E園

高
度
利
用
を
目
的
と
す
る
よ
り
も
身
の
丈
に
合
っ
た
開
発
が

大
切
で
あ
る
。
第
二
に
権
利
関
係
者
の
転
出
が
多
い
と
、
大

手
事
業
者
不
在
の
た
め
事
業
が
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
で

あ
る
。
既
存
テ
ナ
ン
ト
と
の
関
係
、
転
出
、
再
入
居
に
関
す

る
取
り
扱
い
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

本
事
業
計
画
は
当
初
よ
り
、
古
川
市
都
市
計
画
課
の
担
当

者
か
ら
公
共
施
設
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て

い
た
。
理
由
は
市
の
財
政
難
で
あ
る
。
一

応
そ
の
こ
と
を
了

解
し
、
再
開
発
施
設
の
視
察
な
ど
勉
強
を
始
め
た
が
、
地
方

都
市
の
場
合
、
か
な
り
の
割
合
・
ス
ペ
ー
ス
で
公
共
施
設
が

入
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
に
ぎ
わ
い
や
純
粋
商
業
施

設
の
雰
囲
気
を
出
す
た
め
に
、
公
共
施
設
が
な
い
方
が
よ
い

と
い
う
考
え
方
に
は

一
理
あ
る
。
し
か
し

確
実
な
事
業
実
現
の
た
め
に
は
、
小
さ
く

と
も
公
共
施
設
は
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
感

じ
て
い
る
。
床
を
買
い
取
れ
な
い
場
合
で

も
、
自
治
体
の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
意
味

で
、
借
り
上
げ
て
設
置
す
る
施
設
を
当
初

か
ら
明
ら
か
に
し
て

い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

、TM
Cが
リ
ス
ク
を
負
う

f
核
施
設
(
シ
ネ
マ
)
を
運
営

「リ
オ
l
ネ
ふ
る
か
わ
」
の
核
施
設
は
何
か
。
そ
れ
は
複
合

型
映
画
館

「
シ
ネ
マ
リ
オ
l
ネ
古
川
」
で
あ
る
。
経
済
産
業

省
の
中
小
商
業
活
性
化
施
設
整
備
の
リ
ノ
ベ

l
シ
ヨ
ン
補
助

を
活
用
し
、
圏
域
唯

一
の
六
館

一
千
席
シ
ネ
コ
ン
を
設
置
し

た
。

施行者:個人施行者台町TMC(株)
所在地:宮城県古川市台町他

面 積 :約1.8ヘクタール

総事業費 :約四億円

整備内容 :延べ面積約14.500m'

主な用途:庖舗、住宅、シネコン

広場、駐車場

住宅戸数:約15戸

駐車場:約300台

公共施設、量販庖なし

要概業事

そ
の
こ
と
に
よ
り
各

一
関
係
者
の
事
業
実
現

に
対
す
る
信
頼
感
は

大
幅
に
噌
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。

来
年
三
月
の
オ
ー
ブ
ン
を
控
え
、

利
私
た
ち
が
い
ま
だ
に
解
決
で
き
な
い

幻
で
い
る
の
は
食
品
ス
ー
パ
ー
の
導
入

ね

で
あ
る
。
大
手
を
は
じ
め
地
場
ス
ー

ト
パ
ー
に
も
当
た
っ
た
が
、
郊
外
四
方

「
を
大
手
ス
ー
パ
ー
に
押
さ
え
ら
れ
て

の一
叶
い
る
た
め
、
商
圏
人
口
が
小
さ
く
、

建

出
庖
で
き
な
い
と
い
う
回
答
だ
。
郊

外
大
型
庖
に
商
圏
を
握
ら
れ
た
中
心
市
街
地
の
実
情
を
痛
切

に
感
じ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
今
、
智
恵
を
絞
り
、
力
の
限

り
を
尽
し
て
食
品
庖
を
導
入
し
、
街
な
か
居
住
の
使
に
供
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
地
方
都
市
の
場
合
、
商
業
、
サ
ー
ビ

ス
、
業
務
の
集
積
だ
け
で
は
な
く
、
居
住
人
口
の
集
積
も
市

街
地
再
生
の
重
要
な
テ
l
マ
で
あ
る
。

当
初
は
、
シ
ネ
コ
ン
経
営
会
社

に
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
出
庖
し
て
い

た
だ
こ
う
と
考
え
た
。
し
か
し
大

手
業
者
の
答
え
は
、
商
圏
人
口
不

足
で
出
庖
不
可
で
あ
っ
た
。
整
理

し
て
み
る
と
、
大
手
は
商
圏
人
口

百
万
人
を
基
準
に
出
庖
を
計
画
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と

宮
城
県
で
は
仙
台
圏
だ
け
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
ま

ま
で
は
核
が
な
い
。
再
開
発
事
業
推
進
も
こ
こ
ま
で
か
と
感

じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
台
町

T
M
C
メ
ン
バ
ー
は

「
オ
レ
が
や
る
」
を
思
い
出
し
た
。

シ
ネ
コ
ン
関
連
会
社
の
経
営
計
画
で
は
、
リ
ノ
ベ

l
シ
ヨ

ン
補
助
を
活
用
し
た
事
業
計
画
で
あ
れ
ば
、
な
ん
と
か
ト
ン

ト
ン
で
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
台
町

T
M
C
が

経
営
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
判
断
が
正
し
い
か

間
違
っ
て
い
た
か
は
今
は
分
ら
な
い
。
し
か
し
最
大
の
努
力

を
傾
け
て
経
営
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い
の
点
で
、
収
益
の
点
で
も

正
解
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

以
上
、
商
庖
街
の
大
型
空
き
店
舗
問
題
解
決
の
た
め
に
生

れ
た
再
開
発
構
想
の
芽
生
え
か
ら
、
完
成
を
目
前
に
控
え
て

現
在
に
至
る
ほ
ぽ
十
年
の
歩
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
概
観
し
た
。

今
後
、
機
会
が
あ
れ
ば
「
地
方
都
市
活
性
化
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
」
を
整
理
し
て
お
伝
え
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
。
つ
く
り

集

4 

山
形
県
鶴
岡
市

都
市
機
能
の

申
心
市
街
地
再
襲
を
展
開
ヘ

農
村
部
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
目
標

(
歴
史
的
資
産
を
引
き
織
ぐ
申
心
市
街
地

山
形
県
鶴
岡
市
は
、
庄
内
地
方
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
日
本
海
に
面
し
た
人
口
お
よ
そ
十
万
人
の
ま
ち
で
あ
っ

た
が
、
平
成
十
七
年
十
月
に
近
隣
の
五
町
村
と
合
併
し
て

人
口
十
四
万
四
千
人
の
県
内
第
二
の
都
市
に
、
面
積
は
千

三
百
十

一
平
方
キ
ロ
と
東
北
地
方
最
大
の
都
市
に
な
っ

た
作
家
藤
沢
周
平
の
「
海
坂
藩
」
の
原
型
と
い
わ
れ
る
城

下
町
で
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
の
骨
格
は
現
在
に
至
る
ま

で
残
さ
れ
、
街
路
形
状
や
景
観
な
ど
の
歴
史
的
資
産
が
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

合
併
前
の
鶴
岡
市
は
、
昭
和
四
十
年
代
半
ば
よ
り
、
中

心
部
か
ら
郊
外
へ
の
世
帯
分
離
に
よ
る
空
洞
化
が
進
む

一

方
、
市
街
地
の
拡
大
が
進
行
し
た
。
中
心
部
で
は
人
口
減

少
の
み
な
ら
ず
、
商
業
而
で
も
駅
前
大
型
庖
、
ロ
ー
ド
サ

イ
ド
庖
、
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
、
時
代
に

よ
っ
て
商
業
形
態
が
推
移
し
、
全
市
に
占
め
る
中
心
商
庖

街
の
求
心
力
が
大
幅
に
低
下
し
た
。

建
設
部
都
市
整
備
課

課長

・

今
野
昭
博

、

コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
形
成
。か

f
ま
ち
、つ
く
り
の
目
標

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
方
針
で
あ
る
「
鶴
岡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
、
市
民
の
自
由
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
繰
り
返
し
議
論
し
、
平
成
十
三
年
に
策
定
・
公
表
し
た
。

図1 都市mas(市街地枠銭き)鶴岡市街地の都市フレーム
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鶴
岡
の
ま
ち
づ
く
り
目
標
を
「
人
口
規
模
に
応
じ
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
市
街
地
の
形
成
」
と
し
、
都
市
計
画
法
の
線
引

き
制
度
の
実
施
を
位
置
付
け
、
市
街
地
整
備
の
目
標
を

「
人
が
集
ま
り
、
回
避
し
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
と

し
、
そ
の
た
め
の
各
種
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
。

線
引
き
実
施
の
背
景
と
し
て
は
、
宅
地
化
が
中
心
部
か

ら
郊
外
へ
と
移
行
し
、
ス
プ
ロ

l
ル
現
象
を
起
こ
し
て
い

た
こ
と
や
、
鶴
岡
市
街
地
を
囲
む
外
環
状
線
(
図
I
)
沿

線
に
商
業
施
設
が
立
地
し
始
め
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
要
因
の

一
つ
に
は
、
厳
し
い
農
業
事
情
の
中
で
、

農
家
が
農
地
を
宅
地
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
志
向
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

、
線
引
き
制
度
導
入
に
よ
る

f
土
地
利
用
の
規
則
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鶴
岡
市
の
都
市
計
画
区
域
は
、
中
山
間
地
や
丘
陵
地
を

除
く
行
政
区
域
の
ほ
ぼ
全
域
を
網
羅
し
て
お
り
、
線
引
き

制
度
を
導
入
す
れ
ば
、
行
政
区
域
内
の
平
野
部
の
ほ
ぼ
全

域
が
市
街
化
調
整
区
域
と
な
り
、
区
域
外
へ
の
開
発
侵
食

も
あ
り
得
な
い
と
考
え
、
平
成
十
六
年
度
に
実
施
し
た
。

ま
た
、
線
引
き
に
よ
り
問
題
と
な
る
市
街
化
調
整
区
域

で
の
厳
し
い
土
地
利
用
規
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
議

論
を
経
て
、
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
で
も
、
そ
の
実
情

に
合
わ
せ
た
規
制
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
た
「
鶴
岡
市
市

街
化
調
整
区
域
の
整
備
及
び
保
全
の
方
針
」
を
策
定
し
た
。

例
え
ば
、
農
村
集
落
で
の
第
三
者
に
よ
る
住
宅
建
築
や
、

調
整
区
域
内
の
工
業
団
地
で
の
工
場
建
設
な
ど
を
可
能
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

、
分
散
し
た
都
市
機
能
の

f
再
集
積
事
業
を
実
施

さ
ら
に
、
鶴
岡
市
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
平
成
五
年

特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
。
つ
く
り

集

4 
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鶴
岡
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鶴
岡
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地
方
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
日
本
海
に
面
し
た
人
口
お
よ
そ
十
万
人
の
ま
ち
で
あ
っ

た
が
、
平
成
十
七
年
十
月
に
近
隣
の
五
町
村
と
合
併
し
て

人
口
十
四
万
四
千
人
の
県
内
第
二
の
都
市
に
、
面
積
は
千

三
百
十

一
平
方
キ
ロ
と
東
北
地
方
最
大
の
都
市
に
な
っ

た
作
家
藤
沢
周
平
の
「
海
坂
藩
」
の
原
型
と
い
わ
れ
る
城

下
町
で
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
の
骨
格
は
現
在
に
至
る
ま

で
残
さ
れ
、
街
路
形
状
や
景
観
な
ど
の
歴
史
的
資
産
が
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

合
併
前
の
鶴
岡
市
は
、
昭
和
四
十
年
代
半
ば
よ
り
、
中

心
部
か
ら
郊
外
へ
の
世
帯
分
離
に
よ
る
空
洞
化
が
進
む

一

方
、
市
街
地
の
拡
大
が
進
行
し
た
。
中
心
部
で
は
人
口
減

少
の
み
な
ら
ず
、
商
業
而
で
も
駅
前
大
型
庖
、
ロ
ー
ド
サ

イ
ド
庖
、
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
、
時
代
に

よ
っ
て
商
業
形
態
が
推
移
し
、
全
市
に
占
め
る
中
心
商
庖

街
の
求
心
力
が
大
幅
に
低
下
し
た
。

建
設
部
都
市
整
備
課

課長

・

今
野
昭
博

、

コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
形
成
。か

f
ま
ち
、つ
く
り
の
目
標

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
方
針
で
あ
る
「
鶴
岡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
、
市
民
の
自
由
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
繰
り
返
し
議
論
し
、
平
成
十
三
年
に
策
定
・
公
表
し
た
。

図1 都市mas(市街地枠銭き)鶴岡市街地の都市フレーム
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鶴
岡
の
ま
ち
づ
く
り
目
標
を
「
人
口
規
模
に
応
じ
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
市
街
地
の
形
成
」
と
し
、
都
市
計
画
法
の
線
引

き
制
度
の
実
施
を
位
置
付
け
、
市
街
地
整
備
の
目
標
を

「
人
が
集
ま
り
、
回
避
し
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
と

し
、
そ
の
た
め
の
各
種
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
。

線
引
き
実
施
の
背
景
と
し
て
は
、
宅
地
化
が
中
心
部
か

ら
郊
外
へ
と
移
行
し
、
ス
プ
ロ

l
ル
現
象
を
起
こ
し
て
い

た
こ
と
や
、
鶴
岡
市
街
地
を
囲
む
外
環
状
線
(
図
I
)
沿

線
に
商
業
施
設
が
立
地
し
始
め
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
要
因
の

一
つ
に
は
、
厳
し
い
農
業
事
情
の
中
で
、

農
家
が
農
地
を
宅
地
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
志
向
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

、
線
引
き
制
度
導
入
に
よ
る

f
土
地
利
用
の
規
則

2005・12月号岨通~'0

鶴
岡
市
の
都
市
計
画
区
域
は
、
中
山
間
地
や
丘
陵
地
を

除
く
行
政
区
域
の
ほ
ぼ
全
域
を
網
羅
し
て
お
り
、
線
引
き

制
度
を
導
入
す
れ
ば
、
行
政
区
域
内
の
平
野
部
の
ほ
ぼ
全

域
が
市
街
化
調
整
区
域
と
な
り
、
区
域
外
へ
の
開
発
侵
食

も
あ
り
得
な
い
と
考
え
、
平
成
十
六
年
度
に
実
施
し
た
。

ま
た
、
線
引
き
に
よ
り
問
題
と
な
る
市
街
化
調
整
区
域

で
の
厳
し
い
土
地
利
用
規
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
議

論
を
経
て
、
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
で
も
、
そ
の
実
情

に
合
わ
せ
た
規
制
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
た
「
鶴
岡
市
市

街
化
調
整
区
域
の
整
備
及
び
保
全
の
方
針
」
を
策
定
し
た
。

例
え
ば
、
農
村
集
落
で
の
第
三
者
に
よ
る
住
宅
建
築
や
、

調
整
区
域
内
の
工
業
団
地
で
の
工
場
建
設
な
ど
を
可
能
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

、
分
散
し
た
都
市
機
能
の

f
再
集
積
事
業
を
実
施

さ
ら
に
、
鶴
岡
市
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
平
成
五
年
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の
庄
内
地
方
拠
点
都
市
地
域
指
定
を
受
け
、
「
中
心
市
街

地
の
既
存
の
都
市
機
能
を
郊
外
に
出
さ
な
い
」

「次
代
を

担
う
新
た
な
都
市
機
能
を
中
心
市
街
地
に
集
積
す
る
」

「分
散
し
て
し
ま
っ
た
都
市
機
能
を
中
心
市
街
地
に
再
集

積
す
る
」
こ
と
を
都
市
機
能
に
つ
い
て
の
方
針
と
し
、
具

体
的
に
事
業
展
開
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
な
実
践
事
例
と
し
て
は
同
十
五
年
、
五
百
二
十

床
を
有
す
る
南
庄
内
の
中
核
病
院
で
あ
る
鶴
岡
市
立
荘
内

病
院
(
写
真
グ
ラ
ビ
ア
)
を
移
転
前
の
場
所
か
ら
四
百
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
だ
け
の
中
心
市
街
地
の
中
に
建
て
替
え

た
。
こ
の
移
転
例
は
、
後
の
国
土
交
通
省
の
土
地
集
約
支

援
制
度
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

ま
た
、
鶴
岡
公
園
南
部
地
区
に
は
同
十
三
年
、
鶴
岡
タ

ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
慶
膳
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究

所
(
写
真
1
)
を
、
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院
、
芸
術

文
化
施
設
で
あ
る
鶴
岡
ア

l
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
写
真
2
)

を
同
十
七
年
に
集
中
配
置
し
た
。

、
交
流
人
口
の
摺
加
と

f
市
民
活
動
の
活
発
化

慶
膳
義
塾
大
学
先
端
生
命
科

学
研
究
所
は
、
「
鶴
岡
バ
イ
オ
キ

ャ
ン
パ
ス
特
区
」
で
進
め
る

「
鶴
岡
研
究
産
業
都
市
再
生
計

画
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の

で
、
生
物
細
胞
内
に
あ
る
全
代

謝
物
質
(
メ
タ
ボ
ロ

l
ム
)
に

関
す
る
世
界
最
先
端
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
研
究
所
に
は
各

地
か
ら
研
究
者
や
企
業
関
係
者

が
訪
れ
、
交
流
人
口
が
増
え
る

と
同
時
に
、
本
年
六
月
に
は
国
際

メ
タ
ボ
ロ

1
ム
学
会
の
第

一
回
国

際
会
議
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
世

界
各
国
に
そ
の
情
報
が
発
信
さ
れ

た
鶴
岡
ア

l
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

美
術
館
的
機
能
を
持
ち
な
が
ら
収

蔵
品
は
持
た
な
い
施
設
で
、
市
民

の
作
品
展
示
や
学
芸
員
企
画
の
特

別
展
覧
会
の
実
施
場
所
と
し
て
活

用
さ
れ
始
め
、
市
民
な
ど
の
創
作

活
動
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

都
市
機
能
の
再
集
積
と
い
う
点

で
は
、
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備

計
画
が
策
定
さ
れ
、
移
転
し
た
荘

内
病
院
の
跡
地

に
第
二
合
同
庁
舎
を
誘
致
し
、
高
度
経

済
成
長
期
に
分
散
し
て
し
ま
っ
た
鶴
岡

税
務
署
、
鶴
岡
公
共
職
業
安
定
所
な
ど

の
再
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
中
心
部

を
回
遊
で
き
る
道
づ
く
り
や
空
間
整
備

に
取
り
組
み
出
し
た
。

写真1 バイオと公益学の研究拠点「鶴岡タウンキャンパスJ

、
良
好
な
住
環
境
と

f
城
下
町
景
観
形
成
の
維
持

加
え
て
制
度
面
と
し
て
、
良
好
な
居

住
環
境
の
維
持
と
城
下
町
の
景
観
維
持

の
た
め
、
建
築
物
の
高
さ
を
制
限
す
る

高
度
地
区
を
鶴
岡
市
街
地
に
設
定
し
、

同
時
に
鶴
岡
市
域
を
対
象
と
し
た
大
規

模
建
築
物
な
ど
の
景
観
に
関

す
る
条
例
を
平
成
十
六
年
に

制
定
し
た
。

高
度
地
区
に
よ
る
高
さ
制

限
は
、
業
務
系
の
用
途
地
域

で
は
二
十
メ
ー
ト
ル
、
住
居

系
の
用
途
地
域
で
は
十
五
メ

ー
ト
ル
の
制
限
と
し
、
鶴
岡

城
駈
を
中
心
と
し
た
中
心
商

庖
街
を
含
む
地
域
を
「
歴
史

文
化
ゾ

l
ン
」
に
指
定
し
、

業
務
系
用
途
で
あ
っ
て
も
十

五
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
制
度
導
入
は
、

単
な
る
規
制
措
置
で
は
な

く
、
城
下
町
鶴
岡
ら
し
い
景

観
を
守
り
続
け
て
も
ら
う
た

め
の
基
準
で
、
ど
の
よ
う
に
守
る
べ
き
か
を
現
在
、
早
稲

田
大
学
佐
藤
滋
研
究
室
と
と
も
に
市
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
開
催
し
、
景
観
形
成
指
針
と
し
て
ま

と
め
て
い
る
。

、
地
域
特
性
を
生
か
し
た

f
個
性
あ
る
ま
ち
。つ
く
り

写真2 芸術・創作活動拠点「鶴岡アートフォーラム」

鶴
岡
市
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
広
大
な
面
積
を
持
つ

「
新
鶴
岡
市
」
と
な
っ
た
。
旧
六
市
町
村
が
持
つ
ま
ち
の

特
性
や
地
域
性
が
生
か
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
形
態
的

な
概
念
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
は
な
く
、
都
市
と
農

村
の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
る
本
来
の
意
味
に
お
け
る
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
今
後
も
進
め
て

い
き
た
い
。
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の
庄
内
地
方
拠
点
都
市
地
域
指
定
を
受
け
、
「
中
心
市
街

地
の
既
存
の
都
市
機
能
を
郊
外
に
出
さ
な
い
」

「次
代
を

担
う
新
た
な
都
市
機
能
を
中
心
市
街
地
に
集
積
す
る
」

「分
散
し
て
し
ま
っ
た
都
市
機
能
を
中
心
市
街
地
に
再
集

積
す
る
」
こ
と
を
都
市
機
能
に
つ
い
て
の
方
針
と
し
、
具

体
的
に
事
業
展
開
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
な
実
践
事
例
と
し
て
は
同
十
五
年
、
五
百
二
十

床
を
有
す
る
南
庄
内
の
中
核
病
院
で
あ
る
鶴
岡
市
立
荘
内

病
院
(
写
真
グ
ラ
ビ
ア
)
を
移
転
前
の
場
所
か
ら
四
百
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
だ
け
の
中
心
市
街
地
の
中
に
建
て
替
え

た
。
こ
の
移
転
例
は
、
後
の
国
土
交
通
省
の
土
地
集
約
支

援
制
度
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

ま
た
、
鶴
岡
公
園
南
部
地
区
に
は
同
十
三
年
、
鶴
岡
タ

ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
慶
膳
義
塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究

所
(
写
真
1
)
を
、
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院
、
芸
術

文
化
施
設
で
あ
る
鶴
岡
ア

l
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
写
真
2
)

を
同
十
七
年
に
集
中
配
置
し
た
。

、
交
流
人
口
の
摺
加
と

f
市
民
活
動
の
活
発
化

慶
膳
義
塾
大
学
先
端
生
命
科

学
研
究
所
は
、
「
鶴
岡
バ
イ
オ
キ

ャ
ン
パ
ス
特
区
」
で
進
め
る

「
鶴
岡
研
究
産
業
都
市
再
生
計

画
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の

で
、
生
物
細
胞
内
に
あ
る
全
代

謝
物
質
(
メ
タ
ボ
ロ

l
ム
)
に

関
す
る
世
界
最
先
端
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
研
究
所
に
は
各

地
か
ら
研
究
者
や
企
業
関
係
者

が
訪
れ
、
交
流
人
口
が
増
え
る

と
同
時
に
、
本
年
六
月
に
は
国
際

メ
タ
ボ
ロ

1
ム
学
会
の
第

一
回
国

際
会
議
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
世

界
各
国
に
そ
の
情
報
が
発
信
さ
れ

た
鶴
岡
ア

l
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

美
術
館
的
機
能
を
持
ち
な
が
ら
収

蔵
品
は
持
た
な
い
施
設
で
、
市
民

の
作
品
展
示
や
学
芸
員
企
画
の
特

別
展
覧
会
の
実
施
場
所
と
し
て
活

用
さ
れ
始
め
、
市
民
な
ど
の
創
作

活
動
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

都
市
機
能
の
再
集
積
と
い
う
点

で
は
、
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備

計
画
が
策
定
さ
れ
、
移
転
し
た
荘

内
病
院
の
跡
地

に
第
二
合
同
庁
舎
を
誘
致
し
、
高
度
経

済
成
長
期
に
分
散
し
て
し
ま
っ
た
鶴
岡

税
務
署
、
鶴
岡
公
共
職
業
安
定
所
な
ど

の
再
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
中
心
部

を
回
遊
で
き
る
道
づ
く
り
や
空
間
整
備

に
取
り
組
み
出
し
た
。

写真1 バイオと公益学の研究拠点「鶴岡タウンキャンパスJ

、
良
好
な
住
環
境
と

f
城
下
町
景
観
形
成
の
維
持

加
え
て
制
度
面
と
し
て
、
良
好
な
居

住
環
境
の
維
持
と
城
下
町
の
景
観
維
持

の
た
め
、
建
築
物
の
高
さ
を
制
限
す
る

高
度
地
区
を
鶴
岡
市
街
地
に
設
定
し
、

同
時
に
鶴
岡
市
域
を
対
象
と
し
た
大
規

模
建
築
物
な
ど
の
景
観
に
関

す
る
条
例
を
平
成
十
六
年
に

制
定
し
た
。

高
度
地
区
に
よ
る
高
さ
制

限
は
、
業
務
系
の
用
途
地
域

で
は
二
十
メ
ー
ト
ル
、
住
居

系
の
用
途
地
域
で
は
十
五
メ

ー
ト
ル
の
制
限
と
し
、
鶴
岡

城
駈
を
中
心
と
し
た
中
心
商

庖
街
を
含
む
地
域
を
「
歴
史

文
化
ゾ

l
ン
」
に
指
定
し
、

業
務
系
用
途
で
あ
っ
て
も
十

五
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
制
度
導
入
は
、

単
な
る
規
制
措
置
で
は
な

く
、
城
下
町
鶴
岡
ら
し
い
景

観
を
守
り
続
け
て
も
ら
う
た

め
の
基
準
で
、
ど
の
よ
う
に
守
る
べ
き
か
を
現
在
、
早
稲

田
大
学
佐
藤
滋
研
究
室
と
と
も
に
市
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
開
催
し
、
景
観
形
成
指
針
と
し
て
ま

と
め
て
い
る
。

、
地
域
特
性
を
生
か
し
た

f
個
性
あ
る
ま
ち
。つ
く
り

写真2 芸術・創作活動拠点「鶴岡アートフォーラム」

鶴
岡
市
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
広
大
な
面
積
を
持
つ

「
新
鶴
岡
市
」
と
な
っ
た
。
旧
六
市
町
村
が
持
つ
ま
ち
の

特
性
や
地
域
性
が
生
か
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
形
態
的

な
概
念
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
は
な
く
、
都
市
と
農

村
の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
る
本
来
の
意
味
に
お
け
る
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
今
後
も
進
め
て

い
き
た
い
。
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T
M
O
が
-
一
俸
と
恕
っ
た

活
性
化
の
拠
点
づ
く
り

地
域
の
誇
り
と
生
き
が
い
を
生
み
出
せ
る
街
に

特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
。つ
く
り

集

市
民
、
行
政
、

(

「
歴
史
・
文
化
の
回
廊
」
飯
田

日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
、
天
竜
川
の
織
り
成
す
段
丘
に

あ
る
飯
田
市
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
生
糸
な
ど
の
地
場
産
業

で
栄
え
た
城
下
町
。
こ
の
川
沿
い
の
辺
境
の
地
に
走
る

J

R
飯
田
線
と
中
央
自
動
車
道
が
外
部
と
を
結
ぶ
交
通
網
だ

が
、
中
央
自
動
車
道
を
利
用
し
て
も
東
京
ま
で
約
凶
時
間

を
要
す
る
。

南
ア
ル
プ
ス
と
伊
那
山
脈
、
西
に
中
央
ア
ル
プ
ス
が
続

く
自
然
豊
か
な
地
で
、
古
く
か
ら
多
く
の
文
化
人
を
排
出

し
、
日
本
最
大
の
人
形
劇
の
祭
典
「
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
」

を
二
十
七
年
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
た
歴
史
と
文
化
を
背

負
っ
た
都
市
で
も
あ
る
。
戦
後
は
精
密
、
電
子
工
業
が
集

積
し
た
田
園
工
業
都
市
、
県
南
下
伊
那
の
中
心
地
と
し
て

発
展
し
、
合
併
に
よ
り
人
口
十
万
九
千
人
、
市
域
面
積
は

約
六
百
五
十
九
平
方
キ
ロ
に
及
ぶ
。

、、
戦
後
の
大
火
か
ら
の
復
興
が

f
申
心
市
街
地
再
生
の
始
ま
り

江
戸
時
代
初
期
に

「小
京
都
」
と
称
さ
れ
た
碁
盤
の
目 5 

長
野
県
飯
田
市

産
業
経
済
部
市
街
地
整
備
推
進
室

室長

・

粂
原
和
代

の
美
し
い
城
下
町
の
街
並
み
が
昭
和
二
十
二
年
、
街
の
中

心
か
ら
の
出
火
に
よ
り
市
街
地
の
八
割
を
焼
き
尽
く
し
、

歴
史
あ
る
街
が
消
失
し
た
。
こ
の
大
火
か
ら
の
復
興
が
飯

田
の
中
心
市
街
地
の
再
生
の
始
ま
り
と
な
る
。
復
興
時
の

区
画
整
理
、
防
災
用
道
路
と
し
て
住
民
が
背
割
り
(
境
界

線
)
を
二
メ
ー
ト
ル
広
げ
る
こ
と
で
、
防
火
活
動
が
し
や

り
か
い
せ
ん

す
い
よ
う
に
裏
界
線
(
歩
行
者
用
通
路
)
が
生
ま
れ
た
。

ま
た
、
拡
幅
さ
れ
た
中
心
部
道
路
の
中
央
分
離
帯
に
、

街
の
復
興
を
願
っ
て
地
元
中
学
校
の
生
徒
が
リ
ン
ゴ
を
植

樹
し
、
飯
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
り
ん
ご
並
木
」
が
誕
生
。

そ
れ
が
平
成
三
年
、
市
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
検
討
会

を
経
て
、
現
在
の
歩
車
共
存
の
公
園
型
道
路
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
、
駅
前
に
大
型
庖
二
庖
舗
(
ユ
ニ

l
、

西
友
)
が
開
庖
、
ま
た
中
央
自
動
車
道
飯
田
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
同
年
に
開
通
し
、
大
型
底
や
事
業
所
な
ど
の
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
へ
の
進
出
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
他
の
都
市
機

能
の
郊
外
流
失
も
相
ま
っ
て
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
庖
舗
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
市
街
地
の
小

16 

売
業
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
現
在
、
人

口
は
同
三
十
五
年
の
ピ

I
ク
時
に
比
較
し
て
二
分
の

減
少
、
高
齢
化
率
は
三
O
%
を
超
え
て
い
る
。

2005・12月号

、
地
域
の
力
で

f
都
市
複
合
機
能
集
約
施
設
を
建
設

衰
退
の
危
機
感
か
ら
、
中
心
市
街
地
の
勉
強
会
が
商
庖

主
を
中
心
に
行
わ
れ
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
中
心
地
の
再

開
発
事
業
計
画
が
地
元
で
ま
と
ま
っ
た
。
平
成
六
年
六
月
、

橋
南
地
区
再
開
発
準
備
組
合
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
に
は
組

合
施
行
に
よ
り
、
街
区
を
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
事
業
化
、
底
舗
、
公
益
、
住
宅
か
ら
な
る
複
合
機
能
集

約
型
の
施
設
建
設
の
再
開
発
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
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一
方
、
再
開
発
の
保
留
床
の
取
得
・
管
理
運

営
と
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、
発
起
人

五
人
の
呼
び
掛
け
か
ら
、
地
元
企
業
、
銀
行
、

市
民
、
行
政
に
よ
る
二
億
円
余
の
出
資
に
よ
る

「
伽
飯
田
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
」
が
同
十
年

八
月
に
設
立
さ
れ
た
。
事
業
内
容
は
デ
ベ
ロ
ッ

パ
l
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
調
査
研
究
、
高

齢
者
住
宅
供
給
な
ど
の
主
力
事
業
の
ほ
か
、
市

街
地
ミ
ニ
再
開
発
事
業
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

イ
ベ
ン
ト
文
化
事
業
、
物
販
飲
食
事
業
な
ど
に

及
ぶ
。
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
は
翌
十

一
年

八
月
、
飯
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
基

づ
き

T
M
O
(
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
)

に
認
定
さ
れ
た
。

、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
に
よ
る

f
街
な
か
匡
住
の
促
進

再
開
発
の
目
的
は
、
商
業
の
立
て
直
し
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
住
む
人
を
増
や
す
こ
と
を
先
決

と
し
て
、
権
利
者
の
引
き
続
き
の
定
住
と

一
般
の
都
市
型

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
供
給
販
売
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
土

地
付
き

一
戸
建
て
志
向
が
高
く
、
ま
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

が

一
棟
も
な
い
こ
の
地
域
で
は
初
め
て
の
試
み
と
な
っ

た
。

D
K
ま
で
」
1

四
タ
イ
プ
、
平
均
九
十

て
平
方
メ
ー
ト
ル
)

の
住
宅
を

一
般
に
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
は
、
同
十
六
年

一
月
着
工
の
第
二
地
区
第

一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
(
組
合
施
行
)
を
同
十
八
年
夏
の
完
成

に
向
け
、
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業
「
街
角
プ
ラ

ザ
の
創
造
」
に
お
い
て
も
、
庖
舗
、
業
務
、
住
宅
(
二
十

九
戸
)
を
整
備
し
、
住
宅
の

一
般
分
譲
を
行
い
、
街
な
か

居
住
を
推
進
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
街
な
か
の

高
齢
者
住
宅
「
ア
シ
ス
ト
ホ

l
ム
・
り
ん
ご
」
の
建
設
、

再
開
発
隣
接
地
の
空
き
庖
舗
の
活
用
に
よ
る
三
坪
1
十
八

坪
の
七
庖
舗
か
ら
な
る
小
さ
な
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

(
M
A
C

そ
の
た
め
、
飯
田
出
身
の
居
住
者
に
対
し
住
宅
ア
ン

ケ
ー
ト
、
中
心
市
街
地
の
高
齢
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
、
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
、
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
の
勉
強

会
「
住
ま
い
と
暮
ら
し
方
講
座
」
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
う

し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
第

一
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

「ト
ッ
プ
ヒ
ル
ズ
本
町
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ

ー
が
住
宅
四
十
二
戸
中
三
十
五
戸
(
一
L
D
K
か
ら
五

L

H
I
K
A
N
ピ
ル

2
0
0
2
)
の
建
設
・
管
理
、
土
蔵
を

利
用
し
た
交
流
施
設

「三
連
蔵
」
の
管
理
・
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
I
I
D
A
W
A
V

E
」
な
ど
の
音
楽
活
動
、
映
画
鑑
賞
の
市
民
活
動
に
対
し

て
も
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

(
街
・
人
未
来
へ
の
再
投
資

歴史的建造物を活用した「三連蔵」

休
日
や
余
暇
時
間
の
増
大
に
よ
る
車
利
用
の
増
加
、
サ

ー
ビ
ス
業
事
業
所
の
増
加
、
中
心
部
で
の
魅
力
的
な
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
不
足
、
そ
れ
に
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
モ

ノ
の
販
売
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
増
大
へ
と
消
費
構
造
が

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
も
大

型
商
業
の
誘
致
、
商
業
床
の
新
設
中
心
の
市
街
地
再
生
か

ら
、
快
適
な
居
住
や
多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
重
視、

生
活
の

一
層
の
充
実
へ
と
方
向
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

再
び
街
が
暮
ら
す
場
と
し
て
選
択
さ
れ
る
た
め
に
は
、

安
心

・
安
全
の
場
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
住
む
人
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
働
く
場
、
オ
ー
プ
ン
な
共
用
ス
ペ
ー
ス
な
ど

が
あ
り
、
街
へ
の
誇
り
と
生
き
が
い
を
生
み
出
せ
る
場
で

あ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
特
に
高
齢
者
、
子
育
て
世
代

の
暮
ら
し
ゃ
す
さ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
が
、
魅
力

的
な
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
と
と
も
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

楽
し
い
街
、
元
気
あ
ふ
れ
る
街
、
ほ
っ
と
で
き
る
街
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
が
自
分
の
街
の
魅
力
に
気
付
き
、
前
向

き
に
暮
ら
し
て
い
け
る
人
間
関
係
の
維
持
が
、
街
を
活
性

化
さ
せ
る

一
番
の
要
因
で
あ
る
。

大
火
か
ら
の
復
興
に
立
ち
上
が
っ
た
先
人
に
学
び
、
地

元
住
民
と
行
政
、

T
M
O
、
N
P
Oな
ど
市
民
組
織
の
活
性

化
に
対
す
る
思
い
が
、
多
様
な
事
業
の
展
開
に
よ
り
新

た
な
地
域
へ
の
再
投
資
と
な
る
。

2005・12月号 泌~匂17 

コン I~ク卜なまちづくり特集

一
方
、
再
開
発
の
保
留
床
の
取
得
・
管
理
運

営
と
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、
発
起
人

五
人
の
呼
び
掛
け
か
ら
、
地
元
企
業
、
銀
行
、

市
民
、
行
政
に
よ
る
二
億
円
余
の
出
資
に
よ
る

「
伽
飯
田
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
」
が
同
十
年

八
月
に
設
立
さ
れ
た
。
事
業
内
容
は
デ
ベ
ロ
ッ

パ
l
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
調
査
研
究
、
高

齢
者
住
宅
供
給
な
ど
の
主
力
事
業
の
ほ
か
、
市

街
地
ミ
ニ
再
開
発
事
業
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

イ
ベ
ン
ト
文
化
事
業
、
物
販
飲
食
事
業
な
ど
に

及
ぶ
。
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
は
翌
十

一
年

八
月
、
飯
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
基

づ
き

T
M
O
(
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
)

に
認
定
さ
れ
た
。

、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
に
よ
る

f
街
な
か
匡
住
の
促
進

再
開
発
の
目
的
は
、
商
業
の
立
て
直
し
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
住
む
人
を
増
や
す
こ
と
を
先
決

と
し
て
、
権
利
者
の
引
き
続
き
の
定
住
と

一
般
の
都
市
型

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
供
給
販
売
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
土

地
付
き

一
戸
建
て
志
向
が
高
く
、
ま
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

が

一
棟
も
な
い
こ
の
地
域
で
は
初
め
て
の
試
み
と
な
っ

た
。

D
K
ま
で
」
1

四
タ
イ
プ
、
平
均
九
十

て
平
方
メ
ー
ト
ル
)

の
住
宅
を

一
般
に
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
は
、
同
十
六
年

一
月
着
工
の
第
二
地
区
第

一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
(
組
合
施
行
)
を
同
十
八
年
夏
の
完
成

に
向
け
、
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業
「
街
角
プ
ラ

ザ
の
創
造
」
に
お
い
て
も
、
庖
舗
、
業
務
、
住
宅
(
二
十

九
戸
)
を
整
備
し
、
住
宅
の

一
般
分
譲
を
行
い
、
街
な
か

居
住
を
推
進
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
街
な
か
の

高
齢
者
住
宅
「
ア
シ
ス
ト
ホ

l
ム
・
り
ん
ご
」
の
建
設
、

再
開
発
隣
接
地
の
空
き
庖
舗
の
活
用
に
よ
る
三
坪
1
十
八

坪
の
七
庖
舗
か
ら
な
る
小
さ
な
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

(
M
A
C

そ
の
た
め
、
飯
田
出
身
の
居
住
者
に
対
し
住
宅
ア
ン

ケ
ー
ト
、
中
心
市
街
地
の
高
齢
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
、
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
、
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
の
勉
強

会
「
住
ま
い
と
暮
ら
し
方
講
座
」
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
う

し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
第

一
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

「ト
ッ
プ
ヒ
ル
ズ
本
町
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ

ー
が
住
宅
四
十
二
戸
中
三
十
五
戸
(
一
L
D
K
か
ら
五

L

H
I
K
A
N
ピ
ル

2
0
0
2
)
の
建
設
・
管
理
、
土
蔵
を

利
用
し
た
交
流
施
設

「三
連
蔵
」
の
管
理
・
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
I
I
D
A
W
A
V

E
」
な
ど
の
音
楽
活
動
、
映
画
鑑
賞
の
市
民
活
動
に
対
し

て
も
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

(
街
・
人
未
来
へ
の
再
投
資

歴史的建造物を活用した「三連蔵」

休
日
や
余
暇
時
間
の
増
大
に
よ
る
車
利
用
の
増
加
、
サ

ー
ビ
ス
業
事
業
所
の
増
加
、
中
心
部
で
の
魅
力
的
な
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
不
足
、
そ
れ
に
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
モ

ノ
の
販
売
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
増
大
へ
と
消
費
構
造
が

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
も
大

型
商
業
の
誘
致
、
商
業
床
の
新
設
中
心
の
市
街
地
再
生
か

ら
、
快
適
な
居
住
や
多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
重
視、

生
活
の

一
層
の
充
実
へ
と
方
向
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

再
び
街
が
暮
ら
す
場
と
し
て
選
択
さ
れ
る
た
め
に
は
、

安
心

・
安
全
の
場
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
住
む
人
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
働
く
場
、
オ
ー
プ
ン
な
共
用
ス
ペ
ー
ス
な
ど

が
あ
り
、
街
へ
の
誇
り
と
生
き
が
い
を
生
み
出
せ
る
場
で

あ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
特
に
高
齢
者
、
子
育
て
世
代

の
暮
ら
し
ゃ
す
さ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
が
、
魅
力

的
な
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
と
と
も
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

楽
し
い
街
、
元
気
あ
ふ
れ
る
街
、
ほ
っ
と
で
き
る
街
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
が
自
分
の
街
の
魅
力
に
気
付
き
、
前
向

き
に
暮
ら
し
て
い
け
る
人
間
関
係
の
維
持
が
、
街
を
活
性

化
さ
せ
る

一
番
の
要
因
で
あ
る
。

大
火
か
ら
の
復
興
に
立
ち
上
が
っ
た
先
人
に
学
び
、
地

元
住
民
と
行
政
、

T
M
O
、
N
P
Oな
ど
市
民
組
織
の
活
性

化
に
対
す
る
思
い
が
、
多
様
な
事
業
の
展
開
に
よ
り
新

た
な
地
域
へ
の
再
投
資
と
な
る
。

2005・12月号 泌~匂17 



特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
。
つ
く
り

集

6 

静
岡
県
浜
松
市

環
境
と
共
生
す
る

ク
ラ
ス
タ
l
型
都
市
の

街
の
魅
力
を
高
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
を
展
開

平
成
十
七
年
七
月

一
日
、
天
竜
川
・
浜
名
湖
周
辺
地
域
十

二
市
町
村
の
合
併
(
図
1
)
に
よ
り
、
浜
松
市
は
人
口
約
八
十

一
万
五
千
人
、
面
積
千
五
百
十

一
平
方
キ
ロ
と
県
下

一
の
規

模
の
都
市
と
な
り
、
現
在
、
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
平

成
十
九
年
四
月
の
政
令
指
定
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

園
、
豊
か
な
自
然
と
充
実
し
た
都
市
機
能
を

『

f
併
せ
持
つ
政
令
都
市
へ

合
併
後
の
新
市
が
目
指
す
都
市
像
は
、
浜
名
湖
や
遠
州
灘
、

天
竜
川
や
北
遠
の
山
々
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
こ
う

し
た
自
然
環
境
と
市
民
主
体
の
活
発
な
経
済
・
文
化
・
社
会

活
動
が
共
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
伝
統
や
歴
史
を

尊
重
す
る
都
市
内
分
権
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域

の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま

で
の

一
極
集
中
型
の
大
都
市
と
は
異
な
り
、
豊
か
な
自
然
と

都
市
機
能
の
充
実
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
併
せ
持
つ
、
全

く
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
令
都
市
で
あ
り
、
全
国
の
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
合
併
に
よ
り
市
域
が
大
幅
に
広
っ
た
(
図
2
)
が、

都
市
部
と
農
山
村
部
の
二
極
分
化
で
は
な
く
、
両
者
が
補
完

し
合
っ
て
発
展
し
て
い
く
、
あ
る
意
味
で
は
都
市
と
農
山
村

の
共
存
と
い
う
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
も

現
に
向
げ
て

都
市
計
画
部
都
市
開
発
課

課長

・

村
木
正
典

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
合
併
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
拠
点
の
充
実
を
図
り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
利
便

性
や
暮
ら
し
ゃ
す
き
を
確
保
す
る
い
く
つ
か
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
整
備
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
が
ク
ラ

ス
タ
l
型
都
市
と
し
て
重
要
に
な
る
。

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
そ
う
し
た
意
味
で
の
充
実

が
必
要
で
あ
り
、
人
口
拡
大
期
の
よ
う
な
都
市
部
の
拡
大
を

前
提
と
し
た
郊
外
へ
の
展
開
促
進
で
は
な
く
、
土
地
利
用
の

あ
り
方
や
都
市
計
画
の
進
め
方
も
前
述
し
た
よ
う
な
視
点
に

立
ち
、
川
上
と
川
下
の
相
互
信
頼
と
連
携
、
都
市
部
と
農
山

村
の
相
互
補
完
、
産
業
と
自
然
環
境
の
共
存
な
ど
を
目
指
す

図1天竜川・浜名湖地場周辺の

12市町村による合併

人口約自15.000人
薗積:1.51 1. 1 7km" 

(平成17年7月1日)
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自
己
完
結
型
の
都
市
実
現
が
目
標
と
な
る
。

守
、
都
心
部
一
体
化
と
市
街
地
再
開
発
の

r
f
事
業
を
展
開

浜
松
市
の
都
心
改
造
の
基
盤
つ
く
り
は
、
昭
和
三
十
七
年

に
都
市
計
画
決
定
し
た
骨
格
道
路
網
に
始
ま
る
。
将
来
の
発

展
を
見
据
え
た
環
状
道
路
網
は
、
本
市
の
発
展
と
渋
滞
対
策

に
大
い
な
る
効
果
を
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
同
五
十
四
年
に
完

成
し
た

J
R
(当
時
国
鉄
)
東
海
道
本
線
の
高
架
化
事
業
と
、

こ
れ
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
浜
松
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事

業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
南
北

に
分
断
さ
れ
て
い
た
都
心
部
が

一
つ
に
連
結
さ
れ
る
と
と
も

に
、
駅
周
辺
に
は
大
規
模
な
用
地
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
円

形
型
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
、
駅
ビ
ル
や
大
型
商
業
ピ
ル

の
誕
生
、
さ
ら
に
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
を
担
う
文
化
、
業

務
、
会
議
、
宿
泊
の
複
合
拠
点
で
あ
る
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
の
建

設
、
駅
北
の
大
型
駐
車
場
の
整
備
な
ど
に
結
び
付
い
て
い
る
。

一
方
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
は
都
心
の
業
務
機
能
を
高
め

る
た
め
、

J
R
浜
松
駅
の
東
北
部
に
近
接
す
る
密
集
市
街
地

に
お
い
て
五
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
土
地
区
画
整
理
事
業

(
東
第

一
お
よ
び
東
第
二
)
を
市
施
行
で
開
始
。
国
の
指
定
を

受
け
た
「
ふ
る
さ
と
の
顔
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
の
支
援
を

得
て
事
業
を
進
め
、
平
成
十
年
に
は
第

一
地
区
に
民
開
業
務

施
設
と
官
公
庁
施
設
街
を
総
合
的
に
整
備
す
る
「
シ
ビ
ッ
ク

コ
ア
計
画
」
が
、
埼
玉
や
岡
崎
に
次
い
で
全
国
五
例
目
の
国

の
承
認
計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
ま
た
同
十
二
年

度
に
は
第
二
地
区
に
公
設
民
営
の
「
静
岡
文
化
芸
術
大
学
」

が
開
学
。
第

一
地
区
と
合
わ
せ
て
文
化
、
教
育
、

居
住
、
業

務
、
行
政
の
各
機
能
が
充
実
し
た
新
し
い
都
心
の
顔
と
し
て

今
日
、
姿
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

浜
松
市
に
お
け
る
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
に

事
業
完
了
し
た
の
が
十
六
地
区
、
施
行
中
が
四
地
区
、
準
備

段
階
が
三
地
区
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
都
市
機
能
の
更
新
や
、

都
心
型
住
宅
・
公
共
施
設
の
整
備
を
図
り
、
防
災
機
能
に
優

れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
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特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
。
つ
く
り

集

6 

静
岡
県
浜
松
市

環
境
と
共
生
す
る

ク
ラ
ス
タ
l
型
都
市
の

街
の
魅
力
を
高
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
を
展
開

平
成
十
七
年
七
月

一
日
、
天
竜
川
・
浜
名
湖
周
辺
地
域
十

二
市
町
村
の
合
併
(
図
1
)
に
よ
り
、
浜
松
市
は
人
口
約
八
十

一
万
五
千
人
、
面
積
千
五
百
十

一
平
方
キ
ロ
と
県
下

一
の
規

模
の
都
市
と
な
り
、
現
在
、
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
平

成
十
九
年
四
月
の
政
令
指
定
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

園
、
豊
か
な
自
然
と
充
実
し
た
都
市
機
能
を

『

f
併
せ
持
つ
政
令
都
市
へ

合
併
後
の
新
市
が
目
指
す
都
市
像
は
、
浜
名
湖
や
遠
州
灘
、

天
竜
川
や
北
遠
の
山
々
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
こ
う

し
た
自
然
環
境
と
市
民
主
体
の
活
発
な
経
済
・
文
化
・
社
会

活
動
が
共
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
伝
統
や
歴
史
を

尊
重
す
る
都
市
内
分
権
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域

の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま

で
の

一
極
集
中
型
の
大
都
市
と
は
異
な
り
、
豊
か
な
自
然
と

都
市
機
能
の
充
実
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
併
せ
持
つ
、
全

く
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
令
都
市
で
あ
り
、
全
国
の
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
合
併
に
よ
り
市
域
が
大
幅
に
広
っ
た
(
図
2
)
が、

都
市
部
と
農
山
村
部
の
二
極
分
化
で
は
な
く
、
両
者
が
補
完

し
合
っ
て
発
展
し
て
い
く
、
あ
る
意
味
で
は
都
市
と
農
山
村

の
共
存
と
い
う
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
も

現
に
向
げ
て

都
市
計
画
部
都
市
開
発
課

課長

・

村
木
正
典

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
合
併
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
拠
点
の
充
実
を
図
り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
利
便

性
や
暮
ら
し
ゃ
す
き
を
確
保
す
る
い
く
つ
か
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
整
備
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
が
ク
ラ

ス
タ
l
型
都
市
と
し
て
重
要
に
な
る
。

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
そ
う
し
た
意
味
で
の
充
実

が
必
要
で
あ
り
、
人
口
拡
大
期
の
よ
う
な
都
市
部
の
拡
大
を

前
提
と
し
た
郊
外
へ
の
展
開
促
進
で
は
な
く
、
土
地
利
用
の

あ
り
方
や
都
市
計
画
の
進
め
方
も
前
述
し
た
よ
う
な
視
点
に

立
ち
、
川
上
と
川
下
の
相
互
信
頼
と
連
携
、
都
市
部
と
農
山

村
の
相
互
補
完
、
産
業
と
自
然
環
境
の
共
存
な
ど
を
目
指
す

図1天竜川・浜名湖地場周辺の

12市町村による合併

人口約自15.000人
薗積:1.51 1. 1 7km" 

(平成17年7月1日)
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自
己
完
結
型
の
都
市
実
現
が
目
標
と
な
る
。

守
、
都
心
部
一
体
化
と
市
街
地
再
開
発
の

r
f
事
業
を
展
開

浜
松
市
の
都
心
改
造
の
基
盤
つ
く
り
は
、
昭
和
三
十
七
年

に
都
市
計
画
決
定
し
た
骨
格
道
路
網
に
始
ま
る
。
将
来
の
発

展
を
見
据
え
た
環
状
道
路
網
は
、
本
市
の
発
展
と
渋
滞
対
策

に
大
い
な
る
効
果
を
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
同
五
十
四
年
に
完

成
し
た

J
R
(当
時
国
鉄
)
東
海
道
本
線
の
高
架
化
事
業
と
、

こ
れ
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
浜
松
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事

業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
南
北

に
分
断
さ
れ
て
い
た
都
心
部
が

一
つ
に
連
結
さ
れ
る
と
と
も

に
、
駅
周
辺
に
は
大
規
模
な
用
地
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
円

形
型
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
、
駅
ビ
ル
や
大
型
商
業
ピ
ル

の
誕
生
、
さ
ら
に
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
を
担
う
文
化
、
業

務
、
会
議
、
宿
泊
の
複
合
拠
点
で
あ
る
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
の
建

設
、
駅
北
の
大
型
駐
車
場
の
整
備
な
ど
に
結
び
付
い
て
い
る
。

一
方
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
は
都
心
の
業
務
機
能
を
高
め

る
た
め
、

J
R
浜
松
駅
の
東
北
部
に
近
接
す
る
密
集
市
街
地

に
お
い
て
五
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
土
地
区
画
整
理
事
業

(
東
第

一
お
よ
び
東
第
二
)
を
市
施
行
で
開
始
。
国
の
指
定
を

受
け
た
「
ふ
る
さ
と
の
顔
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
の
支
援
を

得
て
事
業
を
進
め
、
平
成
十
年
に
は
第

一
地
区
に
民
開
業
務

施
設
と
官
公
庁
施
設
街
を
総
合
的
に
整
備
す
る
「
シ
ビ
ッ
ク

コ
ア
計
画
」
が
、
埼
玉
や
岡
崎
に
次
い
で
全
国
五
例
目
の
国

の
承
認
計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
ま
た
同
十
二
年

度
に
は
第
二
地
区
に
公
設
民
営
の
「
静
岡
文
化
芸
術
大
学
」

が
開
学
。
第

一
地
区
と
合
わ
せ
て
文
化
、
教
育
、

居
住
、
業

務
、
行
政
の
各
機
能
が
充
実
し
た
新
し
い
都
心
の
顔
と
し
て

今
日
、
姿
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

浜
松
市
に
お
け
る
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
に

事
業
完
了
し
た
の
が
十
六
地
区
、
施
行
中
が
四
地
区
、
準
備

段
階
が
三
地
区
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
都
市
機
能
の
更
新
や
、

都
心
型
住
宅
・
公
共
施
設
の
整
備
を
図
り
、
防
災
機
能
に
優

れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
事
業
の
結
果
、
子
育
て
支
援
施
設
、

保
健
施
設
、
老
人
福
祉
施
設
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

施
設
な
ど
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
公
共
公
益

施
設
が
同
時
に
整
備
さ
れ
て
生
活
利
便
性
が
増

す
と
と
も
に
、
都
心
型
住
宅
の
整
備
に
よ
り
都

心
に
お
け
る
居
住
人
口
の
回
復
を
促
し
、
拠
点

性
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

幽
、、
快
適
で
美
し
い
ま
ち
，つ
く
り
を

r
f
雄
進

都
市
環
境
と
い
う
視
点
で
は
、
住
民
と
行
政

と
の
協
働
に
よ
り
快
適
で
美
し
い
街
並
み
形
成

を
図
る
べ
く
、
昭
和
六
十
一
一
年
度
に
都
市
景
観

条
例
を
制
定
し
、
中
心
市
街
地
内
で
は
十

一
地

区
が
都
市
景
観
形
成
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
成

八
年
度
に
は
快
適
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
屋
外

広
告
物
条
例
を
制
定
、
来
街
者
に
も
愛
さ
れ
、
地
域
住
民
が

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

そ
し
て
同
十
五
年
度
に
は
、
市
民
マ
ナ
1
条
例
を
制
定
し
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
・
ゴ
ミ
の
ボ
イ
捨
て
、
歩
き
タ
バ
コ
、
落
書

き
な
ど
迷
惑
行
為
を
な
く
す
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
国
に
お
け
る
景
観
法
の
施
行
や
合
併
に
伴
い
、
豊
か

特集

部 l備標づ定年
にに夕、にくし度
おぎ l鍛、り、に
けわ設治歩」尋は

るい事町道の宮「 拘 置 "I)() ---- 邑園田しらス周で役ち 定みで
主や悼大の方が摂 障 童画圃圃圃圃 園闘・幽、 し (り 二 所パ平 内 を形優
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「
浜
松
ま
つ
り
」
(
た
こ
揚
げ
と
御
殿
屋
台
の
引
き
回
し
て
八

月
の
「
浜
松
七
夕
ゆ
か
た
祭
り
」
、
十
月
の
「
は
ま
ま
つ
夢
づ

く
り
フ
エ
ス
タ
」
が
あ
っ
た
が
、

三
月
の
「
が
ん
こ
祭
り
」

(
旧
浜
松
よ
さ
こ
い
祭
り
)
、
八
月
の
「
ア
ク
ト
納
涼
祭
」
が

加
わ
り
、
さ
ら
に
十
二
月
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
を

中
心
と
す
る
「
は
ま
ま
つ
冬
の
蛍
フ
ェ
ス
タ
」
が
冬
の
風
物

詩
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

育
、
民
間
の
投
資
意
欲
を
か
き
た
て
る

r
f
都
心
再
生
を

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
本
市
は
、
合
併
前

か
ら
静
岡
県
西
部
百
万
人
都
市
圏
の
中
核
都
市
と
し
て
成

長

・
発
展
し
て
い
る
が
、
中
心
市
街
地
の
衰
退
は
全
国
の
例

に
も
れ
ず
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
九
年
に
庁
内

組
織
と
し
て
中
心
市
街
地
活
性
化
事
務
局
を
立
ち
上
げ
た
。

同
十

一
年
に
は
「
浜
松
市
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
」
に
お

い
て
、

J
R
浜
松
駅
を
中
心
と
し
た
三
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

中
心
市
街
地
と
し
て
指
定
し
、
ソ
フ
ト
・
ハ

l
ド
両
面
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
、
さ
ら
に
合
併
を
機
に
改
め
て

「都
心
再
生
戦
略
プ
ラ
ン
」
を
掲
げ
、
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
引
き
続
き
「
快
適
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
便
利
で
住
み

や
す
く
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
な
が
ら
、

業
務
機
能
や
都
市
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
民
間
か
ら
の
投
資

意
欲
に
も
結
び
付
く
都
心
再
生
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
郊
外
開
発
の
勢
い
に
慎
重
な
配
慮
を
し
つ
つ
、

規
制
だ
け
で
は
な
く
、
街
の
魅
力
に
つ
な
が
る
よ
う
な
競
争

力
を
高
め
る
方
向
性
を
探
り
な
が
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、

三
遠
南
信
地
域
・
中
部
圏
と
い
う
広
い
エ
リ

ア
の
中
枢
都
市
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
は
、
合
併
に
よ
る

新
し
い
都
市
づ
く
り
と
い
う
課
題
を
見
据
え
つ
つ
、
都
市
の

顔
と
し
て
都
心
部
に
お
け
る
高
密
度
の
拠
点
性
と
、
交
流
機

能
や
魅
力
の

一
層
の
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
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こ
れ
ら
の
事
業
の
結
果
、
子
育
て
支
援
施
設
、

保
健
施
設
、
老
人
福
祉
施
設
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

施
設
な
ど
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
公
共
公
益

施
設
が
同
時
に
整
備
さ
れ
て
生
活
利
便
性
が
増

す
と
と
も
に
、
都
心
型
住
宅
の
整
備
に
よ
り
都

心
に
お
け
る
居
住
人
口
の
回
復
を
促
し
、
拠
点

性
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

幽
、、
快
適
で
美
し
い
ま
ち
，つ
く
り
を

r
f
雄
進

都
市
環
境
と
い
う
視
点
で
は
、
住
民
と
行
政

と
の
協
働
に
よ
り
快
適
で
美
し
い
街
並
み
形
成

を
図
る
べ
く
、
昭
和
六
十
一
一
年
度
に
都
市
景
観

条
例
を
制
定
し
、
中
心
市
街
地
内
で
は
十

一
地

区
が
都
市
景
観
形
成
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
成

八
年
度
に
は
快
適
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
屋
外

広
告
物
条
例
を
制
定
、
来
街
者
に
も
愛
さ
れ
、
地
域
住
民
が

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

そ
し
て
同
十
五
年
度
に
は
、
市
民
マ
ナ
1
条
例
を
制
定
し
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
・
ゴ
ミ
の
ボ
イ
捨
て
、
歩
き
タ
バ
コ
、
落
書

き
な
ど
迷
惑
行
為
を
な
く
す
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
国
に
お
け
る
景
観
法
の
施
行
や
合
併
に
伴
い
、
豊
か

特集

部 l備標づ定年
にに夕、にくし度
おぎ l鍛、り、に
けわ設治歩」尋は

るい事町道の宮「 拘 置 "I)() ---- 邑園田しらス周で役ち 定みで
主や悼大の方が摂 障 童画圃圃圃圃 園闘・幽、 し (り 二 所パ平 内 を形優

湾問!?i調闘再喧司住民1iaf;i
トい行面覚層なパ循環まちパス「く・る・る」 化使あ 、スぞるに わで い進の

tAぞ草壁控室;三事指がが全係籍駆例ニ の23そ主 C公字書 首ま そ2霊
てZYfh去旬全フい業し結で・な、け」パ平先む交中分プ共」を 指の たや

Hiifti;Hiii!i;ii出昨日京::
あま玄へ歩 二 快構に念市まいらが無やにず施つらとに行東な駅浜 ン 観と
るで句の行年適想、をのちゃせ安な性全ザ行てんしおの周ど、松 ト 計れ
五の エ施度な 」同取施」りる心ど別国イのいだてけミりを i兵循 も 画た
月中 レ設をまを十入策をのこ・に、にン 「る機定るニ、結松環 の街
の心 ベ整目ち策六れや目心と安閑国先条ユ 。能着暮パ西ん市ま 策並

「
浜
松
ま
つ
り
」
(
た
こ
揚
げ
と
御
殿
屋
台
の
引
き
回
し
て
八

月
の
「
浜
松
七
夕
ゆ
か
た
祭
り
」
、
十
月
の
「
は
ま
ま
つ
夢
づ

く
り
フ
エ
ス
タ
」
が
あ
っ
た
が
、

三
月
の
「
が
ん
こ
祭
り
」

(
旧
浜
松
よ
さ
こ
い
祭
り
)
、
八
月
の
「
ア
ク
ト
納
涼
祭
」
が

加
わ
り
、
さ
ら
に
十
二
月
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
を

中
心
と
す
る
「
は
ま
ま
つ
冬
の
蛍
フ
ェ
ス
タ
」
が
冬
の
風
物

詩
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

育
、
民
間
の
投
資
意
欲
を
か
き
た
て
る

r
f
都
心
再
生
を

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
本
市
は
、
合
併
前

か
ら
静
岡
県
西
部
百
万
人
都
市
圏
の
中
核
都
市
と
し
て
成

長

・
発
展
し
て
い
る
が
、
中
心
市
街
地
の
衰
退
は
全
国
の
例

に
も
れ
ず
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
九
年
に
庁
内

組
織
と
し
て
中
心
市
街
地
活
性
化
事
務
局
を
立
ち
上
げ
た
。

同
十

一
年
に
は
「
浜
松
市
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
」
に
お

い
て
、

J
R
浜
松
駅
を
中
心
と
し
た
三
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

中
心
市
街
地
と
し
て
指
定
し
、
ソ
フ
ト
・
ハ

l
ド
両
面
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
、
さ
ら
に
合
併
を
機
に
改
め
て

「都
心
再
生
戦
略
プ
ラ
ン
」
を
掲
げ
、
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
引
き
続
き
「
快
適
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
便
利
で
住
み

や
す
く
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
な
が
ら
、

業
務
機
能
や
都
市
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
民
間
か
ら
の
投
資

意
欲
に
も
結
び
付
く
都
心
再
生
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
郊
外
開
発
の
勢
い
に
慎
重
な
配
慮
を
し
つ
つ
、

規
制
だ
け
で
は
な
く
、
街
の
魅
力
に
つ
な
が
る
よ
う
な
競
争

力
を
高
め
る
方
向
性
を
探
り
な
が
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、

三
遠
南
信
地
域
・
中
部
圏
と
い
う
広
い
エ
リ

ア
の
中
枢
都
市
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
は
、
合
併
に
よ
る

新
し
い
都
市
づ
く
り
と
い
う
課
題
を
見
据
え
つ
つ
、
都
市
の

顔
と
し
て
都
心
部
に
お
け
る
高
密
度
の
拠
点
性
と
、
交
流
機

能
や
魅
力
の

一
層
の
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
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福
井
市

ー
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
都
市
1
」
と
定
め
た
。

市
街
地
に
つ
い
て
は
、
徒
歩
と
公
共
交
通
機
関
で
つ
な

が
る
環
境
負
荷
の
小
さ
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
た

め
、
市
街
地
を
極
力
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
と
と
も
に
、
整

備
水
準
の
高
い
都
市
基
盤
を
さ
ら
に
質
の
高
い
も
の
に
再

編
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

新
し
い
都
市
生
活
文
化
を
創
造
す
る

申
心
市
街
地
を
再
生

人
と
文
化
を
む
す
ぶ
「
歩
け
る
」
ま
ち
つ
く
り
が
目
標
に

、
戦
災
と
震
災
の
打
撃
を
乗
り
越
え
た

f
都
市
計
画
の
先
進
都
市

福
井
市
は
日
本
海
に
面
し
た
福
井
県
の
県
都
で
、
九
頭

竜
、
足
羽
、
日
野
と
い
っ
た
三
大
河
川
の
扇
状
地
・
福
井

平
野
の
真
ん
中
に
位
置
し
て
い
る
。

市
中
心
部
の
基
盤
は
、
約
四
百
年
前
に
越
前
福
井
藩
初

代
藩
主
・
結
城
秀
康
が
築
い
た
北
の
庄
(
後
に
福
井
)
城

下
の
ま
ち
割
り
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
。
こ
の
時
の
城
下

は
六
十
八
万
石
の
大
藩
に
ふ
さ
わ
し
い
四
重
、
五
重
の
掘

割
を
持
っ
た
壮
大
な
縄
張
り
で
あ
っ
た
。
明
治
期
以
降
堀

が
埋
め
立
て
ら
れ
、
そ
の
外
形
に
沿
う
よ
う
に
鉄
道
や
道

路
が
で
き
て
本
丸
の
堀
だ
け
が
残
り
、
現
在
の
中
心
市
街

地
と
都
市
構
造
が
重
な
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
の
戦
災
、
同
二
十
三
年
の
福
井
大
震
災
に

よ
っ
て
市
街
地
は
壊
滅
の
打
撃
を
受
け
た
が
、
市
民
の
不

屈
の
復
興
へ
の
意
欲
に
よ
る

「
不
死
鳥
の
ま
ち
」
と
し
て
、

戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
復
興
事

業
に
よ
り
、
近
代
的
な
都
市
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
都
市

計
画
の
先
進
都
市
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
て
き

都
市
政
策
部
都
市
整
備
推
進
室

副
主
幹

・

青
山
陽

、
基
本
戦
略
は

f
福
井
駅
周
辺
市
街
地
の
活
性
化
対
集

空
洞
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
心
市
街
地
が
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
ニ

l
ズ
に
対
応
し
た
新
し
い
消
費
や
余
暇
、
産
業
、

居
住
に
わ
た
る
生
活
文
化
の
創
造
の
場
と
し
て
機
能
す
る

よ
う
、
必
要
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
平
成
十

一
年
三
月
に
「
福
井
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

を
策
定
し
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
「
出
会
い
、

暮
ら
し
、
遊
び
が
彩
る

…
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

山
理
念
の
下
に
、
市
民
、

商
業
者
、
行
政
が

一
体

と
な
っ
て
約
百
五
ヘ
ク

…
タ
l
ル
の
中
心
市
街
地

…
で
諸
施
策
を
展
開
し
、

こ
れ
ら
が
複
合
的
に
作

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

…
将
来
に
お
い
て
「
新
し

川
い
都
市
生
活
文
化
の
創

造
」
に
つ
な
が
る
ま
ち

一
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。

た
ス
ト
ッ
ク
に
よ
り
、
本
市
は
経
済
企
画
庁
や
民
間
調
査

機
関
が
公
表
し
て
い
る
豊
か
さ
や
住
み
や
す
さ
と
い
っ
た

数
値
指
標
に
お
い
て
は
、
常
に
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
に
お
い
て
は
居
住
人
口
の
減
少
、

商
業
・
業
務
施
設
や
公
共
公
謎
施
設
の
郊
外
移

転
な
ど
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
機
能
低
下
や
公

共
交
通
機
関
利
用
者
の
減
少
が
、
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を

f
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
都
市
」
に

平
成
十
二
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
福
井
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

都
市
づ
く
り
は
人
間
性
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て

都
市
を
見
詰
め
直
し
、
自
動
車
依
存
型
の
社
会

か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
「
歩
く
」
視
点
に
立
っ

た
都
市
づ
く
り
を
進
め
、
行
動
し
や
す
い
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
都
市
に
手
直
し
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
都
市
づ
く
り
の
理
念

を
「
人
と
文
化
を
む
す
ぶ
「
歩
け
る
」
ま
ち
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一
度
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
市

街
地
の
整
備
改
善
や
商
業
な
ど
の
活
性
化
に
関
す
る
取
り

組
み
を

一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
望
ま
れ

る
。
そ
の
大
き
な
効
果
が
最
も
期
待
さ
れ
る
福
井
駅
に
隣

接
す
る
中
央

一
丁
目
周
辺
地
区
と
、
駅
周
辺
区
画
整
理
事

業
を
契
機
に
新
た
な
土
地
利
用
の
誘
導
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
福
井
駅
周
辺
地
区
に
お
い
て
、
各
種
施
策
を
先
導
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
、
活
性
化
対
策
の
基
本
戦
略
と
位
置

付
け
た
。

さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
機
関
と
し
て
市
、
商
工

会
議
所
、
金
融
機
関
、
各
商
底
街
振
興
組
合
、
各
種
ま
ち

づ
く
り
団
体
、
そ
の
他
個
別
の
企
業
や
事
業
者
の
参
画
を

得
て
第
三
セ
ク
タ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
福
井
株
式
会
社
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賑わいの道づく り事業駅前電車通り完成イメージ
M
O
)
 が
平
成
十
二
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
。

、
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
と

f
ま
ち
な
か
居
住
を
雄
進

中
央

一
丁
目
周
辺
地
区
は
県
下

一
の
商
業
集
積
地
で
あ

る
が
、
来
街
者
の
た
め
の
歩
行
環
境
や
防
災
上
の
謀
題
が

あ
り
、
市
街
地
の
面
的
な
改
善
が
望
ま
れ
て
い
た
た
め
、

地
元
商
庖
街
に
よ
る
整
備
推
進
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
り

「
賑
わ
い
の
道
づ
く
り
事
業
」
を
平
成
十
二
年
度
か
ら
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
来
街
者
が
楽
し
く
安
全
・
快
適
に

回
遊
で
き
る
よ
う
、
道
路
と
沿
道
建
物
と
の

一
体
的
な
景

観
に
も
配
属
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
道
路
空
間
を
整
備
す

る
事
業
。
整
備
内
容
と
し
て
、
電
線
類
の
地
中
化
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
景
観
に
配
慮
し
た
舗

装
、
人
と
車
を
共
存
さ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
、
イ
ベ

ン
ト
の
で
き
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ

l
ク
、
歴
史
的
資
源
を
活

か
し
た
史
跡
レ
リ
ー
フ
や
ベ
ン
チ
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

福
井
駅
周
辺
は
福
井
の
顔
と
も
い
え
る
重
要
な
地
区

で
、
連
続
立
体
交
差
事
業
と
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、

東
西
の
連
絡
が
便
利
に
な
り
、
誰
も
が
快
適
に
回
遊
で
き

る
出
発
点
に
な
る
。
同
十
七
年
に
は
駅
舎
の
高
架
開
業
が

行
わ
れ
た
。
交
通
結
節
拠
点
と
し
て
、
鉄
道
、
軌
道
、
パ

ス
、
自
動
車
、
自
転
車
、
徒
歩
の
結
節
機
能
の
強
化
を
進

め
、
将
来
の
新
幹
線
開
業
に
も
対
応
し
て
い
く
。

都
心
居
住
を
推
進
す
る
た
め
に
、
同
十
六
年
度
よ
り

「
ウ
ラ
ラ
ま
ち
ん
な
か
住
ま
い
事
業
」
と
し
て
、
中
心
市

街
地
に
お
い
て
賃
貸
共
同
住
宅
の
家
賃
補
助
、
共
同
住
宅

整
備
の
補
助
金
、
計
画
策
定
費
用
の
補
助
や
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
派
遣
と
い
っ
た
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

、
行
政
評
価
制
度
の
導
入
に
よ
る

f
市
民
参
加
の
ま
ち
e

つ
く
り

平
成
十
四
年
に
策
定
さ
れ
た
第
五
次
福
井
市
総
合
計
画

ひ
ら

「
創
世
紀
を
拓
く
ふ
く
い
創
造
プ
ラ
ン
」
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
心
構
え
と
し
て
、
「
市
民
と
行
政
が

連
携
・
協
働
し
、
責
任
を
共
に
す
る
市
民
参
画
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
理
念
の
実
現
の
た
め
、
目

的
の
体
系
化
、
数
値
目
標
の
設
定
な
ど
、
新
た
な
自
治
体

経
営
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
行
政
評
価
制
度
を
つ
く
り
、

評
価
と
改
善
を
行
い
、
そ
の
対
応
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

今
後
、
ハ

l
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
取
り
組
み
が
市

民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
進
展
し
、
中
心
市
街
地

の
再
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
市
全
体
、
ひ
い
て
は

周
辺
地
域
も
含
め
た
活
性
化
へ
と
波
及
し
て
い
く
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。
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取
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取
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九
州
の
個
性
と
魅
力
・
活
力
に
あ
ふ
れ
た

中
核
都
市
を
目
指
し
て

東

京

へ

の

一
極
集
中
や
ブ
ロ
ッ
ク
中

枢
都
市
へ
の
集
中
が
憂
慮
さ
れ
る
中
、
久

留
米
市
な
ど
の
地
方
拠
点
都
市
は
今
、
大

き
な
岐
路
を
迎
え
て
い
る
。

久
留
米
市
は
、
か
つ
て
「
ゴ
ム
の
街
」

「
か
す
り
の
街
」
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
、

佐
賀
県
東
部
を
含
む
福
岡
県
南
地
域
の
工

業

・
商
業

・
文
化
の
中
心
都
市
と
し
て
、

着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い
る
。

本

市

は

今

年
二
月
に

一
市
四
町
の
合

併
を
成
し
遂
げ
、
人
口
三
十
万
六
千
人
、

面
積
二
百
三
十
平
方
キ
ロ
と
な
り
、
地
方

分
権
時
代
の
都
市
の
先
駆
者
で
あ
る
中
核

市
の
要
件
が
整
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

旧
四
町
は
、
筑
後
地
方
の
原
風
景
を
残
す

豊
か
な
田
園
地
帯
で
あ
り
、
自
然
景
観
、

歴
史
、
文
化
、
産
業
な
ど
多
様
な
資
源
・

魅
力
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
は
、

こ
の
広
域
合
併
を
機
に
、
九
州
・
ア
ジ
ア

の
個
性
と
魅
力
・
活
力
に
あ
ふ
れ
た
中
核

都
市
を
目
指
し
、
戦
略
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

現
在
、
平
成
二
十
年
四
月
の
中
核
市

移
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
新
た
な
都
市
魅
力
の
集
積
を
生
か
し

た
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

将
来
を
担
う
リ

l
デ
イ
ン
グ
産
業
の
創
出

を
目
指
し
、
同
十
三
年
度
か
ら
福
岡
県
と

と
も
に
、
バ
イ
オ
関
連
の

一
大
ク
ラ
ス
タ
ー

形
成
に
向
け
「
福
岡
バ
イ
オ
パ
レ
l
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
先
端
的
医
療
研
究
な
ど
の
拠
点
で

あ
る
久
留
米
大
学
医
学
部
、
乳
幼
児
医
療

で
世
界
的
知
名
度
の
あ
る
聖
マ
リ
ア
病
院

な
ど
、
高
度
医
療
機
能
の
集
積
を
活
か
し

た
都
市
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

え
』
ら
に
、

合
併
に
よ
り
集
積
の
高
ま

っ
た
農
業
を
生
か
し
た
活
性
化
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
も
と
も
と
県
下

一
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で
あ
っ
た
農
業
組
生
産
高
は
、
九
州
に
お

い
て
熊
本
県
八
代
市
と
並
ん
で
第

一
位、

全
国
で
も
第
七
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

第

一
次
産
業
と
し
て
の
農
業
は
、
確
か

に
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
市

場
開
放
の
波
に
さ
ら
さ
れ
、
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
が
、
世
界
的
な
規
模
で
の

食
糧
事
情
や
食
の
安
全
、
ス
ロ

l
ラ
イ

フ
・
ス
ロ
ー
プ

l
ド
、
地
産
地
消
な
ど
へ

の
消
費
者
の
関
心
の
高
ま
り
、
農
産
物
を

生
か
し
た
多
様
な
産
業
連
関
な
ど
を
考
え

れ
ば
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
産
業
と
し

て
大
い
に
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
合
併
に
よ
り
十
八
の
蔵
元
を
抱

え
る
全
国
有
数
の
酒
造
り
の
産
地
と
な

り
、
こ
う
し
た
新
た
な
集
積
を
生
か
し
た

都
市
づ
く
り
も
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ヲ
@
。

平
成
二
十
二
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
九

州
新
幹
線
の
全
線
開
通
の
イ
ン
パ
ク
ト
を

生
か
し
た
都
市
活
性
化
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

.
y
久
留
米
市
長

一
江
藤
守
圏

描域電池

課
題
は
多
い
が
、
本
格
的
な
人
口
減
少
・

超
高
齢
化
社
会
な
ど
、
日
本
の
社
会
全
体

が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
中
、
市
民

一

人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
躍
動
す
る
、
全

国
で
も
指
折
り
数
え
ら
れ
る
"
元
気
な
都

市
“
を
目
指
し
、
全
力
投
球
し
て
い
る
。

市

民

の

需
要
は
細
か
く
分
極
化
さ

れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
も
専
門

化
・

高
度
化
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
都

市
は
大
都
市
の
み
で
あ
る
と
す
る
論
が
あ

る
。
つ
ま
り
東
京

一
極
集
中
は
必
然
と
す

る
考
、
え
方
で
あ
る
。

し
か
し
、
市
民
の
生
き
方
・暮
ら
し
方
は

多
様
で
あ
り
、
本
市
の
よ
う
に
大
都
市
ほ

ど
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
で
き
ず
と
も
、

地
域
の
豊
か
さ
・
特
色
の
あ
る
中
で
、
大

都
市
と
は
質
の
違
う
豊
か
さ
を
追
求
す
る

生
き
方
も
あ
る
。
そ
ん
な
田
園
と
都
市

の
魅
力
が
調
和
し
た
都
市
を
目
指
し
、

実
直
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
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。
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岡
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あ
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史
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取
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岡
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岡
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ク
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。
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。
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熊
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にぎわいのある都市再生の取り組み
・北海道総内市

最北端のマチ、稚内市。近年は、水産加工業の衰退、中心市街地のモ タリゼ ションの進展への対応の
遅れ、大型庖舗の郊外進出と人口拡散により、かつてのにぎわいを失いつつある。このような状況を踏
まえ、平成15年度に策定した市街地総合再生計画では、都市軸・拠点・ネットワークの形成を基本方針に、
JR稚内駅を中心lこ「複合交通ターミナル(駅舎・広場・交流施設など)Jとして、交通・情報・観光・暮らし
の総合的な鎚点に整備し、「マチJと「みなとjを結ぷ緩続拠点に機能させることを目指している。同時に、
中心市街地活性化の取り組みとしては、同17年2月に①にき'わいのある生活街の形成②「マチjと「みな
とjの連携強化③観光による交流促進ーを基本方針とする「稚内市中心市街地活性化基本計画jを公表、
商工会議所、商庖街、市民との協働により、商庖街の再生を目指すソフト面での取り組みを進めている。
都市再生の取り組みは、「マチ」と「みなと」の連携を基本方針に、これまでの計画段階を経て、いよいよ
事業化に向けた具体的な検討段階に入った市街地環境の整備改善と中心市街地活性化の取り組みをより
一体化して推進することで、市民が誇れる街、日ロ友好最先端都市の実現を目指す。

コンバクト1Jま5':J<D 官公庁は壁画線を統一。にぎわいのある街並み

〆

._.'J-.... ・・

にぎわいのある新都市づくり
.岩手県二戸市

二戸シビックコア地区 (A=6.5ヘクター
ル)は、平成9年4月に全国で4カ所目、
東北では初めてのシピ yクコア地区とし
て承認された。地区内は、国、県、市の
施設を一体的に配置・整備することで行
政拠点性を高めるとともに、にぎわいの
増進を図るために大規模なイベントの開
催時などに一体的な利用ができるよう 、
駐車場など外部空間の一体的整備や各施
設の動線と連絡性に配慮した街並みとな
っている。また、地区の景観については、
地区の景観の特徴を生かした個性的な建
築デザインに配慮するとともに、仕上げ
材の共通化や壁面線、色彩の統ーにより、
一体感のある落ち着いた街並みイメージ
の形成が図られている。また、二戸市は
全国でも珍しい「宝を生かしたまちづく
り条例Jがあり 、「楽しく美しいまちづ
くりj事業で発掘、 再発見された 「地域の
宝」を活かしたまちづくりを進めている。

にぎわいのある都市再生の取り組み
・北海道総内市

最北端のマチ、稚内市。近年は、水産加工業の衰退、中心市街地のモ タリゼ ションの進展への対応の
遅れ、大型庖舗の郊外進出と人口拡散により、かつてのにぎわいを失いつつある。このような状況を踏
まえ、平成15年度に策定した市街地総合再生計画では、都市軸・拠点・ネットワークの形成を基本方針に、
JR稚内駅を中心lこ「複合交通ターミナル(駅舎・広場・交流施設など)Jとして、交通・情報・観光・暮らし
の総合的な鎚点に整備し、「マチJと「みなとjを結ぷ緩続拠点に機能させることを目指している。同時に、
中心市街地活性化の取り組みとしては、同17年2月に①にき'わいのある生活街の形成②「マチjと「みな
とjの連携強化③観光による交流促進ーを基本方針とする「稚内市中心市街地活性化基本計画jを公表、
商工会議所、商庖街、市民との協働により、商庖街の再生を目指すソフト面での取り組みを進めている。
都市再生の取り組みは、「マチ」と「みなと」の連携を基本方針に、これまでの計画段階を経て、いよいよ
事業化に向けた具体的な検討段階に入った市街地環境の整備改善と中心市街地活性化の取り組みをより
一体化して推進することで、市民が誇れる街、日ロ友好最先端都市の実現を目指す。

コンバクト1Jま5':J<D 官公庁は壁画線を統一。にぎわいのある街並み

〆

._.'J-.... ・・

にぎわいのある新都市づくり
.岩手県二戸市

二戸シビックコア地区 (A=6.5ヘクター
ル)は、平成9年4月に全国で4カ所目、
東北では初めてのシピ yクコア地区とし
て承認された。地区内は、国、県、市の
施設を一体的に配置・整備することで行
政拠点性を高めるとともに、にぎわいの
増進を図るために大規模なイベントの開
催時などに一体的な利用ができるよう 、
駐車場など外部空間の一体的整備や各施
設の動線と連絡性に配慮した街並みとな
っている。また、地区の景観については、
地区の景観の特徴を生かした個性的な建
築デザインに配慮するとともに、仕上げ
材の共通化や壁面線、色彩の統ーにより、
一体感のある落ち着いた街並みイメージ
の形成が図られている。また、二戸市は
全国でも珍しい「宝を生かしたまちづく
り条例Jがあり 、「楽しく美しいまちづ
くりj事業で発掘、 再発見された 「地域の
宝」を活かしたまちづくりを進めている。



「とぴあJ外観

遺野市中心市街地活性化センター
(ショッピングセンターとぴあ)e岩手県遍野市
遠野市中心市街地活性化センターは、市が事
業主体となり、平成14年12月1目、市の中心市
街地の核庖舗としてオープンした。同センタ
ーは、テナン卜35庖舗、地場産の生鮮野菜、手
作りの加工食品や漬物などを売る農産物直売
所、リサイクル品、手作り品を安価に売るフリ
マーボックス、地元企業の底、新たに商業経営
を目指したい人のためのチャレンジショ ップ、
お客が休息できる談話コーナーや和室、集会
室、研修室などを備えている。また、インフォ
メ ションコ ナーと併設して市民サービス
コーナーが新たに設けられ、住民票や印鑑証
明書などの発行、平成17年4月からは行政案内
や照会相談の取り次ぎ、観光案内や友好 ・姉
妹都市の物産コーナーの設置など、公共性の
ある商業施設として機能している。

(左上より)特産品 ・物産品コーナ一、市立図書館、 中心市街地の活性化拠点 fカミンJ
カミン前のイベント、コミュニティ施設 ・山形県上山市

~ ..... ~...，....--y・~首E団側 商庖街を含む中心市街地活性化の核として 、 市街地再開発
事業により建設されたショ ッピングプラザ「カミン」は、
商業施設、コミュニティ施設、駐車場、公共施設を併設す
る複合ビル。1-2階の商業スペースには銀行、スーパ一、
各種専門I苫が出庖しているほか、1I踏の市内名産品 ・特産
品の展示販売コーナーには観光客も訪れる。2踏のミニギ
ャラリ ーでは写真、絵画、手芸など各種作品の展示が行わ
れ、市民の交流の場として好評を得ている。また、月 2回
行われる地元生産者団体による農産物の直売は大勢の市民
でにぎわう。大 ・中・小3つの会議室からなるコミュニテ
ィ施設は、子ども英会話やフラダンス、押し絵教室など幅
広い年齢層の市民から利用されている。また、市立図書館
では月 1回の名作映画上映会、ボランティアサークルによ
る幼児のための本の読み聞かせの会など、多彩な催し物も
行われている。
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コンパージョン前

オフィスピルの住宅への話用 ・大阪市住宅局
大阪市では、都心部の空きオフィスなどを有効に活用し、

職住近緩による都心居住の促進を図るため、住宅転用
(コンパージョン)に関する知識 ・経験を有する建築士
事務所を、コーテeィネーターとして登録。その情報を、

住宅転用を検討しているビルオーナーなどに提供する
「住宅転用コーディネーター登録制度Jを創設するとと
もに、住宅転用に関する技術的・法的な留意点や具体的

な事例を掲載した「住宅転用ガイドブックJを作成する
など、円滑で適正な住宅転用を支援している。

(写真はビル1棟を住宅に転用した事例/大阪市中央区)

3階寝室 (転用後)

住宅へのコンパージョン事業
-creator's village-rLattice aoyamaJ ・日本土地建物
総合不動産業を営む日本土地建物は、東京都港区南青山にある築39年のオフ
ィスビルを、テナン卜の退去を機に住宅へコンバージョン (用途転換)した。
コンバージョンとは、建物の有効活用策の一つであり、ほかにも寮や保養所

を有料老人ホームに用途転換するなど多数の事例がある。本件はその規模
(当時国内最大級)やコンセプ卜の明確化 (クリ工イターへの訴求など)か
ら多数のメディアで取り上げられ、一方ではク ッドテザイン賞や日本不動産

学会業績賞などを受賞した。現在、「ラティス青山Jを上回る規模の「ラテ
ィス芝浦 (港区芝浦)J
をはじめ、神戸市三
宮、中野区江古田な

どで3f'牛のコンバージ
ョンプロジェク卜に
着手しており (いず

れも平成17年12月末
~同18年1月末竣工予
定)、 自社物件での実

績を基に第三者物件

へ提案している。
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高齢者の住宅改修プランを
支援

・津山福拙住宅研究会

津山福祉住宅研究会は、手
すりの取り付け、段差解消、
トイレや風呂の改修など 、
高齢者の住宅を改修するこ
とで要介護状態でも家族に見守られ、生活できるように住宅改修
プランを提案するために平成元年8月、結成した市民活動グルー
プである。保健、福祉、医療、建築に従事するメンバーがチーム
を組み、それぞれ専門知識を活かして、その人に合った改修プラ
ンを提案するなど、市民活動の視点からまちづくりを進めている。
また、行政との連携を深めるとともに、介護保険制度の実施 ・普
及を積極的に働きかけてきた。高齢者・障害者が家で生き生きと
した生活が過ごせるよう、同時に介護負担が軽減できるよう、活
動を続けている。
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 a市街地活性化の拠点整備と市内循環の小型パス ・岡山県津山市

津山市の中心市街地は、械下町の風情を色濃く残す、岡山県北部唯一の
都市機能を有する地区だが、時代の変化の中で空洞化が顕著となった。
このような状況の中、市は中心市街地の拠点施設である「アルネ・津山J
(平成11年完成)を核に、都市機能と居住機能の一体的な整備を進めてい
る。アルネ・津山は、図書館、音楽ホールなどの公共施設と商業施設か
らなる大型複合ビルで、年間250万人に上る来街者を吸引し、一定の効果
を上げている。また、これらの施設整備と併せ、中心市街地のにぎわい
創出を目的とする施策の実施に取り組んでおり、中心市街地を基点とし
た市内循環と各支所聞の連絡を目的とする「ごんこ.バス」の運行、イベ
ン卜の開催やまちづくり活動への支援などを実施している。

上から図書館、音楽ホール、公共オープン通路
(アルネ・津山)
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コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
欧バ
米ク
のト
取U
Dま
組ち
みつ
とく
わD
tJi 
固
の

ー

l
豊
か
な
生
活
を
享
受
で
き
る
持
続
可
能
な
都
市
・

地
域
の
実
現
を

先
進
国
で
の
反
ス
プ
口

l
ル
へ
の
取
り
組
み

欧
州
H
都
市
の
開
発
規
制
を
国
民
が
支
持

コン I ~ク卜なまちづ く り

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
市
街
地
の
ス

プ
ロ

l
ル
的
拡
大
に
対
し
て
、
中
世
的
な
ま
と
ま
り
の
あ
る

空
間
構
成
の
都
市
を
生
み
出
し
、
経
済
・
社
会
・
環
境
問
題

に
対
応
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
欧
州
諸
国
で
は
、

市
街
地
の
拡
大
を
で
き
る
だ
け
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
政
策

が
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ

ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
で
は
、
郊
外
鉄
道
駅
周
辺
の
集
中
開
発
と
そ

れ
以
外
の
開
発
抑
制
と
い
う
フ
イ
ン
ガ

l
・
プ
ラ
ン
が
半
世

紀
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム

・
コ
ミ
ユ

1
ン
総
合
計
画

(
一
九
九
九
年
)
で

は、

「都
市
の
内
部
建
設
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
都
市
開
発
規
制
が
欧
州
で
行
え
る
の
は
、
ド
イ
ツ

の
B
プ
ラ
ン
な
ど
詳
細
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
計
画
シ
ス
テ

ム
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
と
、
自
治
体
所
有
な
ど
公
的
保
有

特集

名
城
大
学
都
市
情
報
学
部
都
市
情
報
学
科

教授

・

海
道
清
信

土
地
の
多
さ
が
ベ

l
ス
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
シ

ス
テ
ム
や
政
策
が
継
続
で
き
る
の
は
国
民
、
市
民
が
支
持
し

て
き
た
た
め
で
あ
る
。

英
国
で
は
、

一
九
八

0
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ

I
政
権
時
代
に

郊
外
開
発
を
促
進
し
た
時
期
が
あ
る
が
、
九

0
年
代
以
降
は

欧
州
諸
国
と
同
様
に
、
ス
プ
ロ

l
ル
抑
制
に
回
帰
し
た
。
そ

の
後
、
九

0
年
代
末
か
ら
政
権
を
担
当
し
た
ブ
レ
ア
政
権
は
、

経
済
成
長
路
線
を
指
向
し

一
部
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
開
発

す
る
方
向
に
転
換
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
政
策
の
維
持
を
求
め
、
市
街
地
の
連
担
拡
大
に
反
対
す

る
市
民
、
農
民
、
環
境
保
全
な
ど
諸
団
体
の
強
い
政
治
的
な

力
で
、
断
念
し
た
。
住
宅
供
給
を
既
成
市
街
地
優
先
で
行
う

ア
ー
バ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

米
国
H
巨
大
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
規
制
が

政
治
課
題
に

従
来
は
ス
プ
ロ

l
ル
開
発
が

一
般
的
だ
っ
た
米
国
に
お
い

て
も
、
ス
プ
ロ

l
ル
抑
制
が
政
治
的
課
題
と
な
っ
て
、
多
く

の
地
域
で
方
向
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る

(文
献
①
)。
近
年
、
わ

が
国
の
専
門
家
の
聞
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
ス
マ
ー
ト
グ

ロ
l
ス
政
策
や
ニ
ュ

l
ア
l
パ
ニ
ズ
ム
が
、
多
く
の
地
域
で

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

(文
献
②
)。
そ
の
背
景
と
し

て
、
行
財
政
的
な
コ
ス
ト
、
環
境
保
護
意
識
、
交
通
問
題

(交
通
渋
滞
)
、
自
動
車
利
用
に
よ
る
住
民
の
健
康
不
安
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
国
民
意
識

の
高
ま
り
に
、
前
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
重
要
政
策
と
し
て
取

り
組
ん
だ
が
、
現
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
と

い
わ
れ
る
。

米
国
は
各
州
や
自
治
体
の
独
自
の
立
法
・
行
政
制
度
が
特

徴
で
あ
る
。
主
要
な
ス
プ
ロ

l
ル
施
設
の

一
つ
で
あ
る
巨
大

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
規
制
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
立
地
規
制
を
支
え

て
い
る
の
は
、

「地
域
主
義
商
業
運
動
」
な
ど
、
わ
が
町
の
住

み
や
す
さ
や
特
性
を
守
ろ
う
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動

や
商
庖
主
た
ち
の
戦
い
で
あ
る

(文
献
①
)。
計
画
シ
ス
テ
ム
が

で
き
れ
ば
、
自
動
的
に
う
ま
く
い
く
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

計
画
制
度
は
政
治
的
な
側
而
が
強
く
、
常
に
何
ら
か
の
利
害

関
係
の
調
整
が
含
ま
れ
て
い
る
。

都
市
の
発
展
モ
デ
ル
と
ま
ち
な
か
・
郊
外
論

図
1
は
、
ク
ラ
l
セ
ン

・
パ
l
リ
ン
ク
の
都
市
発
展
段
階

説
を
、
ま
ち
な
か
と
郊
外
の
成
長
、
衰
退
に
置
き
換
え
て
固

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
都
市
は
ま
ず
、
成
長
期
を
迎
え
て
中

心
部
や
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
部
分
に
人
や
施
設
が
集
中
し
て
密

度
の
高
い
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る

(図
1
の
①
)。
さ
ら
に
都

市
の
成
長
が
続
く
と
中
心
部
の
人
口
も
増
加
す
る
が
、
次
第

に
郊
外
で
も
人
口
が
増
え
て
ゆ
く
(
同
②
)
。
郊
外
化
が
ピ
ー

ク
に
な
る
時
期
に
は
中
心
部
は
次
第
に
衰
退
を
始
め
(
同
③
)、

都
市
全
体
と
し
て
は
成
長
す
る
が
中
心
部
の
空
洞
化
が
始
ま

る
(
同
④
)。

さ
ら
に
郊
外
で
も
衰
退
(
人
口
減
少
)
が
始
ま

泊法惑匂2005・12月号27 

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
欧バ
米ク
のト
取U
Dま
組ち
みつ
とく
わD
tJi 
固
の

ー

l
豊
か
な
生
活
を
享
受
で
き
る
持
続
可
能
な
都
市
・

地
域
の
実
現
を

先
進
国
で
の
反
ス
プ
口

l
ル
へ
の
取
り
組
み

欧
州
H
都
市
の
開
発
規
制
を
国
民
が
支
持

コン I ~ク卜なまちづ く り

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
市
街
地
の
ス

プ
ロ

l
ル
的
拡
大
に
対
し
て
、
中
世
的
な
ま
と
ま
り
の
あ
る

空
間
構
成
の
都
市
を
生
み
出
し
、
経
済
・
社
会
・
環
境
問
題

に
対
応
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
欧
州
諸
国
で
は
、

市
街
地
の
拡
大
を
で
き
る
だ
け
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
政
策

が
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ

ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
で
は
、
郊
外
鉄
道
駅
周
辺
の
集
中
開
発
と
そ

れ
以
外
の
開
発
抑
制
と
い
う
フ
イ
ン
ガ

l
・
プ
ラ
ン
が
半
世

紀
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム

・
コ
ミ
ユ

1
ン
総
合
計
画

(
一
九
九
九
年
)
で

は、

「都
市
の
内
部
建
設
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
都
市
開
発
規
制
が
欧
州
で
行
え
る
の
は
、
ド
イ
ツ

の
B
プ
ラ
ン
な
ど
詳
細
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
計
画
シ
ス
テ

ム
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
と
、
自
治
体
所
有
な
ど
公
的
保
有

特集

名
城
大
学
都
市
情
報
学
部
都
市
情
報
学
科

教授

・

海
道
清
信

土
地
の
多
さ
が
ベ

l
ス
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
シ

ス
テ
ム
や
政
策
が
継
続
で
き
る
の
は
国
民
、
市
民
が
支
持
し

て
き
た
た
め
で
あ
る
。

英
国
で
は
、

一
九
八

0
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ

I
政
権
時
代
に

郊
外
開
発
を
促
進
し
た
時
期
が
あ
る
が
、
九

0
年
代
以
降
は

欧
州
諸
国
と
同
様
に
、
ス
プ
ロ

l
ル
抑
制
に
回
帰
し
た
。
そ

の
後
、
九

0
年
代
末
か
ら
政
権
を
担
当
し
た
ブ
レ
ア
政
権
は
、

経
済
成
長
路
線
を
指
向
し

一
部
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
開
発

す
る
方
向
に
転
換
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
政
策
の
維
持
を
求
め
、
市
街
地
の
連
担
拡
大
に
反
対
す

る
市
民
、
農
民
、
環
境
保
全
な
ど
諸
団
体
の
強
い
政
治
的
な

力
で
、
断
念
し
た
。
住
宅
供
給
を
既
成
市
街
地
優
先
で
行
う

ア
ー
バ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

米
国
H
巨
大
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
規
制
が

政
治
課
題
に

従
来
は
ス
プ
ロ

l
ル
開
発
が

一
般
的
だ
っ
た
米
国
に
お
い

て
も
、
ス
プ
ロ

l
ル
抑
制
が
政
治
的
課
題
と
な
っ
て
、
多
く

の
地
域
で
方
向
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る

(文
献
①
)。
近
年
、
わ

が
国
の
専
門
家
の
聞
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
ス
マ
ー
ト
グ

ロ
l
ス
政
策
や
ニ
ュ

l
ア
l
パ
ニ
ズ
ム
が
、
多
く
の
地
域
で

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

(文
献
②
)。
そ
の
背
景
と
し

て
、
行
財
政
的
な
コ
ス
ト
、
環
境
保
護
意
識
、
交
通
問
題

(交
通
渋
滞
)
、
自
動
車
利
用
に
よ
る
住
民
の
健
康
不
安
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
国
民
意
識

の
高
ま
り
に
、
前
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
重
要
政
策
と
し
て
取

り
組
ん
だ
が
、
現
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
と

い
わ
れ
る
。

米
国
は
各
州
や
自
治
体
の
独
自
の
立
法
・
行
政
制
度
が
特

徴
で
あ
る
。
主
要
な
ス
プ
ロ

l
ル
施
設
の

一
つ
で
あ
る
巨
大

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
規
制
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
立
地
規
制
を
支
え

て
い
る
の
は
、

「地
域
主
義
商
業
運
動
」
な
ど
、
わ
が
町
の
住

み
や
す
さ
や
特
性
を
守
ろ
う
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動

や
商
庖
主
た
ち
の
戦
い
で
あ
る

(文
献
①
)。
計
画
シ
ス
テ
ム
が

で
き
れ
ば
、
自
動
的
に
う
ま
く
い
く
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

計
画
制
度
は
政
治
的
な
側
而
が
強
く
、
常
に
何
ら
か
の
利
害

関
係
の
調
整
が
含
ま
れ
て
い
る
。

都
市
の
発
展
モ
デ
ル
と
ま
ち
な
か
・
郊
外
論

図
1
は
、
ク
ラ
l
セ
ン

・
パ
l
リ
ン
ク
の
都
市
発
展
段
階

説
を
、
ま
ち
な
か
と
郊
外
の
成
長
、
衰
退
に
置
き
換
え
て
固

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
都
市
は
ま
ず
、
成
長
期
を
迎
え
て
中

心
部
や
イ
ン
ナ
l
シ
テ
ィ
部
分
に
人
や
施
設
が
集
中
し
て
密

度
の
高
い
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る

(図
1
の
①
)。
さ
ら
に
都

市
の
成
長
が
続
く
と
中
心
部
の
人
口
も
増
加
す
る
が
、
次
第

に
郊
外
で
も
人
口
が
増
え
て
ゆ
く
(
同
②
)
。
郊
外
化
が
ピ
ー

ク
に
な
る
時
期
に
は
中
心
部
は
次
第
に
衰
退
を
始
め
(
同
③
)、

都
市
全
体
と
し
て
は
成
長
す
る
が
中
心
部
の
空
洞
化
が
始
ま

る
(
同
④
)。

さ
ら
に
郊
外
で
も
衰
退
(
人
口
減
少
)
が
始
ま

泊法惑匂2005・12月号27 



都市発展モデルーまちなかと郊外
郊
(外
成企

化の広か多 ~JÐ品 |クり
の空くらく | パ¥ |ラ (
時洞受二の _~ 1_ ¥冶 I 1閉
代化けで問 | 汗 +1 l7flu セ ⑤
をの入三題 | さ'1 J.[ ン、
理時れ7が |中心市街主主)ff i -I-.ii ++ (fa!lr心市街地 |・都
え代ら之生 | て IÐ~' I 1/.'市
ゑかれ Cじ| 三L、、i |l i2 
2らつ 手 るl h〆"1 リ衰
与 つうの ¥:1 __1 I /' ~隠
?郊あふで | 蚕↓ |ク期

42モヲ2| 勾 |事s
衰郊告いで態よる口市 さ明展化あた市長
退外誌だまでう 。減・われし ・をる都閏右

占禁Ct交qZZ29ド5霊室izs両
・まか々都散時時、のるとサ し ら発心 ⑥
部中わとの市 し t ' (すイてに展都 ヲ
の心がい生経 た コ期見多同るク都、段市，
再市国う活営都現をかく ⑦ 試ル市再階で Z
都街で!患での市在迎らの τみをの都説描 55
市 地 幅念も上形のえ人都 も説発市でいペ

図1

ス
プ
口

l
ル
を
促
進
し
て
き
た
わ
が
国
の
要
因

ス
プ
口
|
ル
抑
制
に
失
敗
し
た
「
計
画
シ
ス
テ
ム
」

わ
が
国
の
都
市
計
画
制
度
に
市
街
化
区
域

・
調
整
区
域
制

度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、

一
九
六
八
年
で
あ
る
。
市
街
地
の

成
長
拡
大
に
「
椋
」
を
引
い
て
、
外
側
で
の
開
発
を
抑
制
し
、

効
率
的
な
社
会
基
盤
整
備
を
行
う
の
が
狙
い
だ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
四
十
年
近
く
経
過
し
て
、
わ
が
国
の
市
街
地
開

発
の
実
態
は
欧
州
と
は
異
な
り
、
米
国
に
近
い
様
相
と
な
っ

て
き
た
。
つ
ま
り
ス
プ
ロ

l
ル
抑
制
に
は
失
敗
し
た
と
い
え

る
。
わ
が
国
の
都
市
計
画
の
歴
史
を
ま
と
め
た
石
田
頼
房
氏

は、

一
九
八

0
年
代
を
「
反
計
画
の
時
代
」
と
名
付
け
て
い

る

(文
献
④
)。

規
制
緩
和
の
「
経
済
政
策
」

こ
れ
は
計
画
シ
ス
テ
ム
、
計
画
技
術
の
問
題
と
い
う
よ
り

も
、
都
市
空
間
の
あ
り
方
を
巡
る
政
策
や
考
え
方
か
ら
生
ま

れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
規
制
緩
和
政
策
に
強
い
影
響
力
を
持

っ
て
い
る
近
代
経
済
学
者
の
考
え
方
は
、
「
要
す
る
に
(
経
済

社
会
の
)
拡
大
で
も
縮
小
で
も
、
規
制
緩
和
な
の
で
あ
る
」

(文
献
⑤
)。
経
済
成
長
局
面
で
は
、
そ
れ
を
妨
げ
な
い
よ
う
に

規
制
緩
和
し
、
経
済
の
後
退
局
面
で
は
景
気
を
刺
激
す
る
た

め
に
規
制
緩
和
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
も
ス
プ

ロ
l
ル
を
生
ん
で
い
る
。

家
族
人
数
減
と
車
利
用
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

自
動
車
利
用
と
そ
れ
を
促
進
す
る
道
路
整
備
が
市
街
地
ス

プ
ロ

l
ル
を
促
進
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

岐
阜
県
郡
上
市
八
幡
町
の
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。
夏
の
盆
踊

り
や
水
環
境
で
美
し
い
観
光
都
市

・
旧
城
下
町
で
も
あ
る
八

幡
町
の
市
街
地
も
郊
外
に
拡
大
し
て
き
た
(
図
2
)。
同
町
の

人
口
(
国
勢
調
査
)
の
ピ

l
ク
は

一
九
五

O
年
(
昭
和
二
十
五
)

の
二
万
三
千
五
百
人
で
、

二
O
O
O年
は

一
万
六
千
五
百
人

に
減
少
し
た
。
八
幡
町
の
中
心
市
街
地
に
は
国
勢
調
査
の
人

口
集
中
地
区
が
形
成
さ
れ
、
居
住
密
度
は
高
い
。
し
か
し
、

家
族
人
数
の
減
少
に
よ
る
世
帯
増
加
、
自
動
車
利
用
の
利
便
、

古
く
て
住
み
に
く
い
住
宅
な
ど
か
ら
、
郊
外
化
が
進
み
、
市

街
地
の
居
住
密
度
は
低
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
図
3
は
八
幡

町
の
中
心
部
と
郊
外
の
土
地
利
用
の
状
況
を
示
し
て
い
る
が
、

郊
外
化
が
い
か
に
低
密
で
分
散
的
で
あ
る
か
を
よ
く
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
八
幡
町
だ
け
の
特
別
な
状
況
で
は
な
い
。

商
業
施
設
や
住
宅
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
、
医
療
、
教
育
、

福
祉
、
業
務
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
都
市
施
設
が
郊
外

へ
と
移
転
分
散
し
て
き
た

(注)
。

ス
プ
口

l
ル
促
進
の
「
農
業
政
策
」

さ
ら
に
、
欧
米
と
は
異
な
る
条
件
と
し
て
、
農
地
所
有
者
、

28 

農
業
政
策
も
ま
た
今
日
の
ス
プ
ロ

l
ル
を
促
進
し
て
い
る
面

が
あ
る
。
農
業
就
業
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は
四

七
%
で
、
国
の
農
業
振
興
施
策
は
大
規
模
で
地
域
分
業
に
よ

る
中
核
農
家
育
成
に
著
し
く
偏
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

市
街
化
の
圧
力
の
あ
る
都
市
内
部
や
近
隣
農
地
で
は
、
後
継

者
難
、
税
金
対
策
や
安
定
的
な
収
益
確
保
か
ら
、
農
地
か
ら

都
市
的
利
用
へ
の
転
換
意
欲
が
強
い

(文
献
⑥
)。
欧
米
の
農
業

サ
イ
ド
が
農
地
保
全
を
指
向
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
わ
が

国
で
は
農
地
の
都
市
的
利
用
指
向
が
強
い
。

2005・12月号地誠治

(
注
)
中
岡
地
方
全
市
を
対
象
に
し
た
米
子
高
専
片
木
克
男
教
授
の
調

査

(二
O
O
三
年
)
で
は
、
旧
市
街
地

(
-
九
六
O
年
D
I
D
)

以
外
に
立
地
し
て
い
る
施
設
の
制
合
は
、
大
規
模
病
院
や
美
術
館
、

百
貨
底
、
ス
ー
パ
ー
、
福
祉
施
設
な
ど
は
約
五
五
%
、
体
育
館
等

は
七
五

%
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
都
市
づ
く
り
の
方
向

ー
持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ

あ
る
地
方
都
市
の
例
H
大
規
模
都
市
開
発
と
古
い
ま
ち

並
み
維
持

人
口
減
少
が
進
む
圏
域
の
中
心
都
市
で
あ
り
、
混
泉
と
漁

業
に
よ
る
観
光
が
町
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
高
速
道
路
が

延
伸
さ
れ
大
都
市
と
の
時
間
距
離
の
短
縮
が
進
み
つ
つ
あ
る

が
、
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
広
域
の
公
共
交
通
は
次
第
に
不
便
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
町
を
南
北
に
貫
く
水
路
に
沿
っ
た
道
路

拡
幅
工
事
が
進
行
中
で
、
通
過
自
動
車
に
は
便
利
だ
が
町
を

分
断
し
て
し
ま
う
。
駅
前
で
は
市
役
所
に
よ
る
大
規
模
な
都

市
再
開
発
事
業
が
進
行
中
だ
が
、
テ
ナ
ン
ト
募
集
の
見
通
し

は
芳
し
く
な
い
。
郊
外
に
、
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
立
地
計
画
が
あ
る
。
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
の
た
め
開

発
は
難
し
い
は
ず
だ
が
、
市
長
の
出
身
地
区
で
あ
り
、
開
発

を
望
ん
で
い
る
地
権
者
か
ら
の
突
き
上
げ
に
市
長
は
判
断
に

悩
ん
で
い
る
。
旧
市
街
地
に
は
多
く
の
寺
院
や
古
い
建
物
が

残
さ
れ
て
い
る
が
、
町
並
み
整
備
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

設
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
採
用
さ
れ
た
若
手
の
職

員
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
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図1

ス
プ
口

l
ル
を
促
進
し
て
き
た
わ
が
国
の
要
因

ス
プ
口
|
ル
抑
制
に
失
敗
し
た
「
計
画
シ
ス
テ
ム
」

わ
が
国
の
都
市
計
画
制
度
に
市
街
化
区
域

・
調
整
区
域
制

度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、

一
九
六
八
年
で
あ
る
。
市
街
地
の

成
長
拡
大
に
「
椋
」
を
引
い
て
、
外
側
で
の
開
発
を
抑
制
し
、

効
率
的
な
社
会
基
盤
整
備
を
行
う
の
が
狙
い
だ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
四
十
年
近
く
経
過
し
て
、
わ
が
国
の
市
街
地
開

発
の
実
態
は
欧
州
と
は
異
な
り
、
米
国
に
近
い
様
相
と
な
っ

て
き
た
。
つ
ま
り
ス
プ
ロ

l
ル
抑
制
に
は
失
敗
し
た
と
い
え

る
。
わ
が
国
の
都
市
計
画
の
歴
史
を
ま
と
め
た
石
田
頼
房
氏

は、

一
九
八

0
年
代
を
「
反
計
画
の
時
代
」
と
名
付
け
て
い

る

(文
献
④
)。

規
制
緩
和
の
「
経
済
政
策
」

こ
れ
は
計
画
シ
ス
テ
ム
、
計
画
技
術
の
問
題
と
い
う
よ
り

も
、
都
市
空
間
の
あ
り
方
を
巡
る
政
策
や
考
え
方
か
ら
生
ま

れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
規
制
緩
和
政
策
に
強
い
影
響
力
を
持

っ
て
い
る
近
代
経
済
学
者
の
考
え
方
は
、
「
要
す
る
に
(
経
済

社
会
の
)
拡
大
で
も
縮
小
で
も
、
規
制
緩
和
な
の
で
あ
る
」

(文
献
⑤
)。
経
済
成
長
局
面
で
は
、
そ
れ
を
妨
げ
な
い
よ
う
に

規
制
緩
和
し
、
経
済
の
後
退
局
面
で
は
景
気
を
刺
激
す
る
た

め
に
規
制
緩
和
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
も
ス
プ

ロ
l
ル
を
生
ん
で
い
る
。

家
族
人
数
減
と
車
利
用
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

自
動
車
利
用
と
そ
れ
を
促
進
す
る
道
路
整
備
が
市
街
地
ス

プ
ロ

l
ル
を
促
進
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

岐
阜
県
郡
上
市
八
幡
町
の
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。
夏
の
盆
踊

り
や
水
環
境
で
美
し
い
観
光
都
市

・
旧
城
下
町
で
も
あ
る
八

幡
町
の
市
街
地
も
郊
外
に
拡
大
し
て
き
た
(
図
2
)。
同
町
の

人
口
(
国
勢
調
査
)
の
ピ

l
ク
は

一
九
五

O
年
(
昭
和
二
十
五
)

の
二
万
三
千
五
百
人
で
、

二
O
O
O年
は

一
万
六
千
五
百
人

に
減
少
し
た
。
八
幡
町
の
中
心
市
街
地
に
は
国
勢
調
査
の
人

口
集
中
地
区
が
形
成
さ
れ
、
居
住
密
度
は
高
い
。
し
か
し
、

家
族
人
数
の
減
少
に
よ
る
世
帯
増
加
、
自
動
車
利
用
の
利
便
、

古
く
て
住
み
に
く
い
住
宅
な
ど
か
ら
、
郊
外
化
が
進
み
、
市

街
地
の
居
住
密
度
は
低
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
図
3
は
八
幡

町
の
中
心
部
と
郊
外
の
土
地
利
用
の
状
況
を
示
し
て
い
る
が
、

郊
外
化
が
い
か
に
低
密
で
分
散
的
で
あ
る
か
を
よ
く
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
八
幡
町
だ
け
の
特
別
な
状
況
で
は
な
い
。

商
業
施
設
や
住
宅
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
、
医
療
、
教
育
、

福
祉
、
業
務
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
都
市
施
設
が
郊
外

へ
と
移
転
分
散
し
て
き
た

(注)
。

ス
プ
口

l
ル
促
進
の
「
農
業
政
策
」

さ
ら
に
、
欧
米
と
は
異
な
る
条
件
と
し
て
、
農
地
所
有
者
、

28 

農
業
政
策
も
ま
た
今
日
の
ス
プ
ロ

l
ル
を
促
進
し
て
い
る
面

が
あ
る
。
農
業
就
業
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は
四

七
%
で
、
国
の
農
業
振
興
施
策
は
大
規
模
で
地
域
分
業
に
よ

る
中
核
農
家
育
成
に
著
し
く
偏
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

市
街
化
の
圧
力
の
あ
る
都
市
内
部
や
近
隣
農
地
で
は
、
後
継

者
難
、
税
金
対
策
や
安
定
的
な
収
益
確
保
か
ら
、
農
地
か
ら

都
市
的
利
用
へ
の
転
換
意
欲
が
強
い

(文
献
⑥
)。
欧
米
の
農
業

サ
イ
ド
が
農
地
保
全
を
指
向
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
わ
が

国
で
は
農
地
の
都
市
的
利
用
指
向
が
強
い
。

2005・12月号地誠治

(
注
)
中
岡
地
方
全
市
を
対
象
に
し
た
米
子
高
専
片
木
克
男
教
授
の
調

査

(二
O
O
三
年
)
で
は
、
旧
市
街
地

(
-
九
六
O
年
D
I
D
)

以
外
に
立
地
し
て
い
る
施
設
の
制
合
は
、
大
規
模
病
院
や
美
術
館
、

百
貨
底
、
ス
ー
パ
ー
、
福
祉
施
設
な
ど
は
約
五
五
%
、
体
育
館
等

は
七
五

%
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
都
市
づ
く
り
の
方
向

ー
持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ

あ
る
地
方
都
市
の
例
H
大
規
模
都
市
開
発
と
古
い
ま
ち

並
み
維
持

人
口
減
少
が
進
む
圏
域
の
中
心
都
市
で
あ
り
、
混
泉
と
漁

業
に
よ
る
観
光
が
町
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
高
速
道
路
が

延
伸
さ
れ
大
都
市
と
の
時
間
距
離
の
短
縮
が
進
み
つ
つ
あ
る

が
、
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
広
域
の
公
共
交
通
は
次
第
に
不
便
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
町
を
南
北
に
貫
く
水
路
に
沿
っ
た
道
路

拡
幅
工
事
が
進
行
中
で
、
通
過
自
動
車
に
は
便
利
だ
が
町
を

分
断
し
て
し
ま
う
。
駅
前
で
は
市
役
所
に
よ
る
大
規
模
な
都

市
再
開
発
事
業
が
進
行
中
だ
が
、
テ
ナ
ン
ト
募
集
の
見
通
し

は
芳
し
く
な
い
。
郊
外
に
、
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
立
地
計
画
が
あ
る
。
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
の
た
め
開

発
は
難
し
い
は
ず
だ
が
、
市
長
の
出
身
地
区
で
あ
り
、
開
発

を
望
ん
で
い
る
地
権
者
か
ら
の
突
き
上
げ
に
市
長
は
判
断
に

悩
ん
で
い
る
。
旧
市
街
地
に
は
多
く
の
寺
院
や
古
い
建
物
が

残
さ
れ
て
い
る
が
、
町
並
み
整
備
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

設
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
採
用
さ
れ
た
若
手
の
職

員
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組



コン I ~ク卜なまちづくり特集

郡上市八幡町における市街地の範大図2

Lll典:佐藤滋外編者j:r図説城下町都市1.鹿島出版会 (2002年)

旧
市
街
地
の
た
く
さ
ん
の
商
庖
は

元
気
を
な
く
し
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
て
い

る
状
況
で
は
な
い
。
こ
の
町
を
歩
い

て
み
て
、
人
通
り
が
少
な
い
こ
と
に

驚
く
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
歩
い
て

暮
ら
せ
る
町
の
条
件
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
地
元
の
ス
ー
パ
ー
の
社
長
も
が

ん
ば
っ
て
、
ま
ち
な
か
の
庖
を
残
し

て
い
る
。
古
い
建
物
を
ま
ち
な
か
の

水
路
沿
い
に
移
築
し
て
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
お
み
や
げ
庖
を
経
営
し
て
い
る

地
元
の
経
営
者
も
い
る
。
再
開
発
と

道
路
拡
幅
で
庖
を
削
ら
れ
る
魚
屋

も
、
こ
れ
か
ら
も
町
の
中
で
が
ん
ば

ろ
、
つ
ル
γ
レ
て
い
る
。

将
来
の
都
市
像
を
目
指
す

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ブ
ー
ム

国
土
交
通
省
や
経
済
産
業
省
で

は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
三
法

の
見
直
し
ゃ
二
O
O六
年
度
重
点
予

算
で
位
置
付
け
た
。
多
く
の
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
を
将
来
の
都
市
像
と
す
る
こ
と
は
、
ブ
ー
ム
と

も
い
え
る
よ
う
な
様
相
と
な
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
は
、
少
子
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
へ
と
向
か
う

わ
が
国
の
都
市
の
救
い
主
と
な
れ
る
だ
ろ
う
か
。
回
答
は
、

イ
エ
ス
で
も
あ
り
ノ
ー
で
も
あ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
で
も
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
で

も
、
開
発
が
進
む
よ
う
な
ス
プ
ロ

l
ル
を
止
め
、
ま
ち
の
中

心
部
に
に
ぎ
わ
い
と
楽
し
み
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
な
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
は
望
ま
し
い
方
向
と
い
え
る
。
し
か
し
、
郊
外

居
住
地
の
切
り
捨
て
や
中
心
市
街
地
で
周
辺
環
境
を
阻
害
す

る
大
規
模
な
再
開
発
ピ
ル
、
無
秩
序
な
マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
が

み
つ
つ
あ
る
。

車
庫
に
な
っ

て
い
る
古
い

劇
場
を
よ
み

が
え
ら
せ
る

活
動
や
、
戦
災
を
免
れ
た
旧
市
街
地
の
建
物
を
登
録
文
化
財

に
し
て
残
そ
う
と
し
て
い
る
。
市
民
が
こ
の
町
に
住
む
誇
り

を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
郊
外
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
立
地
反
対
の
署
名
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
ち
な
か
の
住
民
と
の
信
頼
関
係
も
深
ま
り
、
語
り

部
も
育
っ
て
き
た
。
大
都
市
か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
る

試
み
も
始
ま
っ
た
。

進
む
な
ら
ば
、
大
き
な
懸
念
が
あ
る
。

人
口
減
少
社
会
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
次
の
よ
う
な
点

が
重
要
で
あ
る
。

-
グ
ロ

1
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
か
ら
ロ

l
カ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン

へ
(
わ
が
ま
ち
意
識
と
地
域
循
環
)

-
ス
プ
ロ

l
ル
・
分
散
立
地
か
ら
農
業
・
自
然
の
保
全
活

用
へ
(
都
市
・
農
村
、
農
業
の
共
生
)

-
モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
ア
ク
セ
シ
ピ
リ
テ
ィ
優
先
へ
(
公
共

交
通
、
歩
行
者
・
自
転
車
交
通
の
復
権
・
再
生
)

-
中
央
集
権
か
ら
地
域
主
権
、
住
民
・
市
民
の
参
加
と
主

体
の
プ
ロ
セ
ス
へ
(
新
し
い
地
域
自
治
)

-
都
市
問
競
争
か
ら
広
域
圏
の
調
整
・
連
携
へ
(
シ
テ
ィ

リ
ー
ジ
ョ
ン
の
形
成
)

・

フ
ロ

l
中
心
の
成
長
か
ら
ス
ト
ッ
ク
活
用
に
よ
る
定

住
・
上
質
社
会
へ
(
質
と
満
足
度
が
高
い
生
活
)

い
ず
れ
に
し
ろ
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
望
ま
し
い
方
向
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
社
会
で
都
市

を
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
整
え
る
取
り
組
み
は
世
界
的
に
も
例

が
な
い
挑
戦
で
あ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
あ
く
ま
で
手
段
、

方
法
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
持
続
可
能

な
都
市
や
地
域
の
実
現
、
豊
か
な
生
活
を
誰
で
も
、
ど
こ
で
も

享
受
で
き
る
よ
う
な
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

①

D
D
T
チ
エ
ン

「都
心
回
帰
で
変
わ
る
市
街
地
計
画
」
日
経
サ
イ
エ

ン
ス
二
O
O
一
年
三
月
号
、
八
十
凶

1
九
十
凶
頁

②

海
道
山
川
信
ほ
か

「
オ
l
ス
テ
イ
ン
モ
デ
ル
に
よ
る
地
域
経
済
発
展
と

ス
マ
ー
ト
グ
ロ

l
ス
ゆ
持
続
可
能
な
都
市
発
展
の
シ
ナ
リ
オ
」
地
域

開
発
、

二
O
O凶
年
十

一
月
〈
♀
・
お
N

、
五
十
六

1
六
十
頁

③

矢
作
弘

『大
型
脂
と
ま
ち
づ
く
り
|
規
制
進
む
ア
メ
リ
カ
、
出
制
索
す

る
日
本
」
岩
波
新
昔
、

二
O
O五
年

④

石
間
頼
一腕

『日
本
近
現
代
都
市
計
画
の
展
開

5
21Nき
と

自
治
体

研
究
社
、

二
O
O同
年

⑤

脈
問
純
孝
編

『日
本
の
都
市
法
I
|
構
造
と
展
開
」
東
京
大
学
出
版

会、

二
O
O
一
年
、
百
七
十

一
頁

⑥

山
本
雅
之

「段
あ
る
暮
ら
し
で
地
域
再
生
』
学
芸
出
版
社
、

二
O
O五
年

⑦

海
道
品
川
信

『
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
持
続
可
能
な
社
会
の
都
市
像
を

求
め
て
」
学
芸
出
版
社
、

二
O
O
一
年
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旧
市
街
地
の
た
く
さ
ん
の
商
庖
は

元
気
を
な
く
し
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
て
い

る
状
況
で
は
な
い
。
こ
の
町
を
歩
い

て
み
て
、
人
通
り
が
少
な
い
こ
と
に

驚
く
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
歩
い
て

暮
ら
せ
る
町
の
条
件
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
地
元
の
ス
ー
パ
ー
の
社
長
も
が

ん
ば
っ
て
、
ま
ち
な
か
の
庖
を
残
し

て
い
る
。
古
い
建
物
を
ま
ち
な
か
の

水
路
沿
い
に
移
築
し
て
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
お
み
や
げ
庖
を
経
営
し
て
い
る

地
元
の
経
営
者
も
い
る
。
再
開
発
と

道
路
拡
幅
で
庖
を
削
ら
れ
る
魚
屋

も
、
こ
れ
か
ら
も
町
の
中
で
が
ん
ば

ろ
、
つ
ル
γ
レ
て
い
る
。

将
来
の
都
市
像
を
目
指
す

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ブ
ー
ム

国
土
交
通
省
や
経
済
産
業
省
で

は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
三
法

の
見
直
し
ゃ
二
O
O六
年
度
重
点
予

算
で
位
置
付
け
た
。
多
く
の
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
を
将
来
の
都
市
像
と
す
る
こ
と
は
、
ブ
ー
ム
と

も
い
え
る
よ
う
な
様
相
と
な
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
は
、
少
子
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
へ
と
向
か
う

わ
が
国
の
都
市
の
救
い
主
と
な
れ
る
だ
ろ
う
か
。
回
答
は
、

イ
エ
ス
で
も
あ
り
ノ
ー
で
も
あ
る
。

市
街
化
調
整
区
域
で
も
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
で

も
、
開
発
が
進
む
よ
う
な
ス
プ
ロ

l
ル
を
止
め
、
ま
ち
の
中

心
部
に
に
ぎ
わ
い
と
楽
し
み
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
な
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
は
望
ま
し
い
方
向
と
い
え
る
。
し
か
し
、
郊
外

居
住
地
の
切
り
捨
て
や
中
心
市
街
地
で
周
辺
環
境
を
阻
害
す

る
大
規
模
な
再
開
発
ピ
ル
、
無
秩
序
な
マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
が

み
つ
つ
あ
る
。

車
庫
に
な
っ

て
い
る
古
い

劇
場
を
よ
み

が
え
ら
せ
る

活
動
や
、
戦
災
を
免
れ
た
旧
市
街
地
の
建
物
を
登
録
文
化
財

に
し
て
残
そ
う
と
し
て
い
る
。
市
民
が
こ
の
町
に
住
む
誇
り

を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
郊
外
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
立
地
反
対
の
署
名
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
ち
な
か
の
住
民
と
の
信
頼
関
係
も
深
ま
り
、
語
り

部
も
育
っ
て
き
た
。
大
都
市
か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
る

試
み
も
始
ま
っ
た
。

進
む
な
ら
ば
、
大
き
な
懸
念
が
あ
る
。

人
口
減
少
社
会
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
次
の
よ
う
な
点

が
重
要
で
あ
る
。

-
グ
ロ

1
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
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カ
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シ
ヨ
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ま
ち
意
識
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地
域
循
環
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ス
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ロ

l
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か
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農
業
・
自
然
の
保
全
活
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都
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農
村
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農
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共
生
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テ
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ア
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人
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あ
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ク
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市
民
主
体
の
総
合
的
恕

地
域
《
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ヲ
ン
》
づ
く
り

住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
総
合
的
に
解
決
し
て
い
く
ま
ち

会
F
市
民
参
画
推
進
局
市
民
活
動
支
援
課

咽
司

特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
ゃ
つ
く
り

集

神
戸
市
は
、
市
内
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
実
際
に
学
び
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
こ

れ
を
支
え
る
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

「市
民
主
体
の
総
合
的
な
地
域
(
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
)
」

づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
本
市
は

「神
戸
市
地
区
計
画
及

び
ま
ち
づ
く
り
協
定
に
閲
す
る
条
例
(
ま
ち
づ
く
り
条

例
)
」
を
昭
和
五
十
六
年
に
制
定
し
、
「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
と
の
協
働
に
よ
り
主
に
ハ

l
ド
面
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
。
ま
た
、
福
祉
な
ど
の
ソ
フ
ト
の
分
野
に
お

い
て
も
、
平
成
二
年
に
制
定
し
た
「
神
戸
市
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
お
お
む
ね

一
小
学
校
区

に

一
つ
の
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
つ
つ
、
「
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

、
地
燭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
を

f
再
認
識
さ
せ
た
大
震
災

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
神
戸
市
は
、

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
大
き
な
転
機
を
迎
え 8 

神
戸
市

金
本
忠
義

た
。
救
援
、
復
旧
そ
し
て
復
興
の
過
程
で
行
政
の
力
の
限

界
が
明
ら
か
と
な
っ
た
半
面
、
市
民
は
行
政
に
頼
ら
ず
、

自
ら
で
き
る
こ
と
は
自
ら
の
力
で
、
あ
る
い
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
感

じ
取
っ
た
。

倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
と
な
っ
た
市
民
は
、
警
察
や
自
衛

隊
、
消
防
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
尽
力
に
よ

り
多
く
が
救
出
さ
れ
た
。
地
域
の
居
住
者
の
消
息
や
安
否

確
認
、
救
援
物
資
の
搬
送
・
配
分
な
ど
も
、
多
く
の
地
域

で
住
民
自
ら
の
自
発
的
な
行
為
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
強
い
地
域
で
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
や
住
宅
再
建
な
ど
の
震
災
復
興
事
業

が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
地
域
住
民

の
「
自
律
と
連
帯
」
の
姿
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重

要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、

震
災
を
契
機
と
し
て
新
た
な
市
民
主
体
の

活
動
が
芽
生
え
、
市
民
と
市
が
着
実
に
復
興
の
歩
み
を
進

め
る

一
方
、
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
本
市
の

財
政
状
況
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
環
境

30 

の
中
に
あ
っ
て
、
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
や
地
域
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

活
動
を
活
発
化
し
自
律
性
を
高
め
る
地
域
支
援
施
策
の
さ

ら
な
る
充
実
と
、
個
々
の
地
域
に
お
い
て
福
祉
、
環
境
、

教
育
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
分
野
を
総
合
的
に
展
開
で
き

る
行
政
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

2005・12月号ii結城匂

、
自
律
的
な
地
域
運
営
を
目
指
す

f
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
‘つ
く
り

以
上
の
こ
と
を
背
景
に
、
平
成
九
年
ご
ろ
よ
り
、
都
市

の
諸
機
能
を
集
約
し
、
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
り
、
持
続

発
展
の
可
能
な
都
市
を
目
指
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
欧
米

の

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
論
」
に
学
び
な
が
ら
、
今
後
の

神
戸
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
に
つ
い
て
の
検
討
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
、
神
戸
市
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ都市住民との交流による町村活性化 (大沢地区)
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コンパク卜なまちづくり特集

を
構
成
す
る
個
々
の
自
律
的
な
生
活
圏
を
コ
ン
パ
ク
ト
タ

ウ
ン
と
呼
ぴ
、
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
づ
く
り
を
促
進
す
る

施
策
を
検
討
す
る
た
め
、
市
内
各
所
か
ら
特
徴
的
な
十
地

区
を
ケ
l
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
に
選
定
し
、
こ
れ
ら
の
地
域

を
対
象
に
し
て
、
学
び
な
が
ら
併
行
し
て
新
し
い
地
域
支

援
施
策
や
地
域
行
政
シ
ス
テ
ム
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
十

地
区
の
地
域
特
性
や
地
域
活
動
の
内
容
は
紙
面
の
制
約
か

ら
省
略
す
る
が
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

主
な
知
見
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

地
域
活
動
の
活
性
化
に
専
門
家
の
派
遣
が
有
効
で
あ
る

本
市
に
は
か
ね
て
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
で
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
学
識
経
験
者
な
ど

の
専
門
家
を
派
遣
す
る
制
度
が
存
在
し
た
が
、
こ
う
し
た

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
存
在
が
地
域
活
動
全
般
の
活
性
化
を
後

押
し
し
て
い
る
ケ
l
ス
が
多
い
。

②

行
政
の
窓
口
と
な
る
職
員
が
存
在
す
る
地
域
で
は
、

行
政
に
対
す
る
親
近
感
・
満
足
感
が
高
い

住
環
境
整
備
事
業
や
都
市
計
画
事
業
に
お
い
て
は
、
当

該
地
域
を
担
当
す
る
行
政
職
員
が
、
結
果
的

に
当
該
事
業
に
限
ら
ず
行
政
全
般
の
相
談
役

の
よ
う
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
多
く
、
こ
う

し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
的
な
応
対
が
行
政
に
対

す
る
親
近
感
・
満
足
感
に
つ
な
が
る
ケ
l
ス

が
多
い
。

③
各
種
組
織
が
ゆ
る
や
か
に
連
携
し
て
い
る

地
域
で
は
地
域
活
動
が
活
発
で
あ
る

神
戸
市
の
各
地
域
に
は
、
自
治
会
、
婦
人

会
、
老
人
会
な
ど
の
地
縁
型
の
地
域
組
織
に

加
え
、
前
述
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
は
じ
め
、
防

犯
や
青
少
年
育
成
な
ど
の
テ
l
マ
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
組
織
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
バ
ラ
バ
ラ

に
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
ゆ
る
や
か
に
結
び
付
い
て
い

る
地
域
で
は
、
地
域
や
行
政
の
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
、

地
域
活
動
に
も
多
く
の
住
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る
な
ど
、

地
域
活
動
が
活
発
化
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る

④

地
域
の
事
務
局
の
役
割
を

し
て
い
る
「
地
域
の
核
」
が

重
要

-砂

自
治
会
館
や
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
地
域
活
動
の

拠
点
に
お
い
て
、
事
務
局
の

役
割
を
務
め
る
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
な
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
が

「
地
域
の
核
」
と
な
り
、
地

域
活
性
化
の
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
が
、
「
ま

地域あげてのクリーンアップ(落書き消し)(六甲アイランド地区)

ち
育
て
サ
ボ

l
タ
l
制
度
」

や
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
活

動
助
成
(
地
域
提
案
型
助
成
)

制
度
」
の
創
設
、
区
役
所
の

予
算
の
充
実
お
よ
び
組
織
の

再
編
・
強
化
な
ど
、
今
日
の

具
体
的
な
地
域
支
援
施
策
に

結
実
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
過
程

で
、
本
市
で
は
「
コ
ン
パ
ク

ト
タ
ウ
ン
」
と
い
う
語
を
、

専
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
上

の
文
脈
の
中
で
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
は
「
住
民

が

「わ
が
ま
ち
」
と
認
識
で
き
る
範
囲
(
地
域
)
の
中
で
、

住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
地
域

の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
総
合
的
に
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
ま
ち
」
と
い
う
意
味
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

支
援
施
策
に
共
通
す
る
基
本
的
な
理
念
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
の

ケ
l
ス
ス
タ
デ
ィ
を
踏
ま
え
て
、
全
市
に
お
い
て
市
民
主

体
の
総
合
的
な
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
段
階
へ
至

っ
て
い
る
。
地
域
の
発
展
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支

援
施
策
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
と
、
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
行
政
の

弊
害
を
乗
り
越
え
た
地
域
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
諜

題
で
あ
る
。

、
地
域
の
ゆ
る
や
か
な
連
携
に
よ
る

f
協
働
と
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
十
六
年
三
月
、
神
戸
市
で
は
「
市
民
の
知
恵
と
力

が
生
き
る
、
個
性
豊
か
で
魅
力
と
活
力
と
に
あ
ふ
れ
た
地

域
社
会
の
実
現
」
を
目
的
と
し
て
、
「
神
戸
市
民
に
よ
る

地
域
活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
地
域
と

市
に
よ
る
「
協
働
と
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
枠
組
み
を

整
備
し
た
。
こ
の
条
例
に
も
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
タ

ウ
ン
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
が
生

か
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
条
例
の
中
に
目
指
す
べ
き
地
域
運
営
の
形

と
し
て
、
地
域
組
織
の
「
ゆ
る
や
か
な
連
携
」
が
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
は

一
つ
の
成
果
で
あ
ろ
う
。
今
後
と
も
、
地

域
の
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、

市
民
主
体
の
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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を
構
成
す
る
個
々
の
自
律
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な
生
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ト
タ
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検
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検
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す
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が
、
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ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

主
な
知
見
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

地
域
活
動
の
活
性
化
に
専
門
家
の
派
遣
が
有
効
で
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る

本
市
に
は
か
ね
て
よ
り
、
ハ
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ド
面
で
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
の
た
め
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
学
識
経
験
者
な
ど

の
専
門
家
を
派
遣
す
る
制
度
が
存
在
し
た
が
、
こ
う
し
た

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
存
在
が
地
域
活
動
全
般
の
活
性
化
を
後

押
し
し
て
い
る
ケ
l
ス
が
多
い
。

②

行
政
の
窓
口
と
な
る
職
員
が
存
在
す
る
地
域
で
は
、

行
政
に
対
す
る
親
近
感
・
満
足
感
が
高
い

住
環
境
整
備
事
業
や
都
市
計
画
事
業
に
お
い
て
は
、
当

該
地
域
を
担
当
す
る
行
政
職
員
が
、
結
果
的

に
当
該
事
業
に
限
ら
ず
行
政
全
般
の
相
談
役

の
よ
う
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
多
く
、
こ
う

し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
的
な
応
対
が
行
政
に
対

す
る
親
近
感
・
満
足
感
に
つ
な
が
る
ケ
l
ス

が
多
い
。

③
各
種
組
織
が
ゆ
る
や
か
に
連
携
し
て
い
る

地
域
で
は
地
域
活
動
が
活
発
で
あ
る

神
戸
市
の
各
地
域
に
は
、
自
治
会
、
婦
人

会
、
老
人
会
な
ど
の
地
縁
型
の
地
域
組
織
に

加
え
、
前
述
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
は
じ
め
、
防

犯
や
青
少
年
育
成
な
ど
の
テ
l
マ
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
組
織
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
バ
ラ
バ
ラ

に
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
ゆ
る
や
か
に
結
び
付
い
て
い

る
地
域
で
は
、
地
域
や
行
政
の
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
、

地
域
活
動
に
も
多
く
の
住
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る
な
ど
、

地
域
活
動
が
活
発
化
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る

④

地
域
の
事
務
局
の
役
割
を

し
て
い
る
「
地
域
の
核
」
が

重
要

-砂

自
治
会
館
や
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
地
域
活
動
の

拠
点
に
お
い
て
、
事
務
局
の

役
割
を
務
め
る
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
な
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
が

「
地
域
の
核
」
と
な
り
、
地

域
活
性
化
の
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
が
、
「
ま

地域あげてのクリーンアップ(落書き消し)(六甲アイランド地区)

ち
育
て
サ
ボ

l
タ
l
制
度
」

や
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
活

動
助
成
(
地
域
提
案
型
助
成
)

制
度
」
の
創
設
、
区
役
所
の

予
算
の
充
実
お
よ
び
組
織
の

再
編
・
強
化
な
ど
、
今
日
の

具
体
的
な
地
域
支
援
施
策
に

結
実
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
過
程

で
、
本
市
で
は
「
コ
ン
パ
ク

ト
タ
ウ
ン
」
と
い
う
語
を
、

専
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
上

の
文
脈
の
中
で
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
は
「
住
民

が

「わ
が
ま
ち
」
と
認
識
で
き
る
範
囲
(
地
域
)
の
中
で
、

住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
地
域

の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
総
合
的
に
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
ま
ち
」
と
い
う
意
味
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

支
援
施
策
に
共
通
す
る
基
本
的
な
理
念
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
の

ケ
l
ス
ス
タ
デ
ィ
を
踏
ま
え
て
、
全
市
に
お
い
て
市
民
主

体
の
総
合
的
な
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
段
階
へ
至

っ
て
い
る
。
地
域
の
発
展
段
階
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支

援
施
策
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
と
、
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
行
政
の

弊
害
を
乗
り
越
え
た
地
域
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
諜

題
で
あ
る
。

、
地
域
の
ゆ
る
や
か
な
連
携
に
よ
る

f
協
働
と
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
十
六
年
三
月
、
神
戸
市
で
は
「
市
民
の
知
恵
と
力

が
生
き
る
、
個
性
豊
か
で
魅
力
と
活
力
と
に
あ
ふ
れ
た
地

域
社
会
の
実
現
」
を
目
的
と
し
て
、
「
神
戸
市
民
に
よ
る

地
域
活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
地
域
と

市
に
よ
る
「
協
働
と
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
枠
組
み
を

整
備
し
た
。
こ
の
条
例
に
も
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
タ

ウ
ン
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
が
生

か
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
条
例
の
中
に
目
指
す
べ
き
地
域
運
営
の
形

と
し
て
、
地
域
組
織
の
「
ゆ
る
や
か
な
連
携
」
が
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
は

一
つ
の
成
果
で
あ
ろ
う
。
今
後
と
も
、
地

域
の
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、

市
民
主
体
の
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
-
つ
く
り
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香
川
県
善
通
寺
市

コ
ン
パ
ク
ト
恕
ま
ち
づ
く

D
で

市
街
地
の
活
力
を
生

豊
か
な
農
村
地
域
の
形
成
と
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
目
標

こ
れ
ま
で
の
本
市
長
期
振
興
計
画
は
、
実
現
の
可
能
性

は
と
も
か
く
と
し
て
、
ま
ち
の
量
的
な
拡
大
を
や
み
く
も

に
描
く
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
平
成
十
二
年
度
に
策

定
し
た
第
四
次
善
通
寺
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
人
口

の
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
全
国
的
な
社
会
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
、
「
善
通
寺
市
だ
け
が
人
口
を
増
や
す

こ
と
に
よ
っ
て
元
気
に
な
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
」
と
い
う
現
状
認
識
に
立
ち
策
定
し
た
。
加
え
て
長
引

く
景
気
低
迷
や
、
叫
ば
れ
続
け
る
行
政
改
革
の
必
要
性
、

あ
る
い
は
補
助
金
削
減
な
ど
に
よ
り
、
国
の
企
画
に
基
づ

い
た
ま
ち
づ
く
り
か
ら
地
方
が
独
自
性
を
発
揮
し
、
自
前

で
行
う
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換
を
強
く
意
識
し
、
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
を
重
視
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

当
然
、
こ
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
減
少
に
対
す

る
あ
き
ら
め
と
と
ら
え
ら
れ
、
反
発
や
異
論
は
あ
っ
た
が
、

「
既
に
夢
を
見
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。
現
状
か
ら
目
を
そ

ら
さ
ず
"
い
ま
“
を
出
発
点
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
な
け
れ
ば
、
絵
に
描
い
た
モ
チ
の
基
本
構
想

と
な
っ
て
し
ま
う
」
と
し
て
、
粘
り
強
く
議
論
を
重
ね
、

市
長
公
室

企
画
課
長

-
上
岡

理
解
を
求
め
た
上
で
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
"
ひ
と
“
の
活
力
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

第
四
次
総
合
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
「
人
が
活
き

ま
ち
が
活
き
る
善
通
寺
」
を
将
来
都
市
像
と
し
、
「
新

し
い
活
力
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
」
「
蝶
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
」
「
環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
五
つ
の

政
策
大
綱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
本
市
に
暮

ら
す
"
ひ
と
“
を
メ
イ
ン
テ

l
マ
と
し
た
概
念
で
あ
る
。

厳
し
い
現
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
よ
り
良
い
ま
ち
を
目
指

す
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
視
点
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
、
新
た
な
方
向
性
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
意
味
す
る
も
の
は
つ
ま
り
、
ま
ち
の
「
活
力
」

の
源
は
、
都
市
と
し
て
の
物
的
資
源
か
ら
生
ま
れ
る
の
で

は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
心
の
あ
り
方
と
い
っ

た
質
的
な
も
の
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
公
共
事
業

や
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
ま
ち
の
活
力
再
生
を
図
る
の

で
は
な
く
、
現
実
に
市
に
住
む
"
ひ
と
“
の
活
力
が
ま
ち
の

活
力
を
生
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、
市
民
の
市
街
地
居
住
促
進
で

f
活
性
化
を
推
進
ヘ

等
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こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
り
、
都
市
基
盤
整
備
に
お
い
て

も
、
拡
大
・
拡
散
と
い
う
方
向
性
で
は
な
く
、
本
市
の
都

市
と
し
て
の
基
本
的
な
性
格
は
「
住
宅
都
市
」
で
あ
る
と

い
う
基
本
視
点
に
立
ち
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
「
消
費
」
を
中

心
と
し
た
対
策
で
は
な
く
、
行

き
過
ぎ
た
土
地
利
用
の
拡
散
を

抑
制
し
、
市
民
の
市
街
地
へ
の

居
住
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

推
進
す
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
と

い
う
概
念
を
導
き
出
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
農
村
地
域
の
活

性
化
も
同
時
に
推
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
潤
い
の
あ
る
田
園

「鎌倉通り」歴史とうるおいを感じ させる快適な散策道路
の整備

「自衛隊前j道路と沿道との調和が図られた道路の整備

特

集

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
-
つ
く
り
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ン
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市
街
地
の
活
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を
生

豊
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農
村
地
域
の
形
成
と
都
市
イ
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フ
ラ
整
備
も
目
標
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独
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。
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コンJ'tクトなまちづくり特集

都
市
環
境
の
形
成
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
「
人
が
集
う
機
能
的
な
市
街
地
の
実
現
」

「
農
地
の
保
全
と
豊
か
な
農
村
地
域
の
形
成
」
「
生
活
や
経

済
活
動
を
支
え
る
都
市
基
盤
の
整
備
」
を
基
本
目
標
と
し
、

各
事
業
の
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

「
人
が
集
う
機
能
的
な
市
街
地
の
実
現
」
に
お
い
て
は
、

"
光
と
活
力
の
創
造
“
が
代
表
的
な
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
る
。
人
が
歩
い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
歩
道

い路成ど農る事う活い設水成村全 施街事での
るな、の業ほ業水用のをや」地と E し並業き拡
ど農担者かを環で場市たで 豊陸てみ、る幅
の道い支、実境きと民めは域か地いをあょや
整・手援認施整るしの池、のなのる保るう広
備水育な定す備よて憩施出形農保 。全 いに場
に一 一=ー ー で .7__........_ すは夜の
取 H¥司町画監盟圃亘温品温固・h刊'望渇誼ヨ墜さs る歴問整
りド、E・B周唄E・E・園田里震幅「智正孟摩翠過陸 た史景備
組 | 冨岡恥~園田園幽註ι二三二語尾 め的観を
ん l aJ 戸‘司圃匝R・!IlI'JII彊陸曹慰留軍Z事酔轟""，. の ・整図
で L 彊L1 PR夜明週~-a.:. / ¥-... _ 景文備る
町一~ l' .. ~ ， r .;J_ ‘沼:品品齢臨時晶画副 観化をと

ー 一一一一一一一一一ー条的ぢと

例建つも
の造光に
検物の
討をま市
な重ち内
ど視づを
をしく回
実たり廊

JR善通寺駅前夜間崇観照明 (写真提供/(株)石井幹子デザイ ン事務所)

「
生
活
や
経
済
活
動
を
支
、
え
る

都
市
基
盤
の
整
備
」
と
し
て
は
、

下
水
道
の
整
備
や
上
水
道
施
設

の
更
新
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
"
ひ
と
の
活
動
“
と
い
う
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
最
大
の
テ
ー

マ
と
リ
ン
ク
し
た
上
で
と
ら

え
、
都
市
基
盤
と
し
て
必
要
な

整
備
を
逐
次
実
施
し
て
い
る
。

(
住
宅
都
市
と
し
て
の
魅
力
の
創
造
を
追
求

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
住
宅
都
市
と
し
て

の
魅
力
の
創
造
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
当
に
暮
ら
し
ゃ
す

い
ま
ち
と
は
何
か
、
本
市
の
地
理
的
・
歴
史
的
な
諸
条
件

か
ら
最
も
望
ま
し
い
都
市
像
は
何
か
、
と
い
う
根
本
的
な

視
点
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
と
い
う
概
念

は
、
本
市
の
ま
ち
ε

つ
く
り
の
メ
イ
ン
テ

l
マ
で
あ
り
、
最

大
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

市
町
村
合
併
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
本
市
で
は
こ

の
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
と
し
て
、

独
自
の
ま
ち
づ
く
り
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
挑
戦
を
続

け
て
い
る
。
地
方
分
権
や
三
位

一
体
の
改
革
な
ど
、
市
を

取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
混
迷
を
帯
び
て
く
る
が
、

"
ひ
と
“
の
活
力
さ
え
あ
れ
ば
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
も

の
と
信
じ
て
い
る
。

「おしゃべり広場」まちなかの快適空聞を活用した、みんなの楽しい
スペース

~誠誠治2005・12月号33 
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市
=
田
五
柑
》
の

申
心
市
街
地
を
再
生
ヘ

生
活
空
間
と
観
光
文
化
が
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り

特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

集

日
向
固
燭
《-

10 

宮
崎
県
日
向
市

市
街
地
開
発
課

主査

・

古
谷
政
幸

明
美
な
自
然
と
歴
史
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
で
あ
る
。

日
向
市
は
宮
崎
県
北
部
に
位
置
し
、
温
暖
な
気
候
と
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
海
に
聞
け
た
地
形
を
活
か
し
て、

古
く
か
ら
交
易
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年

に
県
内
六
番
目
の
市
と
し
て
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、

重

要
港
湾
細
島
港
を
拠
点
に
港
湾
工
業
都
市
と
し

|

|

て
発
展
を
遂
げ
て
き
た
人
口
約
六
万
人
の
都
市

で
あ
る
。
平
成
十
八
年
二
月
に
は
、
「
若
山
牧
水

の
生
誕
地
」
東
郷
町
を
編
入
合
併
し
、
新
生
日

向
市
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

美
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸
の
あ
る
日
豊
海
岸
固

定
公
園
に
は
、
七
十
メ
ー
ト
ル
の
柱
状
節
理
の

断
崖
が
青
い
海
原
に
そ
そ
り
立
つ

「
馬
ケ
背
」

が
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ま

た
、
神
武
天
皇
の
東
征
伝
説
上
の
船
出
の
地
と

し
て
知
ら
れ
る

「美
々
津」

は
、
江
戸
時
代
後

期
か
ら
明
治
時
代
の
回
船
問
屋
の
繁
栄
と
建
築

歴
史
が
街
並
み
に
残
っ
て
お
り
、

「重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

当
市
は
風
光

(
一
一
一
位
一
体
の
都
市
空
間
づ
く
り
を
目
指
す

日
向
市
駅
を
核
と
し
た
中
心
市
街
地
は
、
隣
接
二
町
五

村
を
含
め
た
圏
域
民
に
と
っ

て、

「人
・
物

・
情
報
」
の

集
発
散
の
場
と
し
て
昔
か
ら

親
し
ま
れ
、
育
て
ら
れ
て
き

た
地
域
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

都
市
化
に
よ
る
市
街
地
の
外

延
的
な
拡
大
に
よ
り
、
定
住

人
口
は
半
減
し
、
都
市
基
盤

の
未
整
備
に
よ
り
、
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
た
。

ま
た
、
消
費
者
ニ
l
ズ
の

変
化
な
ど
と
併
せ
、
郊
外
型

大
型
四
庖
舗
の
進
出
も
相
ま

っ
て
、
中
心
市
街
地
の
大
型

四
庖
舗
の
撤
退
な
ど
に
よ

34 

り、

平
成
十

一
年
度
に
は
空
き
庖
舗
率
が
約
二
八
%
と
な

り
、
商
業
機
能
や
街
な
か
の
都
市
活
動
の
衰
退
が
進
行
し

て
い
っ
た
。

2005・12月号

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

当
市
は
街
な
か
の
活
性

化
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
同
八
年
度
か
ら
中
心
市
街
地

活
性
化
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
基
幹
事
業
と
し

て
、
市
施
行
に
よ
る
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
、
県
事

業
に
よ
る

J
R
日
豊
本
線
鉄
道
高
架
事
業
、
地
元
商
庖
会

に
よ
る
商
業
集
積
整
備
事
業
と
、
ま
さ
に
三
位

一
体
で
日

向
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
都
市
空
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

(写
真
グ
ラ
ビ
ア
)
。

:i組踊~

、
地
域
間
交
流
拠
点
の
駅
舎
づ
く
り
に

f
地
元
材
を
活
用

ま
ち
の
核
と
な
る
駅
は
、
単
な
る
交
通
駅
か
ら
脱
却
し
、

地
域
間
交
流
の
拠
点
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

実
現
に
向
け
て
、
鉄
道
高
架
、
駅
舎
を
は
じ
め
と
す
る
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
計
画
当
初
か
ら
都

市
景
観
、
建
築
界
に
お
い
て
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

東
京
大
学
大
学
院
教
授
篠
原
修

・
内
藤
康
両
教
授
の
監
修

を
受
け
な
が
ら
進
め
た
。
駅
舎
部
に
お
け
る
高
架
橋
の
柱

間
隔
を
通
常
よ
り
広
げ
、
よ
り
自
由
な
高
架
下
空
間
の
活

用
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
宮
崎
県
は
、
杉
素
材
生
産
高
が
十
四
年
連
続
日
本

一
で
あ
り
、
中
で
も
日
向
圏
域
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
駅
舎
大
屋
根
に
は
、
地
元
産
の
杉
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
、
平
成
十
八

年
度
の
完
成
に
向
け
て
工
事
は
佳
境
を
迎
え
て
い
る
。
完

成
後
、
杉
素
材
の
ア
ピ
ー
ル
お
よ
び
杉
材
構
造
体
推
進
の

一
翼
を
担
い
、
か
っ
、
日
向
圏
域
民
に
と
っ
て
も
誇
り
と

な
る
駅
舎
が
誕
生
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

市
=
田
五
柑
》
の

申
心
市
街
地
を
再
生
ヘ

生
活
空
間
と
観
光
文
化
が
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り

特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
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こ
と
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ま
た
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は
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杉
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が
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連
続
日
本
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で
あ
り
、
中
で
も
日
向
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域
が
大
き
な
シ
ェ
ア
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占
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る
こ
と
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、
駅
舎
大
屋
根
に
は
、
地
元
産
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杉
材
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ふ
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だ
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に
使
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と
と
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在
、
平
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十
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年
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の
完
成
に
向
け
て
工
事
は
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え
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完

成
後
、
杉
素
材
の
ア
ピ
ー
ル
お
よ
び
杉
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構
造
体
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進
の

一
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か
っ
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日
向
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も
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り
と

な
る
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が
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。



コンI~ク卜なまちづくり特集

、、

駅
を
核
と
す
る
幻
世
紀
プ
ラ
ザ
ゾ

l
ン
を

f
情
報
発
信
基
地
に

市
は
、
中
心
市
街
地
を
商
庖
街
と
圏
域
の
地
域
産
物
が

連
携
す
る
日
常
生
活
空
間
、
お
よ
び
機
能
的
で
快
適
な
交

流
空
間
の
創
造
を
目
指
す
「
生
活
・
文
化
交
流
拠
点
地
域
」

と
位
置
付
け
、
に
ぎ
わ
い
の
再
創
出
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

特
に
、
昼
間
交
流
人
口
増
を
目
指
し
、
駅
を
核
と
す
る

約
十

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
二
十

一
世
紀
プ
ラ
ザ
ゾ

I
ン
と
位

置
付
け
、
駅
舎
高
架
下
を
圏
域
の
観
光
、
農
林
水
産
物
、

食
文
化
な
ど
の
情
報
発
信
基
地
と
し
、
新
設
さ
れ
る
交
流

広
場
と
野
外
ス
テ
ー
ジ
の

一
体
的
な
活
用
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
の
付
加
価
値

を
高
め
る
仕
掛
け
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
街
な

か
の
居
住
促
進
に
も
努
め
て
い
る
(
写
真
1
)
。

、
公
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が

f
市
民
ク
ル

l
プ
を
誕
生

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
「
人
と
機
能
装
置
」
の
混

在
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
行
政

主
導
を
改
め
、
民
意
の
参
画
を
積
極
的
に
進
め
た
。
計
画

構
想
の
時
点
か
ら
商
工
会
議
所
、

商
庖
主
、
市
民
、
専
門
家
と
行
政

が

一
体
と
な
っ
て
、
日
向
圏
域
の

顔
に
ふ
さ
わ
し
い
中
心
市
街
地
を

目
指
し
た
。

「
人
を
集
め
る
」
「
人
を
回
遊
さ

せ
る
」
「
人
を
留
め
る
」
仕
掛

け
・
装
置
づ
く
り
を
ハ

l
ド
と
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
徹
底
的
に
議
論

し
な
が
ら
、
整
備
方
針
を
決
定
し

て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
実
を
結

び
、
女
性
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
戦
略
会
議
な
ど
が

誕
生
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
規
範
を
作
成
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
発
掘
な
ど
に
「

一
人

一
役

以
上
」
を
合
言
葉
に
、
民
間
主
体
の
積
極
的
な

行
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
(
写
真
2
)
。

、
小
学
生
に
対
す
る

f
ま
ち
づ
く
り
課
外
授
業
の
実
施

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

自

に
も
、
現
在
進
め
ら
れ

詰

て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の

」

状
況
を
教
え
、
自
分
た

一

ち
の
住
む
ま
ち
に
興

ヰ

味
、
関
心
を
持
っ
て
も

=

ら
い
、
い
ろ
ん
な
意
見
、

=

発
想
を
返
し
て
も
ら
う

ロ

こ
と
は
、
事
業
を
進
め

=

る
上
で
も
、
と
て
も
意

思
A

義
深
い
こ
と
だ
と
考
え

た
。

義

そ

こ

で

A
町

…

略
平
成
十
六
年

戦

…
プ
度
、
市
立
富

一一一コ

川
…
高
小
学
校
六

一
一
一
!

?
年
生
を
対
象

E

日
…
に
、
総
合
的
な
学
習
時
間
五
十
時
間
を
活
用
し

羽
…
た
ま
ち
づ
く
り
課
外
授
業
を
実
施
し
た
。
地
場

肱
…
産
の
杉
素
材
を
使
い
、
自
分
た
ち
と
ま
ち
の
人

伽
…
た
ち
が
連
携
し
て
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
屋
台
づ

1

く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

ロ
…
事
こ
の
企
画
を
具
体
的
に
提
案
し
た
デ
ザ
イ
ナ

写真4 地元商!苫街による自主運営イベン卜欽ちゃん球団「コ
ルデンコールス」歓迎式典

写真3 次世代への架け橋、富高小学校・課外授業「移動式
夢空間」

ど

フr、ι
申ま 諒
心ち 働
市を で
街愛 あ
地し る
の育 722
求て 雲
心る す
力心 こそ
にが u 祭街引はしたけちを 二(株)1 
りなき、た 。ての務人内
、か継学 コ;雫サ夢めが回南
でが校三車、-+'の、中洋雲
行れか口的小実子心行勝
わ、らのに l現どにの志
れ事市屋完トにも講有氏
る宍に台成し向た師志と

イ
ベ
ン
ト
な

中
心
市
街
地
の
求
心
力
回
復
は
、
住
む
人
、
訪
れ
る
人
、

活
動
す
る
人
の
集
合
体
に
よ
る
日
常
生
活
空
間
を
活
か
し

て
、
観
光
経
済
も
意
識
し
た
「
ま
ち
を
愛
す
る
心
・
育
て

る
心
」
を
育
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

住
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
の
提
供
と
共
有
化
に
努
め
、
意

見
が
反
映
さ
れ
る
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
に
は
、
街
な
か
の
道
路

や
公
固
な
ど
の
公
共
施
設
は
、
交
通
規
制
や
使
用
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
規
制
の
柔
軟
な
対
応
が
今
後
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
く
る
。
使
い
勝
手
の
良
い
ま
ち
こ
そ
が
、
元
気

な
ま
ち
と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
て
い

る
(
写
真
4
)
。
今
後
も
「
人
づ
く
り
と
地
域
連
携
強
化
」

を
図
り
つ
つ
、
生
活
空
間
と
観
光
文
化
が
交
流
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

姐~ω2005・12月号35 

コンI~ク卜なまちづくり特集

、、

駅
を
核
と
す
る
幻
世
紀
プ
ラ
ザ
ゾ

l
ン
を

f
情
報
発
信
基
地
に

市
は
、
中
心
市
街
地
を
商
庖
街
と
圏
域
の
地
域
産
物
が

連
携
す
る
日
常
生
活
空
間
、
お
よ
び
機
能
的
で
快
適
な
交

流
空
間
の
創
造
を
目
指
す
「
生
活
・
文
化
交
流
拠
点
地
域
」

と
位
置
付
け
、
に
ぎ
わ
い
の
再
創
出
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

特
に
、
昼
間
交
流
人
口
増
を
目
指
し
、
駅
を
核
と
す
る

約
十

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
二
十

一
世
紀
プ
ラ
ザ
ゾ

I
ン
と
位

置
付
け
、
駅
舎
高
架
下
を
圏
域
の
観
光
、
農
林
水
産
物
、

食
文
化
な
ど
の
情
報
発
信
基
地
と
し
、
新
設
さ
れ
る
交
流

広
場
と
野
外
ス
テ
ー
ジ
の

一
体
的
な
活
用
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
の
付
加
価
値

を
高
め
る
仕
掛
け
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
街
な

か
の
居
住
促
進
に
も
努
め
て
い
る
(
写
真
1
)
。

、
公
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が

f
市
民
ク
ル

l
プ
を
誕
生

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、
「
人
と
機
能
装
置
」
の
混

在
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
行
政

主
導
を
改
め
、
民
意
の
参
画
を
積
極
的
に
進
め
た
。
計
画

構
想
の
時
点
か
ら
商
工
会
議
所
、

商
庖
主
、
市
民
、
専
門
家
と
行
政

が

一
体
と
な
っ
て
、
日
向
圏
域
の

顔
に
ふ
さ
わ
し
い
中
心
市
街
地
を

目
指
し
た
。

「
人
を
集
め
る
」
「
人
を
回
遊
さ

せ
る
」
「
人
を
留
め
る
」
仕
掛

け
・
装
置
づ
く
り
を
ハ

l
ド
と
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
徹
底
的
に
議
論

し
な
が
ら
、
整
備
方
針
を
決
定
し

て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
実
を
結

び
、
女
性
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
戦
略
会
議
な
ど
が

誕
生
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
規
範
を
作
成
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
発
掘
な
ど
に
「

一
人

一
役

以
上
」
を
合
言
葉
に
、
民
間
主
体
の
積
極
的
な

行
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
(
写
真
2
)
。

、
小
学
生
に
対
す
る

f
ま
ち
づ
く
り
課
外
授
業
の
実
施

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

自

に
も
、
現
在
進
め
ら
れ

詰

て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の

」

状
況
を
教
え
、
自
分
た

一

ち
の
住
む
ま
ち
に
興

ヰ

味
、
関
心
を
持
っ
て
も

=

ら
い
、
い
ろ
ん
な
意
見
、

=

発
想
を
返
し
て
も
ら
う

ロ

こ
と
は
、
事
業
を
進
め

=

る
上
で
も
、
と
て
も
意

思
A

義
深
い
こ
と
だ
と
考
え

た
。

義

そ

こ

で

A
町

…

略
平
成
十
六
年

戦

…
プ
度
、
市
立
富

一一一コ

川
…
高
小
学
校
六

一
一
一
!

?
年
生
を
対
象

E

日
…
に
、
総
合
的
な
学
習
時
間
五
十
時
間
を
活
用
し

羽
…
た
ま
ち
づ
く
り
課
外
授
業
を
実
施
し
た
。
地
場

肱
…
産
の
杉
素
材
を
使
い
、
自
分
た
ち
と
ま
ち
の
人

伽
…
た
ち
が
連
携
し
て
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
屋
台
づ

1

く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

ロ
…
事
こ
の
企
画
を
具
体
的
に
提
案
し
た
デ
ザ
イ
ナ

写真4 地元商!苫街による自主運営イベン卜欽ちゃん球団「コ
ルデンコールス」歓迎式典

写真3 次世代への架け橋、富高小学校・課外授業「移動式
夢空間」

ど

フr、ι
申ま 諒
心ち 働
市を で
街愛 あ
地し る
の育 722
求て 雲
心る す
力心 こそ
にが u 祭街引はしたけちを 二(株)1 
りなき、た 。ての務人内
、か継学 コ;雫サ夢めが回南
でが校三車、-+'の、中洋雲
行れか口的小実子心行勝
わ、らのに l現どにの志
れ事市屋完トにも講有氏
る宍に台成し向た師志と

イ
ベ
ン
ト
な

中
心
市
街
地
の
求
心
力
回
復
は
、
住
む
人
、
訪
れ
る
人
、

活
動
す
る
人
の
集
合
体
に
よ
る
日
常
生
活
空
間
を
活
か
し

て
、
観
光
経
済
も
意
識
し
た
「
ま
ち
を
愛
す
る
心
・
育
て

る
心
」
を
育
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

住
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
の
提
供
と
共
有
化
に
努
め
、
意

見
が
反
映
さ
れ
る
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
に
は
、
街
な
か
の
道
路

や
公
固
な
ど
の
公
共
施
設
は
、
交
通
規
制
や
使
用
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
規
制
の
柔
軟
な
対
応
が
今
後
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
く
る
。
使
い
勝
手
の
良
い
ま
ち
こ
そ
が
、
元
気

な
ま
ち
と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
て
い

る
(
写
真
4
)
。
今
後
も
「
人
づ
く
り
と
地
域
連
携
強
化
」

を
図
り
つ
つ
、
生
活
空
間
と
観
光
文
化
が
交
流
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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特

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
e

つ
く
り

集

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局

商
務
流
通
グ
ル
ー
プ
中
心
市
街
地
活
性
化
室

コ
ン
パ
ク
ト

霊E
D再

現
。房
を，3，
目れ
tる
τ 

、
ま
ち
づ
く
り
三
法
以
降
の

f
関
連
政
策
見
直
し
に
着
手

経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
昨
年
九
月
か
ら
産
業
構
造

審
議
会
流
通
部
会
お
よ
び
中
小
企
業
政
策
審
議
会
商
業
部

会
の
合
同
会
議
を
設
置
し
、
「
大
規
模
小
売
庖
舗
に
お
け

る
小
売
業
の
事
業
活
動
の
調
整
に
関
す
る
法
律
」
か
ら
い

わ
ゆ
る
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
(
中
心
市
街
地
活
性
化
法

(
注
)
、
大
規
模
小
売
庖
舗
立
地
法
(
以
下
「
大
庖
立
地
法
」
)
、

都
市
計
画
法
)
へ
の
政
策
転
換
以
降
の
中
心
市
街
地
を
巡

る
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
関
連
政
策
に
つ
い
て
、
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
規
模
小
売
庖
舗
の
出
庖
の
あ
り
方
を
律
す
る
法
的
枠

組
み
は
、
「
大
型
店

V
S
中
小
庖
」
と
い
う
問
題
か
ら
、

「
中
心
市
街
地

V
S
郊
外
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
全
体
に

関
す
る
立
地
場
所
の
問
題
に
変
化
し
て
き
た
こ
と
、
規
制

緩
和
や
地
方
分
権
と
い
っ
た
囲
内
に
お
け
る
行
政
改
革
の

進
展
や
平
成
七
年

一
月
に
世
界
貿
易
機
関
が
設
立
さ
れ
、

「
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
」
が
発
効
す
る

な
ど
の
国
内
外
の
環
境
が
変
化
し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、

平
成
十
年
に
大
き
く
転
換
さ
れ
た
。

転
換
後
の
法
律
上
の
枠
組
み
(
ま
ち
づ
く
り
三
法
)
は
、

「
立
地
場
所
の
問
題
へ
の
対
応
」
と
「
中
心
市
街
地
の
活
性

化
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
大
型

庖
の
立
地
が
可
能
な
地
域
と
不
可
能
な
地
域
を
律
し
、
立

地
場
所
が
決
定
し
た
後
の
大
型
庖
に
つ
い
て
は
、
大
庖
立

地
法
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
や
騒
音
な
ど
の
周
辺
の
生
活
環

境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
る

一
方
、
中

心
市
街
地
活
性
化
法
お
よ
び
各
種
の
支
援
策
に
よ
り
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

注

商中
業心
等市
り街
1古地
性に
年お
りけ
る
体古
的 Jt
J任制
進型
民返
す備
る改
法善
律及
ぴ

、、
申
心
市
街
地
衰
退
が

f
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
危
機
に

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
七
年
間
の
状
況
を
見
る
と
、

中
心
市
街
地
の
状
況
は
必
ず
し
も
改
善
し
て
い
る
と
は
言

い
が
た
く
、
中
心
市
街
地
が
衰
退
す
る
こ
と
に
伴
い
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
危
機
」
と
も
一言
尽
え
る
構
造
的
な
停
滞

感
・
閉
塞
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ま
ち
づ
く
り
三
法
へ
の
政
策
転
換
以

降
の
中
心
市
街
地
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、
そ

の
問
の
関
連
政
策
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
う
こ
と
を
通
じ

て
、
状
況
を
解
明
し
、
今
後
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
合

同
会
議
の
主
要
な
目
的
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
経
て
、
中
心
市
街
地
の
置
か
れ
た

状
況
は
多
様
で
あ
り
、
中
に
は
顧
客
・
住
民
ニ

l
ズ
を
見

事
に
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
中

心
市
街
地
が
存
在
す
る

一
方
、
多
く
の
中
心
市
街
地
に
お

い
て
は
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
衰
退

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

、
人
口
減
少
社
会
突
入
で
求
め
ら
れ
る

f
制
度
の
大
変
革

こ
れ
か
ら
わ
が
国
は
人
口
減
少
社
会
へ
と
突
入
す
る
。

二
O
O
七
年
、
早
け
れ
ば
二
O

O
六
年
に
も
人
口
が
減
少
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
明
治
以
降
の
わ
が
国
が
初

め
て
経
験
す
る
長
期
的
な
人
口

減
少
と
な
る
。
高
度
経
済
成
長

期
を
中
心
に
人
口
が
増
加
し
続

け
、
国
の
制
度
も
人
口
増
加
を

前
提
に
設
計
さ
れ
て
い
た
わ
が

国
に
と
っ
て
は
、
長
期
の
人
口

減
少
は
未
曽
有
の
事
態
に
ほ
か

まちづくり専門家によるヒアリング (上)

中心市街地活性化の課題・問題点の意見交換会 (下)

(ともに平成16年度「市町村の中心市街地活性化への取組に対す
る診断・助言事業」より)
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特

コ
ン
パ
ク
ト
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ま
ち
e

つ
く
り

集

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局

商
務
流
通
グ
ル
ー
プ
中
心
市
街
地
活
性
化
室

コ
ン
パ
ク
ト

霊E
D再

現
。房
を，3，
目れ
tる
τ 

、
ま
ち
づ
く
り
三
法
以
降
の

f
関
連
政
策
見
直
し
に
着
手

経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
昨
年
九
月
か
ら
産
業
構
造

審
議
会
流
通
部
会
お
よ
び
中
小
企
業
政
策
審
議
会
商
業
部

会
の
合
同
会
議
を
設
置
し
、
「
大
規
模
小
売
庖
舗
に
お
け

る
小
売
業
の
事
業
活
動
の
調
整
に
関
す
る
法
律
」
か
ら
い

わ
ゆ
る
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
(
中
心
市
街
地
活
性
化
法

(
注
)
、
大
規
模
小
売
庖
舗
立
地
法
(
以
下
「
大
庖
立
地
法
」
)
、

都
市
計
画
法
)
へ
の
政
策
転
換
以
降
の
中
心
市
街
地
を
巡

る
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
関
連
政
策
に
つ
い
て
、
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
規
模
小
売
庖
舗
の
出
庖
の
あ
り
方
を
律
す
る
法
的
枠

組
み
は
、
「
大
型
店

V
S
中
小
庖
」
と
い
う
問
題
か
ら
、

「
中
心
市
街
地

V
S
郊
外
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
全
体
に

関
す
る
立
地
場
所
の
問
題
に
変
化
し
て
き
た
こ
と
、
規
制

緩
和
や
地
方
分
権
と
い
っ
た
囲
内
に
お
け
る
行
政
改
革
の

進
展
や
平
成
七
年

一
月
に
世
界
貿
易
機
関
が
設
立
さ
れ
、

「
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
」
が
発
効
す
る

な
ど
の
国
内
外
の
環
境
が
変
化
し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、

平
成
十
年
に
大
き
く
転
換
さ
れ
た
。

転
換
後
の
法
律
上
の
枠
組
み
(
ま
ち
づ
く
り
三
法
)
は
、

「
立
地
場
所
の
問
題
へ
の
対
応
」
と
「
中
心
市
街
地
の
活
性

化
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
大
型

庖
の
立
地
が
可
能
な
地
域
と
不
可
能
な
地
域
を
律
し
、
立

地
場
所
が
決
定
し
た
後
の
大
型
庖
に
つ
い
て
は
、
大
庖
立

地
法
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
や
騒
音
な
ど
の
周
辺
の
生
活
環

境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
る

一
方
、
中

心
市
街
地
活
性
化
法
お
よ
び
各
種
の
支
援
策
に
よ
り
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

注

商中
業心
等市
り街
1古地
性に
年お
りけ
る
体古
的 Jt
J任制
進型
民返
す備
る改
法善
律及
ぴ

、、
申
心
市
街
地
衰
退
が

f
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
危
機
に

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
七
年
間
の
状
況
を
見
る
と
、

中
心
市
街
地
の
状
況
は
必
ず
し
も
改
善
し
て
い
る
と
は
言

い
が
た
く
、
中
心
市
街
地
が
衰
退
す
る
こ
と
に
伴
い
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
危
機
」
と
も
一言
尽
え
る
構
造
的
な
停
滞

感
・
閉
塞
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ま
ち
づ
く
り
三
法
へ
の
政
策
転
換
以

降
の
中
心
市
街
地
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、
そ

の
問
の
関
連
政
策
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
う
こ
と
を
通
じ

て
、
状
況
を
解
明
し
、
今
後
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
合

同
会
議
の
主
要
な
目
的
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
経
て
、
中
心
市
街
地
の
置
か
れ
た

状
況
は
多
様
で
あ
り
、
中
に
は
顧
客
・
住
民
ニ

l
ズ
を
見

事
に
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
中

心
市
街
地
が
存
在
す
る

一
方
、
多
く
の
中
心
市
街
地
に
お

い
て
は
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
衰
退

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

、
人
口
減
少
社
会
突
入
で
求
め
ら
れ
る

f
制
度
の
大
変
革

こ
れ
か
ら
わ
が
国
は
人
口
減
少
社
会
へ
と
突
入
す
る
。

二
O
O
七
年
、
早
け
れ
ば
二
O

O
六
年
に
も
人
口
が
減
少
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
明
治
以
降
の
わ
が
国
が
初

め
て
経
験
す
る
長
期
的
な
人
口

減
少
と
な
る
。
高
度
経
済
成
長

期
を
中
心
に
人
口
が
増
加
し
続

け
、
国
の
制
度
も
人
口
増
加
を

前
提
に
設
計
さ
れ
て
い
た
わ
が

国
に
と
っ
て
は
、
長
期
の
人
口

減
少
は
未
曽
有
の
事
態
に
ほ
か

まちづくり専門家によるヒアリング (上)

中心市街地活性化の課題・問題点の意見交換会 (下)

(ともに平成16年度「市町村の中心市街地活性化への取組に対す
る診断・助言事業」より)
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な
ら
な
い
。
ま
さ
に
制
度
面
お
よ
び
意
識
面
で
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
口
減
少
に
伴
っ
て
自
治
体
の
税
収
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
状
況
で
は
、
各
自
治
体
自
身
に
よ
る
歳
出
減
な
ど
の

懸
命
な
努
力
が
な
い
限
り
「
持
続
的
な
自
治
体
財
政
」
は

成
り
立
た
な
い
。
ま
た
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

ま
ち
の
担
い
手
も
減
少
・
高
齢
化
し
、
さ
ら
に
車
社
会
の

進
展
な
ど
に
伴
っ
て
住
民
同
士
の
顔
な
じ
み
の
関
係
が
薄

れ
る
中
で
は
、
当
該
地
域
固
有
の
「
社
会
・
文
化
の
継
承
」

は
も
と
よ
り
、
顔
な
じ
み
同
士
の
協
力
関
係
で
あ
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
」
す
ら
困
難
と
な
る
。

、、
申
心
市
街
地
活
性
化
支
揺
に
向
け
て

f
連
絡
協
議
会
を
設
置

「
持
続
的
な
自
治
体
財
政
」
お
よ
び
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
」
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
舞
台
で
あ
る
「
ま
ち
」

を
確
実
に
運
営
し
、
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
と
す
る
上
で
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
れ
ら
の
二
要
素
を

共
に
実
現
し
得
る
「
コ
ン
パ

ク
ト
で
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
む
べ

き
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
、
中
心
市
街

地
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
、

市
町
村
の
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
の
重
点
化
な
ど
に
関
す
る
協
議
を
行
う
「
中
心
市

街
地
活
性
化
関
係
府
省
庁
連
絡
協
議
会
」
(
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
総
務
省
、
農
林
水
産
省
、
警
察
庁
、
文
部

科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
内
閣
府
で
構
成
)
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
の
相
談
な
ど
の
対
応
や
情
報
提

供
を
行
う
政
府
の
統

一
窓
口
で
あ
る
「
中
心
市
街
地
活
性

化
推
進
室
」
を
平
成
十
年
七
月
に
設
置
し
て
い
る
。

、
市
町
村
に
対
す
る
診
断
・
助
言
事
業
と

/
民
間
能
力
の
活
用

中心市街地活性化のすすめ 2004年度版

そ
し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
・
配
布
や
、
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
事
業
と

し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を
テ
l
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
の
開
催
、
商
業
や
都
市
計
画
な
ど
の
専
門
家
を

市
町
村
に
派
遣
し
て
、
中
心
市
街
地
の
現
況
を
把
握
し
、

課
題
の
明
確
化
、
今
後
の
方
向
性
に
関
す
る
助
言
を
行
い
、

当
該
地
域
に
お
け
る
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
を
図
る
と
と
も
に
、
過
去
に
お
い
て
診
断
・

助
言
を
受
け
た
市
町
村
を
対
象
に
具
体
的
な
活
性
化
方
策

な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
「
市
町
村
の
中
心
市

街
地
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
診
断
・
助
言
事

業
」
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

経
済
産
業
省
に
お
い
て
も
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
「
戦

略
的
中
心
市
街
地
商
業
等
活
性
化
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、

民
間
事
業
者
の
能
力
の
活
用
を
図
り
、
多
く
の
中
心
市
街

地
の
範
と
な
る
地
域
に
お
け
る
中
小
商
業
な
ど
を
中
心
と

し
た
先
進
的
・
広
域
的
な
連
携
な
ど
を
図
る
事
業
に
対

し
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
集
中
的
に
直
接
支
援
を
行
っ

て
い
る
。、

、
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
実
施
と

f
総
合
雄
進
体
制
整
備
の
検
討

ま
た
、
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
に
よ
っ
て
中
心
市
街

地
活
性
化
の
取
り
組
み
が
停
滞
し
て
い
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
う
る
人
材
に
対
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
講
習
、
現
地
実
習
に
よ
っ
て
取

得
さ
せ
る
「
人
材
育
成
事
業
(
街
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
」

も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、
市
町
村
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
尊
重
し
つ

つ
、
市
町
村
が
選
択
可
能
な
各
種
支
援
措
置
の
整
備
、
独

自
性
・
先
進
性
・
熟
度
な
ど
の
観
点
か
ら
、
総
体
と
し
て

優
れ
た
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
に
対
す
る
重
点
的

な
支
援
を
講
じ
て
い
く
と
と
も
に
、
「
コ
ン
パ
ク
ト
で
に

ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
中

心
市
街
地
活
性
化
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
体
制
の
整

備
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
な

ど
を
行
う
べ
く
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
改
正
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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な
ら
な
い
。
ま
さ
に
制
度
面
お
よ
び
意
識
面
で
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
口
減
少
に
伴
っ
て
自
治
体
の
税
収
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
状
況
で
は
、
各
自
治
体
自
身
に
よ
る
歳
出
減
な
ど
の

懸
命
な
努
力
が
な
い
限
り
「
持
続
的
な
自
治
体
財
政
」
は

成
り
立
た
な
い
。
ま
た
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

ま
ち
の
担
い
手
も
減
少
・
高
齢
化
し
、
さ
ら
に
車
社
会
の

進
展
な
ど
に
伴
っ
て
住
民
同
士
の
顔
な
じ
み
の
関
係
が
薄

れ
る
中
で
は
、
当
該
地
域
固
有
の
「
社
会
・
文
化
の
継
承
」

は
も
と
よ
り
、
顔
な
じ
み
同
士
の
協
力
関
係
で
あ
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
」
す
ら
困
難
と
な
る
。

、、
申
心
市
街
地
活
性
化
支
揺
に
向
け
て

f
連
絡
協
議
会
を
設
置

「
持
続
的
な
自
治
体
財
政
」
お
よ
び
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
」
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
舞
台
で
あ
る
「
ま
ち
」

を
確
実
に
運
営
し
、
さ
ら
に
豊
か
な
も
の
と
す
る
上
で
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
れ
ら
の
二
要
素
を

共
に
実
現
し
得
る
「
コ
ン
パ

ク
ト
で
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
む
べ

き
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
、
中
心
市
街

地
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
、

市
町
村
の
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
の
重
点
化
な
ど
に
関
す
る
協
議
を
行
う
「
中
心
市

街
地
活
性
化
関
係
府
省
庁
連
絡
協
議
会
」
(
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
総
務
省
、
農
林
水
産
省
、
警
察
庁
、
文
部

科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
内
閣
府
で
構
成
)
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
の
相
談
な
ど
の
対
応
や
情
報
提

供
を
行
う
政
府
の
統

一
窓
口
で
あ
る
「
中
心
市
街
地
活
性

化
推
進
室
」
を
平
成
十
年
七
月
に
設
置
し
て
い
る
。

、
市
町
村
に
対
す
る
診
断
・
助
言
事
業
と

/
民
間
能
力
の
活
用
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そ
し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
・
配
布
や
、
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
事
業
と

し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を
テ
l
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
の
開
催
、
商
業
や
都
市
計
画
な
ど
の
専
門
家
を

市
町
村
に
派
遣
し
て
、
中
心
市
街
地
の
現
況
を
把
握
し
、

課
題
の
明
確
化
、
今
後
の
方
向
性
に
関
す
る
助
言
を
行
い
、

当
該
地
域
に
お
け
る
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
を
図
る
と
と
も
に
、
過
去
に
お
い
て
診
断
・

助
言
を
受
け
た
市
町
村
を
対
象
に
具
体
的
な
活
性
化
方
策

な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
「
市
町
村
の
中
心
市

街
地
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
診
断
・
助
言
事

業
」
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

経
済
産
業
省
に
お
い
て
も
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
「
戦

略
的
中
心
市
街
地
商
業
等
活
性
化
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、

民
間
事
業
者
の
能
力
の
活
用
を
図
り
、
多
く
の
中
心
市
街

地
の
範
と
な
る
地
域
に
お
け
る
中
小
商
業
な
ど
を
中
心
と

し
た
先
進
的
・
広
域
的
な
連
携
な
ど
を
図
る
事
業
に
対

し
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
集
中
的
に
直
接
支
援
を
行
っ

て
い
る
。、

、
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
実
施
と

f
総
合
雄
進
体
制
整
備
の
検
討

ま
た
、
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
に
よ
っ
て
中
心
市
街

地
活
性
化
の
取
り
組
み
が
停
滞
し
て
い
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
う
る
人
材
に
対
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
講
習
、
現
地
実
習
に
よ
っ
て
取

得
さ
せ
る
「
人
材
育
成
事
業
(
街
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
」

も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、
市
町
村
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
尊
重
し
つ

つ
、
市
町
村
が
選
択
可
能
な
各
種
支
援
措
置
の
整
備
、
独

自
性
・
先
進
性
・
熟
度
な
ど
の
観
点
か
ら
、
総
体
と
し
て

優
れ
た
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
事
業
に
対
す
る
重
点
的

な
支
援
を
講
じ
て
い
く
と
と
も
に
、
「
コ
ン
パ
ク
ト
で
に

ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
中

心
市
街
地
活
性
化
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
体
制
の
整

備
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
な

ど
を
行
う
べ
く
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
改
正
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

抱~ω2005・12月号37 



コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
、
つ
く
り

特

集

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
都
市
総
合
事
業
推
進
室

38 

ま
ち
づ
く
り
交
付
盆
に
よ
る

コ
ン
パ
ク
ト
恕
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

、
申
心
市
街
地
再
生
と

f
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
形
成
が
課
題

現
在
、
都
市
の
核
と
な
る
中
心
市
街
地
は
、
居
住
人
口

の
減
少
、
公
共
公
益
施
設
の
郊
外
部
へ
の
移
転
や
郊
外
大

型
庖
の
立
地
と
い
っ
た
原
因
に
よ
り
、
衰
退
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
今
後
、
人
口
が
減
少
し
、
超
高
齢
社
会
と
な
る

中
で
、
都
市
生
活
に
お
け
る
選
択
肢
の
多
様
性
と
利
便
性

を
確
保
す
る
こ
と
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
社
会
に
す

る
こ
と
、
社
会
資
本
の
維
持
・
管
理
・
更
新
を
効
率
化
す

る
こ
と
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
中
心
市
街
地
の

再
生
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
構
造
の
形
成
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

、
申
心
市
街
地
再
生
に
向
け
た

f
政
策
の
「
選
択
と
集
申
」

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
土
交
通
省
は
中
心
市

街
地
の
現
状
・
課
題
に
関
し
て
レ
ビ
ュ
ー
す
る
と
と
も
に
、

今
後
行
う
べ
き
方
策
に
つ
い
て
中
心
市
街
地
再
生
策
お
よ

び
都
市
計
画
の
手
法
の
双
方
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
、

「
中
心
市
街
地
再
生
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に

関
す
る
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
l
会
議
」
を
昨
年
の
十

一
月

か
ら
開
催
し
、
今
年
八
月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。

(
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報
告
書
で
は
、
中
心
市
街
地
再
生
に
向
け
た
政
策
の
方

向
性
と
し
て
、
既
成
市
街
地
の
外
で
は
、
無
秩
序
散
在
型

都
市
構
造
へ
向
か
う
流
れ
に
「
ブ
レ
ー
キ
」
を
掛
け
る

一

方
で
、
既
成
市
街
地
の
中
で
は
、
街
な
か
居
住
な
ど
都
市

機
能
の
誘
導
・
集
約
化
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
自
体
の
振

興
を
図
る
、
つ
ま
り
「
ア
ク
セ
ル
」
を
踏
む
こ
と
を
同
時

に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

す
べ
て
の
都
市
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
都
市
圏
に
お
け
る
各
都
市
の
役
割
や
集
積

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
応
じ
て
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
暮
ら

し
ゃ
す
い
都
市
構
造
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
、
ど
こ
に

広
域
的
都
市
機
能
を
立
地
誘
導
す
る
べ
き
か
が
、
適
正
に

判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
は
、
「
選
択

と
集
中
」
の
観
点
か
ら
、
明
確
な
政
策
的
目
標
を
持
ち
、

効
果
的
な
施
策
の
実
施
に
積
極
的
に
取
り
組
む
市
町
村
、

都
市
経
営
の
観
点
か
ら
責
任
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
主
体
に
対
し
て
、
積
極
的
な
支
援
を
行
う
べ
き
、

と
さ
れ
た
。
、
喜
ら
し
・
に
ぎ
わ
い
再
生
事
業
(
仮
)
創
設

f
な
ど
を
要
求

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
国
土
交
通
省
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
十
八
年

度
予
算
概
算
要
求
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
拡
充
、

2005・12月号

暮
ら
し

・
に
ぎ
わ
い
再
生
事
業
(
仮
称
)
の
創
設
、
都
市

再
生
区
画
整
理
事
業
の
拡
充
な
ど
を
要
求
し
て
い
る
。

(
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備
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こ
の
う
ち
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
拡
充
(
図
1
)
と

し
て
は
、
市
町
村
の
提
案
を
よ
り

一
層
事
業
な
ど
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
係
る

一

定
の
要
件
を
満
た
す
地
区
に
つ
い
て
、
交
付
限
度
額
算
定

の
基
礎
と
な
る
額
に
対
す
る
市
町
村
の
提
案
に
基
づ
く
事

平成17年度予算
巨互E地方の自主性裁量性の大箱な向上 r-A 1，930億円
区互呂手続きの簡素化による使い勝手の大幅な向上 し)

'-y 現在、全国約500市町村
区豆回目標・指標の明確化 742地区のまちづくりを支援中

まちづくり交付金の特徴図1
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ま
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付
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ま
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取
り
組
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、
申
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街
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再
生
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f
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な
都
市
形
成
が
課
題

現
在
、
都
市
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な
る
中
心
市
街
地
は
、
居
住
人
口

の
減
少
、
公
共
公
益
施
設
の
郊
外
部
へ
の
移
転
や
郊
外
大

型
庖
の
立
地
と
い
っ
た
原
因
に
よ
り
、
衰
退
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
今
後
、
人
口
が
減
少
し
、
超
高
齢
社
会
と
な
る

中
で
、
都
市
生
活
に
お
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る
選
択
肢
の
多
様
性
と
利
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を
確
保
す
る
こ
と
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
社
会
に
す

る
こ
と
、
社
会
資
本
の
維
持
・
管
理
・
更
新
を
効
率
化
す

る
こ
と
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
中
心
市
街
地
の

再
生
と
コ
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パ
ク
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な
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市
構
造
の
形
成
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喫
緊
の
課
題

と
な
っ
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い
る
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、
申
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市
街
地
再
生
に
向
け
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f
政
策
の
「
選
択
と
集
申
」

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
土
交
通
省
は
中
心
市

街
地
の
現
状
・
課
題
に
関
し
て
レ
ビ
ュ
ー
す
る
と
と
も
に
、

今
後
行
う
べ
き
方
策
に
つ
い
て
中
心
市
街
地
再
生
策
お
よ

び
都
市
計
画
の
手
法
の
双
方
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
、

「
中
心
市
街
地
再
生
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に

関
す
る
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
l
会
議
」
を
昨
年
の
十
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月
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、
今
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に
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を
取
り
ま
と
め
た
。

(
国
土
交
通
省
ホ
l
ム
ベ

I
ジ
}
号
明
¥¥当
者
芦
田
宮
・
想
・
甘
¥

E
岳山
¥E
∞
E
C日¥宏
¥室。∞
H
O
I
-
V
Z
己
参
照
)

報
告
書
で
は
、
中
心
市
街
地
再
生
に
向
け
た
政
策
の
方

向
性
と
し
て
、
既
成
市
街
地
の
外
で
は
、
無
秩
序
散
在
型

都
市
構
造
へ
向
か
う
流
れ
に
「
ブ
レ
ー
キ
」
を
掛
け
る

一

方
で
、
既
成
市
街
地
の
中
で
は
、
街
な
か
居
住
な
ど
都
市

機
能
の
誘
導
・
集
約
化
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
自
体
の
振

興
を
図
る
、
つ
ま
り
「
ア
ク
セ
ル
」
を
踏
む
こ
と
を
同
時

に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

す
べ
て
の
都
市
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
都
市
圏
に
お
け
る
各
都
市
の
役
割
や
集
積

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
応
じ
て
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
暮
ら

し
ゃ
す
い
都
市
構
造
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
、
ど
こ
に

広
域
的
都
市
機
能
を
立
地
誘
導
す
る
べ
き
か
が
、
適
正
に

判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
は
、
「
選
択

と
集
中
」
の
観
点
か
ら
、
明
確
な
政
策
的
目
標
を
持
ち
、

効
果
的
な
施
策
の
実
施
に
積
極
的
に
取
り
組
む
市
町
村
、

都
市
経
営
の
観
点
か
ら
責
任
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
主
体
に
対
し
て
、
積
極
的
な
支
援
を
行
う
べ
き
、

と
さ
れ
た
。
、
喜
ら
し
・
に
ぎ
わ
い
再
生
事
業
(
仮
)
創
設

f
な
ど
を
要
求

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
国
土
交
通
省
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
十
八
年

度
予
算
概
算
要
求
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
拡
充
、
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こ
の
う
ち
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
拡
充
(
図
1
)
と

し
て
は
、
市
町
村
の
提
案
を
よ
り

一
層
事
業
な
ど
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
係
る

一

定
の
要
件
を
満
た
す
地
区
に
つ
い
て
、
交
付
限
度
額
算
定

の
基
礎
と
な
る
額
に
対
す
る
市
町
村
の
提
案
に
基
づ
く
事

平成17年度予算
巨互E地方の自主性裁量性の大箱な向上 r-A 1，930億円
区互呂手続きの簡素化による使い勝手の大幅な向上 し)

'-y 現在、全国約500市町村
区豆回目標・指標の明確化 742地区のまちづくりを支援中

まちづくり交付金の特徴図1
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計画全体を評価し、採択
〆
〆

'rて

な
従来の補助事業

-個別事業毎に審査、係択

・事業毎に補助率は包定

.事業問の流用不可



コンHク卜なまちづくり特集

業
の
割
合
を
、
現
行
の
一
割
か
ら
二
割
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
(図
2
)

、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
よ
る

f
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
地
域
の
自
主
性
・
裁
量

性
を
高
め
、
市
町
村
の
創
意
工
夫
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
、
平
成
十
六
年
度

に
創
設
さ
れ
た
。
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
、
こ
れ

まちづくり交付金の平成18年度予算慨算要求の慨要

0事業規模の鉱大(1，930億円(H17)→2，600億円(H18))

O中心市街地活性化仁取り組む市町村の提案事業枠の鉱大
中心市在r1也活性化(こ係る一定の要件を満たす地区について、市町村の提案に基づく事業の喜IJ合(提案事業枠)を、
現行の1富IJから2富111こ引き上げる く〉
基幹事業と提案事業の相乗効果、波及効果による、中心市街地の活性化の促進

図2

まちづくり交付金を活用した中心市街地活性化の取り組み

まちなか交通の充実
(!呈案事業)

あ邸吉節点の盤備
(基幹事業)
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区
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形
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市
)

鶴
岡
市
で
は
、
合
併
に
よ
る
行
政
区
域
の
拡
大
に
対
応

し
、
広
く

一
般
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
交

通
ア
ク
セ
ス
の
優
位
性
を
有
す
る
駅
前
の
空
き
庖
舗
を
活

用
し
、
「
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
」
「
市
民
の
活

動
・
交
流
の
場
」
「
市
民
の
憩
い
・
安
ら
ぎ
の
場
」
と
な

る
拠
点
施
設
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

品
川
閣
閣
門
閣
閣

U

1
1
-
富
山
市
で
は
、
富
山
駅
南
側
の
中
心
市

γ
1
.
-

叩
「一

…
街
地
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
市
街
地
再
開
発

巴
4

L
J

一

事
業
と
連
携
し
た
道
路
空
間
の
高
質
化
、

)

広
場
、
駐
輪
場
の
整
備
、
市
民
が
気
軽
に

L
Uづ

利
用
で
き
る
「
お
で
か
け
パ
ス
」
の
試
行

一
行

や

中
心
商
庖
街
地
区
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン

園

内
J

…

一
引
カ
フ
ェ
や
タ
ウ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
証
実

一
一ア一山
一
験
な
ど
、
ソ
フ
ト
か
ら
ハ

1
ド
ま
で
幅
広

一
寸
い
事
業
を
実
施
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化

タ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

、
地
域
事
情
に
応
じ
た

f
最
適
な
ハ

l
ド
整
備
と
ソ
フ
ト
展
開
へ

こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
で
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
最
適
な
ハ

l
ド
整
備
・
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
効
率
的
に
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
た
い
、
制
度
の
内
容
を

詳
し
く
知
り
た
い
な
ど
、
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら、

最
寄
り
の
地
方
整
備
局
(
北
海
道
開
発
局
、
沖
縄
総
合
事

務
局
)
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
担
当
ま
で
ご
相
談
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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コンHク卜なまちづくり特集

業
の
割
合
を
、
現
行
の
一
割
か
ら
二
割
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
(図
2
)

、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
よ
る

f
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
地
域
の
自
主
性
・
裁
量

性
を
高
め
、
市
町
村
の
創
意
工
夫
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
、
平
成
十
六
年
度

に
創
設
さ
れ
た
。
ま
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く
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交
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金
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地
域
づ
く
り
欧
州
見
聞
録

鳥
取
県
倖
若
環
境
部
環
境
政
策
課

・

村

上

哲

朗

全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
大
森
調
塾
長
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)
を
団

長
に
、
塾
生
十
二
人
を
富
む
総
勢
十
四
人
で
、
九
月
十
四
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
の
十
日
間
、
英
国
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
域
づ
く
り
を
調
査
し
た
。

3
日
本
と
の
違
い
を

A
U肌
で
感
じ
る
の
が
海
外
研
修

成
田
空
港
出
発
ロ
ビ

l
で
大
森
団
長
の

「
こ
れ
か
ら
出
発
す
る
研
修
は
、
目
的
の

な
い
旅
で
は
な
く
、
目
的
を
達
成
し
て
必

ず
こ
こ
に
戻
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
あ
、
全
員
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ

と
を
約
束
し
て
出
発
し
よ
う
」
と
の
言
葉

は
、
心
地
よ
い
緊
張
感
を
瞬
時
に
参
加
者

全
員
に
植
え
付
け
た
。
こ
の
短
く
も
含
蓄

あ
る
言
葉
を
受
け
、
私
た
ち
の
海
外
研
修

は
始
ま
っ
た
。

各
訪
問
先
へ
の
質
問
は
事
前
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
参
加
者
全
員
が
出
発

一
カ
月

間
前
か
ら
調
査
し
、
訪
問
地
の
イ
メ
ー

ジ
・
疑
問
を
描
い
た
。
し
か
し
、
「
実
際

に
目
で
見
て
、
聞
い
て
み
な
け
れ
ば
、
物

一一一一一一

事
は
分
か
ら
な
い
」

(
大
森
塾
長
)
、
「
世

の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
知
る
こ
と
が

大
事
」
(
主
任
講
師
宮
口
伺
旭
早
稲
田
大

学
教
授
)
の
教
え
通
り
、
現
場
に
て
直
接

尋
ね
、
日
本
と
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
こ
そ
が
、
こ
の
海
外
研
修
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
、
改
め
て
感
じ
た
。

(
/
固
に
よ
っ
て
異
な
る

え
μ
行
政
サ
ー
ビ
ス

研
修
中
は
英
国
の
ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ド
・
オ
ン
・
エ
イ
ボ
ン
(
以
下
S
O
A
)
、

イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ

1
ニ
ャ
市
ナ
ピ

l
レ
地

区
評
議
会
、
フ
ラ
ン
ス
の

コ
ミ
ュ

l
ン
で

あ
る
プ
ア
ン
シ

l
を
訪
問
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
に
住
む
人
口
は
、
日
本
の
市

に
あ
た
る

S
O
A
が
十

一
万
五
千
人
、
ボ

ロ
l
ニ
ャ
市
の
居
住
自
治
区
で
あ
る
ナ
ビ

ー
レ
地
区
は
六
万
四
千
人
、
日
本
の
町
村

に
当
た
る
プ
ア
ン
シ

l
市
は
七
百
五
十

人
。国

に
よ
り
自
治
体
構
造
や
規
模
が
大
き

く
異
な
る
た
め
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
訪
問
に
よ
っ
て
自
治
体

に
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
自
治
体

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
考
え
方

が
、
日
本
を
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
っ

て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

ク

住
民
の
生
活
満
足
度
調
査
を
実
施

ぷ
〕l
|英
国
・

S
O
A

英
国
の
自
治
体
で
は
「
ベ
ス
ト
・
バ
リ

ュ
ー
-
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
イ
ン
ジ
ケ
ー

タ
l
」
と
い
う
行
政
評
価
指
標
に
よ
り
、

他
の
自
治
体
と
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
比
較

を
行
っ
て
い
る
。
S
O
A
で
は
住
民
の
生 ホロ一二ャ市ナビーレ地区評議会にて

活
満
足
度
を
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ

れ
て
お
り
、
住
民
に
直
接
問
い
掛
け
て
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
方
法
に
、
改
め

て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
ボ
ロ

I
ニ
ャ
市
ナ
ビ

l
レ
地
区
で

は
、
日
本
で
は
な
じ
み
の
薄
い
、
住
民
の

直
接
代
表
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
地
区
評

議
会
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
地
区
評
議
会
の

委
員
は
、
議
会
に
参
加
す
る
ご
と
に
報
酬

を
も
ら
う
た
め
、
定
額
の
報
酬
は
受
け
取

っ
て
い
な
い
。
通
常
、
委
員
は
自
分
の
仕

事
に
専
念
し
て
お
り
、

委
員
は
言
わ
ば
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
。
し
か
し
、

委
員
活

動
に
関
す
る
身
分
保
証
を
国
が
行
う
な

ど
、
住
民
の
政
治
参
加
に
対
す
る
考
え
方

に
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
た
。
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よ
り
自
治
体
構
造
や
規
模
が
大
き

く
異
な
る
た
め
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
訪
問
に
よ
っ
て
自
治
体

に
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
自
治
体

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
考
え
方

が
、
日
本
を
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
っ

て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

ク

住
民
の
生
活
満
足
度
調
査
を
実
施

ぷ
〕l
|英
国
・

S
O
A

英
国
の
自
治
体
で
は
「
ベ
ス
ト
・
バ
リ

ュ
ー
-
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
イ
ン
ジ
ケ
ー

タ
l
」
と
い
う
行
政
評
価
指
標
に
よ
り
、

他
の
自
治
体
と
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
比
較

を
行
っ
て
い
る
。
S
O
A
で
は
住
民
の
生 ホロ一二ャ市ナビーレ地区評議会にて

活
満
足
度
を
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ

れ
て
お
り
、
住
民
に
直
接
問
い
掛
け
て
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
方
法
に
、
改
め

て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
ボ
ロ

I
ニ
ャ
市
ナ
ビ

l
レ
地
区
で

は
、
日
本
で
は
な
じ
み
の
薄
い
、
住
民
の

直
接
代
表
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
地
区
評

議
会
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
地
区
評
議
会
の

委
員
は
、
議
会
に
参
加
す
る
ご
と
に
報
酬

を
も
ら
う
た
め
、
定
額
の
報
酬
は
受
け
取

っ
て
い
な
い
。
通
常
、
委
員
は
自
分
の
仕

事
に
専
念
し
て
お
り
、

委
員
は
言
わ
ば
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
。
し
か
し
、

委
員
活

動
に
関
す
る
身
分
保
証
を
国
が
行
う
な

ど
、
住
民
の
政
治
参
加
に
対
す
る
考
え
方

に
日
本
と
の
違
い
を
感
じ
た
。
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ヌ

必
要
最
小
限
の
鵬
員
で
行
政
サ

l

A
ン
ビ
ス
|
|
仏
・
プ
ア
ン
シ
l

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ア
ン
シ
ー
で

は
、
教
職
員
を
除
く
有
給
職

n
HE

‘

員
人
人
(事
務
的
職
員
二
人、

d

爵
昨
・
J

保
育
園

一
人
、
施
設
の
掃
除

層

ι

や
森
林
な
ど
の
管
理
五
人
)

周

ー

が
、
出
生
、
死
亡
、
結
婚
な

h

ど
の
戸
籍
事
務
、
保
育
所
や

量

a
油

小
学
校
な
ど
の
運
営
、
市
町

同

a

村
道
な
ど
公
共
財
産
の
整
備

吋

血

管
理
、
福
祉
事
務
所
の
運
営

十
五
回

な
ど
を
実
施
。
し
か
し
、

基

一…
曹
、
，

礎
自
治
体
に
も
か
か
わ
ら

旨
k

山

ず
、
住
民
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
国
が
行

う
税
制
上
の
登
録
で
把
握
し
て
い
る
と
の

理
由
か
ら
住
民
登
録
は
行
っ
て
い
な
い
と

聞
き
、

善
か
れ
あ
し
か
れ
必
要
最
小
限
の

人
数
で
必
要
と
さ
れ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
と
い
う
、
公
務
の
原
点
を
見
た
よ
う

な
気
が
す
る
。

司
/
お
も
て
な
し
の
心
に
満
ち
た
観
光

広

都
市
|
|
伊
・
ベ
ネ
チ
ア

一

歴
史
と
文
化
の
資
産
を
有
す
る
国
際
的

な
観
光
地
で
あ
る
ベ
ネ
チ
ア
に
は
、
た
だ

驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
地
盤
沈

下
、
水
質
悪
化
な
ど
種
々
の
問
題
は
あ
る

が
、
都
市
全
体
が
い
わ
ゆ
る
「
お
も
て
な

し
の
心
」
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
こ
と
は
特

筆
す
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
る
。
観
光
都
市

だ
か
ら
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ

が
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
操
る
水
夫
、
ベ
ネ
チ
ア

ン
グ
ラ
ス
を
売
る
庖

員
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ウ

プアンシにて

エ
l
タ
l
、
彼
ら

一
人

ひ
と
り
が
生
み
出
す
言

動
が

「お
も
て
な
し
の

心
」
と
受
け
止
め
ら
れ

た
。
市
民

一
人
ひ
と
り

の
手
に
よ
っ
て
、
国
際

的
な
観
光
地
が
守
ら
れ

て
い
る
実
情
を
強
く
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。

司
/
広
大
な
農
地
で
ス
ロ
ー
な
時
を
過

え
ν
ご
す
|
|
仏
の
置
家
民
泊

今
回
の
研
修
で
最
も
印
象
深
い
訪
問
地

と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
商
業
的

農
家
民
泊
を
想
像
し

て
い
た
私
は
、

「さ
す

が
農
業
大
国
!
」
と

絶
賛
す
る
か
、
農
業

分
野
に
お
け
る
世
界

的
な
貿
易
ル

l
ル
が

「
フ
ラ
ン
ス
の
農
業
さ

え
も
窮
地
に
追
い
込

現
実
を
目
の

ん
だ
」

ベネチアの水夫

当
た
り
に
し

て
、
が
く
ぜ

ん
と
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、

現
実
に
は
そ
の
い
ず
れ
も
感
じ
る

こ
と
な
く
、
た
だ
た
だ
広
大
な
農

地
に
た
た
ず
む
民
宿
で
、
ス
ロ
ー

な
時
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
帰
国
後
、
こ
の
ス
ロ

ー
な
時
と
空
間
が
、

一
番
鮮
明
に

記
憶
に
残
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
、

こ
れ
が
セ

1
ヌ
マ
ル
ヌ
県
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ

ッ
ク
ギ
ャ
ロ

l
氏
が
、
わ
れ
わ
れ

に
伝
え
た
か
っ
た
グ
リ
ー
ン
・
ッ

l
リ
ズ
ム
か
も
し
れ
な
い
。
今
、

研
修
中
に
た
ま
っ
た
業
務
に
追
わ
れ
る
毎

日
を
過
ご
し
な
が
ら
、
私
は
ふ
と
、
パ
リ

ジ
ャ
ン
や
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
が
多
忙
な
生
活

の
息
抜
き
に
農
家

民
宿
す
る
姿
に
思

い
を
は
せ
た
の
で

あ
る
。
参
加
者
の
中
に

は
も
っ
と
貴
重
な

体
験
を
し
た
人
も

い
る
が
、
さ
し
た

る
大
き
な
事
件
も

な
く
、
私
た
ち
の

海
外
研
修
は
幕
を

閉
じ
た
。
今
回
の

研
修
で
、
日
本
で

抱
い
た
疑
問
に
つ
い
て
直
接
尋
ね
、
日
本

と
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
と
い
う
、

当
初

の
目
的
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
大
き
な
成
果
は
、
十
日
間
と
い

う
長
い
期
間
、
寝
食
を
共
に
し
、
同
じ
も

の
を
見
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
こ
と
を
大

森
先
生
、
塾
生
同
士
で
大
い
に
議
論
す
る

こ
と
で
、
改
め
て
日
本
を
、

自
分
た
ち
の

町
を
、
そ
し
て
地
域
づ
く
り
を
、
さ
ら
に

は
自
ら
の
志
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
だ
と
私
は
思
う
。
そ
し
て
恐
ら
く

参
加
者
全
員
が
、
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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職
業
観
の
形
成
を
支
援
す
る

"
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
“

ー
子
供
に
は
社
会
の

夢
を
持
出
荷
拙
い
子
供
へ
の

危
機
感
断
嵩
景
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
菅
谷
明
子
さ
ん
が

書
い
た
本
「
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
」

(
岩
波
新
書
)

と
、
米
国
、

に
よ
る

ニュ

l
ヨ

ー
ク
の
公
共
図
書
館
に

は
充
実
し
た
職
業
情
報

が
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
サ
l
ビ

"苗?“

を
提
供

都
圏
の
小
中
高
で
起
業
家
精
神
を
子
供
た

ち
に
話
す
機
会
を
通
し
て
、
日
本
の
子
供

た
ち
が
将
来
に
対
す
る
夢
を
持
て
な
く
な

っ
て
い
る
現
状
を
悟
っ
た
。
こ
れ
に
危
機

感
を
感
じ
、
「
ち
ょ
っ

と
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い

か、

一
人
の
社
会
人
と

し
て
何
か
お
手
伝
い
で

き
な
い
か
」
と
い
う
思

い
を
強
く
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
。

ス
機
能
を
持
つ
た
め
、

図
書
館
に
通
う
こ
と
で

就
職
の
夢
が
か
な
う
人

が
多
く
存
在
す
る
と
い

う
。
「
N
P
O
未
来
図

書
館
」
実
は
こ
の
本
を
ヒ
ン
ト
に
名
付

け
ら
れ
た
。

代
表
の
久
保
均
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
で

I
T企
業
の
社
長
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
首

久
保
さ
ん
は
、
岩
手

県
で
地
域
活
性
化
の
活

動
を
行
う
人
た
ち
と
の

交
流
を
き
っ
か
け
に
、

I
T企
業
の
社
長
を
辞
め
、
出
身
地
で
あ

る
盛
岡
市
で
平
成
十
六
年
十
二
月
、
未
来

図
書
館
を
発
足
さ
せ
た
。
図
書
館
と
い
う

響
き
か
ら
し
て
、
就
職
に
関
す
る
本
が
何

久保均代表

で
も
そ
ろ
っ
て
い
る
と
い
う
事
務
所
を
想

像
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
予
算
の
関

係
も
あ
っ
て
充
分
に
本
が
そ
ろ
っ
て
い
る

状
態
で
は
な
い
。
就
職
情
報
の
発
信
に
関

し
て
も
こ
れ
か
ら
と
い
う
感
じ
だ
。

現
在
の
活
動
の
基
本
は
、
あ
り
の
ま
ま

の
社
会
を
子
供
た
ち
に
ぶ
つ
け
る
こ
と
。

子
供
た
ち
が
夢
を
持
て
な
い
で
い
る
の
は

「
社
会
が
見
え
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い

か
」
「
社
会
が
見
え
れ
ば
こ
の
状
況
は
改

善
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
未
来
図

書
館
は
分
析
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
子
供
た
ち
が
仕
事
を
通
し

て
社
会
と
触
れ
合
う
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
す

る
事
業
を
中
心
に
、
未
来
図
書
館
は
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

仕
事
ぬ
儒
麟
談
を
通
じ
、

子
供
儒
購
叢
観
を
醸
成

岩
手
県
の
協
力
の
下
、
「
お
仕
事
市
場
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
小
・
中
学
生
を
対
象
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冬
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日
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催
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こ
で
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、
高
校
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が
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販
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を
体
験
す
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チ
ャ
レ
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ジ
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ョ
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発
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の
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こ
こ
で
の
成
果
は
、
現
場
で
活
躍
し
て

い
る
普
通
の
大
人
の
人
た
ち
が
、
生
き
生

き
と
し
た
表
情
で
自
分
の
仕
事
を
紹
介
す

る
姿
に
接
し
、
子
供
た
ち
が
「
私
も
あ
ん

な
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
な
」
と
感
じ
て

く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
普
段
、
何
気
な
く

見
て
い
る
仕
事
の
面
白
さ
が
、
子
供
た
ち

に
も
伝
わ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
中
に

は
最
近
、
興
味
が
薄
れ
て
い
た
看
護
師
希

望
の
子
供
が
、
実
際
に
看
護
師
か
ら
生
の

話
を
聞
く
こ
と
で
「
や
っ
ぱ
り
看
護
師
に

な
り
た
い
」
と
思
い
直
し
た
ケ
l
ス
も
あ

っ
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
今
年
に
入
り
経
済
産
業
省
の

「地
域
自
立

・
民
間
活
用
型
キ
ャ
リ
ア
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
つ
を
受
託
し
、

「イ

l
ハ
ト

l
ブ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

1
企

業
戦
略
体
験
型
職
業
観
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
1
」
を
実
施
中
だ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、

子
供
た
ち
に
働
く
こ
と
の
意
義
・

面
白
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
職
業
観
を

職
業
観
の
形
成
を
支
援
す
る

"
未
来
を
つ
く
る
図
書
館
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子
供
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社
会
の
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供
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菅
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l
ヨ

ー
ク
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あ
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ビ
ジ
ネ
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コ
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タ
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を
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。
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感
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と
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。
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I
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こ
こ
で
の
成
果
は
、
現
場
で
活
躍
し
て

い
る
普
通
の
大
人
の
人
た
ち
が
、
生
き
生

き
と
し
た
表
情
で
自
分
の
仕
事
を
紹
介
す

る
姿
に
接
し
、
子
供
た
ち
が
「
私
も
あ
ん

な
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
な
」
と
感
じ
て

く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
普
段
、
何
気
な
く

見
て
い
る
仕
事
の
面
白
さ
が
、
子
供
た
ち

に
も
伝
わ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
中
に

は
最
近
、
興
味
が
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れ
て
い
た
看
護
師
希

望
の
子
供
が
、
実
際
に
看
護
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か
ら
生
の
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を
聞
く
こ
と
で
「
や
っ
ぱ
り
看
護
師
に

な
り
た
い
」
と
思
い
直
し
た
ケ
l
ス
も
あ

っ
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
今
年
に
入
り
経
済
産
業
省
の

「地
域
自
立

・
民
間
活
用
型
キ
ャ
リ
ア
教

育
プ
ロ
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ェ
ク
ト
」
の

一
つ
を
受
託
し
、

「イ

l
ハ
ト

l
ブ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

1
企

業
戦
略
体
験
型
職
業
観
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
1
」
を
実
施
中
だ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、

子
供
た
ち
に
働
く
こ
と
の
意
義
・

面
白
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
職
業
観
を
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醸
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
岩
手
県
内
の

企
業
を
テ
l
マ
に
高
校
生
に
そ
の
企
業
や

商
品
、
市
場
動
向
を
分
析
し
て
も
ら
い
、

市
場
戦
略
を
立
て
て
、
実
際
に
企
業
に
提

案
し
て
も
ら
う
内
容
だ
。

ま
た
、
小
・
中
学
生
は
、
企
業
や
岩
手

県
産
品
の

T
V
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
企
画
・

制
作
し
、
顧
客
、
商
品

P
R
戦
略
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
参
加
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
子
供
た
ち
の
反
応
は
「
週
に
二

回
や
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
間
が
待
ち
遠

し
い
」
と
楽
し
み
に
さ
れ
る
ほ
ど
の
評
判

で、

学
校
の
先
生
か
ら
も

「指
示
待
ち
の

子
供
が
、
自
分
た
ち
か
ら
発
言

・
行
動
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
態
度
の
変
化
に
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業
。
こ
れ
か
ら
の

子
供
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
そ

う
だ
。起

業
家
膏
成
と

海
外
緋
軍
支
援
も

未
来
図
書
館
が
行
う
の
は
、
子
供
の
就

職
支
援
だ
け
で
は
な
い
。
岩
手
県
か
ら
の

委
託
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成

支
援
事
業
と
し
て
、
「
い
わ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
"
ま
ち
な
か
来

チャレンジショ ップの様子

ぶ
ら
り
“
」
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
大
人
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
座
の
開

催
を
行
っ
て
い
る
。

久
保
さ
ん
は
、
こ
こ
で
の
経
験
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
講
座
を
受
講
し

CM制作事前学習風景

て
い
る
元
気
な
受
講
生
、
具
体
的
な
行
動

を
起
こ
す
受
講
生
に
は
、

U
タ
l
ン
組
、

I
タ
l
ン
組
が
多
い
と
い
う
共
通
項
が
あ

る
、
と
指
摘
す
る
。
岩
手
の
外
に
出
た
人

が
、
岩
手
に
ず
っ
と
い
る
人
よ
り
、
岩
手

の
良
さ
も
分
か
る
し
、
ま
ず
さ
も
分
か
る

と
い
う
。
外
部
的
な
視
線
を
持
つ
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

だ
か
ら
、
子
供
た
ち
に
も
い
っ
た
ん
岩
手

の
外
に
出
て
ほ
し
い
、
と
提
案
し
て
い
る
。

一
度
外
に
出
て
、
そ
し
て
岩
手
に
戻
っ
て

仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
。
外

と
い
う
の
は
、
県
外
で
も
、
さ
ら
に
は
海

外
で
も
い
い
と
強
調
す
る
。

こ
う
し
た
経
験
の
成
果
を
踏
ま
え
、
自

主
事
業
と
し
て

「
国
際
派
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
対
象
は
主
に
高
校

生
、
大
学
生
を
中
心
に
、
国
連
、
報
道
、

非
政
府
組
織
、
通
訳
の
現
場
で
働
く
人
た

ち
に

「
国
際
的
な
仕
事
を
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
」
を
話
し
て
も
ら
っ
た
。

さ
ら
に
今
後
は
、
海
外
で
働
く
た
め
の

基
礎
づ
く
り
と
し
て
、

一
日
英
語
教
室
を

計
画
中
だ
。
英
語
が
で
き
る
か
ら
と
い
っ

て
海
外
で
就
職
で
き
る
と
は
限
ら
な
い

が
、
夢
を
持
た
せ
る
第

一
歩
を
踏
み
出
す

手
段
と
し
て
は
有
効
の
よ
う
だ
。

職
業
憶
鋤
ww
提
供
と

相
-
二
巻
備
え
た
図
書
館
に

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
未
来
図
書
館
は、

自
主
事
業
だ
け
で
運
営
し
て
い
け
る
状
況

に
は
な
い
。
岩
手
県
、
経
済
産
業
省
の
委

託
が
あ
っ
て
組
織
が
運
営
で
き
て
い
る
。

将
来
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
す
る

中
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
材
化
し
、

家
庭
や
学
校
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
自
主

財
源
化
し
た
い
考
え
だ
が
、
そ
れ
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。

そ
し
て

一
番
肝
心
な
子
供
た
ち
の
心

は
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き

て
い
な
い
。
「
一
番
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
の

に
、
お
客
さ
ん
な
の
に
、
企
業
で
い
う
市

場
分
析
が
で
き
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
だ
。

と
に
か
く
、
あ
せ
ら
ず
、
現
場
、

学
校
に

ひ
た
す
ら
通
っ
て
子
供
た
ち
と
話
し
、
接

触
し
て
感
じ
る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

将
来
の
夢
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
公
共

図
書
館
の
よ
う
に
仕
事
に
関
す
る
情
報

を、

書
籍
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
提
供
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
と
セ
ッ

ト
に
し
て
、
就
職
支
援
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
だ
。
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な

い
。
子
供
た
ち
が
夢
を
持
て
な
い
の
は
、

日
本
人
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
の

一
つ

だ
二

朝

一
タ
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

盛
岡
発
の
こ
の
取
り
組
み
が
成
功
し
、
日

本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
し

泌政事也

刷畑
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

川
畑
璃
恵
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醸
成
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る
こ
と
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に
高
校
生
に
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向
を
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も
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い
、

市
場
戦
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を
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に
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業
に
提
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も
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う
内
容
だ
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ま
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、
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手

県
産
品
の

T
V
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
企
画
・

制
作
し
、
顧
客
、
商
品

P
R
戦
略
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
参
加
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
子
供
た
ち
の
反
応
は
「
週
に
二

回
や
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
間
が
待
ち
遠

し
い
」
と
楽
し
み
に
さ
れ
る
ほ
ど
の
評
判

で、

学
校
の
先
生
か
ら
も

「指
示
待
ち
の

子
供
が
、
自
分
た
ち
か
ら
発
言

・
行
動
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
態
度
の
変
化
に
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業
。
こ
れ
か
ら
の

子
供
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
そ

う
だ
。起

業
家
膏
成
と

海
外
緋
軍
支
援
も

未
来
図
書
館
が
行
う
の
は
、
子
供
の
就

職
支
援
だ
け
で
は
な
い
。
岩
手
県
か
ら
の

委
託
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成

支
援
事
業
と
し
て
、
「
い
わ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
"
ま
ち
な
か
来

チャレンジショ ップの様子

ぶ
ら
り
“
」
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
大
人
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
座
の
開

催
を
行
っ
て
い
る
。

久
保
さ
ん
は
、
こ
こ
で
の
経
験
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
講
座
を
受
講
し
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て
い
る
元
気
な
受
講
生
、
具
体
的
な
行
動

を
起
こ
す
受
講
生
に
は
、

U
タ
l
ン
組
、

I
タ
l
ン
組
が
多
い
と
い
う
共
通
項
が
あ

る
、
と
指
摘
す
る
。
岩
手
の
外
に
出
た
人

が
、
岩
手
に
ず
っ
と
い
る
人
よ
り
、
岩
手

の
良
さ
も
分
か
る
し
、
ま
ず
さ
も
分
か
る

と
い
う
。
外
部
的
な
視
線
を
持
つ
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

だ
か
ら
、
子
供
た
ち
に
も
い
っ
た
ん
岩
手

の
外
に
出
て
ほ
し
い
、
と
提
案
し
て
い
る
。

一
度
外
に
出
て
、
そ
し
て
岩
手
に
戻
っ
て

仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
。
外

と
い
う
の
は
、
県
外
で
も
、
さ
ら
に
は
海

外
で
も
い
い
と
強
調
す
る
。

こ
う
し
た
経
験
の
成
果
を
踏
ま
え
、
自

主
事
業
と
し
て

「
国
際
派
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
対
象
は
主
に
高
校

生
、
大
学
生
を
中
心
に
、
国
連
、
報
道
、

非
政
府
組
織
、
通
訳
の
現
場
で
働
く
人
た

ち
に

「
国
際
的
な
仕
事
を
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
」
を
話
し
て
も
ら
っ
た
。

さ
ら
に
今
後
は
、
海
外
で
働
く
た
め
の

基
礎
づ
く
り
と
し
て
、

一
日
英
語
教
室
を

計
画
中
だ
。
英
語
が
で
き
る
か
ら
と
い
っ

て
海
外
で
就
職
で
き
る
と
は
限
ら
な
い

が
、
夢
を
持
た
せ
る
第

一
歩
を
踏
み
出
す

手
段
と
し
て
は
有
効
の
よ
う
だ
。

職
業
憶
鋤
ww
提
供
と

相
-
二
巻
備
え
た
図
書
館
に

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
未
来
図
書
館
は、

自
主
事
業
だ
け
で
運
営
し
て
い
け
る
状
況

に
は
な
い
。
岩
手
県
、
経
済
産
業
省
の
委

託
が
あ
っ
て
組
織
が
運
営
で
き
て
い
る
。

将
来
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
す
る

中
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
材
化
し
、

家
庭
や
学
校
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
自
主

財
源
化
し
た
い
考
え
だ
が
、
そ
れ
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。

そ
し
て

一
番
肝
心
な
子
供
た
ち
の
心

は
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き

て
い
な
い
。
「
一
番
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
の

に
、
お
客
さ
ん
な
の
に
、
企
業
で
い
う
市

場
分
析
が
で
き
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
だ
。

と
に
か
く
、
あ
せ
ら
ず
、
現
場
、

学
校
に

ひ
た
す
ら
通
っ
て
子
供
た
ち
と
話
し
、
接

触
し
て
感
じ
る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

将
来
の
夢
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
公
共

図
書
館
の
よ
う
に
仕
事
に
関
す
る
情
報

を、

書
籍
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
提
供
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
と
セ
ッ

ト
に
し
て
、
就
職
支
援
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
だ
。
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な

い
。
子
供
た
ち
が
夢
を
持
て
な
い
の
は
、

日
本
人
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
の

一
つ

だ
二

朝

一
タ
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

盛
岡
発
の
こ
の
取
り
組
み
が
成
功
し
、
日

本
全
国
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
し

泌政事也
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地
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セ
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委
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大
法
螺
吹
い
て

"
村
や
つ
く
り
“

ー
菜
種
油
や
地
酒
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
特
産
品
を
開
発

「
名
は
体
を
表
す
」
と
い
う
よ
う
に
、

全
国
に
あ
る
多
く
の
地
域
づ
く
り
団
体
の

名
称
は
、
活
動
す
る
地
域
や
内
容
を
表
し

て
お
り
、
そ
の
名
か
ら
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
か
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
柳
井
市
で
活
動
し
て
い
る

「
ト
ラ
タ
ン
村
」
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
松
崎

ぽ

ら

祥
男

"村
長
“
は

「大
法
螺
を
吹
き
な
が

ら
も
、
い
つ
の
間
に
か
、
そ
れ
を
実
現
さ

せ
て
し
ま
う
人
が

「ト
ラ
タ
ン
」
で
、
そ

の
集
団
が

『ト
ラ
タ
ン
村
」。

そ
し
て
ト

ラ
タ
ン
と
は
、
捕
ら
ぬ
タ
ヌ
キ
の
皮
算
用

を
省
略
し
た
言
葉
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
ト
ラ
タ
ン
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

ほ
場
聾
帆
ww
勉
強
会
が

組
織
発
足
の
原
点

柳
井
市
は
山
口
県
東
南
部
に
位
置
し、

周
囲
を
山
に
固
ま
れ
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差

が
大
き
い
た
め
、
稲
の
生
育
環
境
に
恵
ま

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
場
が
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
大
型
農
機
を
使
う
現
代
農
業

に
適
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
二
年

の
末
、
ほ
場
整
備
を
実
施
し
よ
う
と
い
う

声
が
上
が
っ
た
。

こ
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
く
う
ち
に
、

単
に
ほ
場
の
整
備
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は

な
く
、
こ
れ
を
地
域
づ
く
り
の

一
環
と
考

え
、
推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
生

ま
れ
、
地
域
づ
く
り
を
テ
l
マ
に
し
た
会

合
の
場
が
持
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
来
、

会
合
は
何
度
も
重
ね
ら
れ
、
夢
や
希
望
を

話
し
合
っ
た
が
、
何
も
実
行
さ
れ
る
こ
と

な
く
三
年
が
過
ぎ
た
。

こ
の
状
況
の
中
、
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら

「
私
た
ち
は
大
法
螺
吹
き
だ
ね
」
と
か

「
捕
ら
ぬ
タ
ヌ
キ
の
皮
算
用
を
し
て
い
た

ね
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。
「
も
う
そ

ろ
そ
ろ
実
行
に
移
さ
ね
ば
」
と
い
う
思
い

が
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、

自

分
た
ち
へ
の
戒
め
と
し
て
ト
ラ
タ
ン
と
い

う
造
語
を
名
称
に
使
う
こ
と
と
し
た
。

地
域
は
住
民
が
つ
く
る
も
の
と
い
う
思

い
で
、
人
の
交
流
、
環
境
、
保
全
、
農
業

振
興
を
三
本
柱
に
、
地
域
づ
く
り
の
活
動

が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
大
法
螺
を
吹
く
こ

松崎村長
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会員数=70人

<事務局連絡先>

〒742-0201 
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(電話)0820 -26 -0416 

と
は
、

①
積
極
的
に
で
き
る
方
法
を
考
え

さ
せ
る
②
お
お
ら
か
に
、
の
び
の
び
と
し

た
発
想
を
さ
せ
る
③
肯
定
的
に
工
夫
す
る

④
物
事
の
本
質
を
理
解
さ
せ
る
⑤
自
主
的

に
行
動
さ
せ
る
⑥
実
行
を
考
え
、

計
画
的

に
物
事
を
進
め
て
い
く
な
ど
の
効
用
が

あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
活
動
の
出
発
点
と

し
た
。
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葉
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

活
動
が
進
化

「
外
に
就
職
し
た
若
者
が
帰
っ
て
き
て

住
む
よ
う
な
、

誇
り
の
持
て
る
田
舎
に
し

た
い
」
と
法
螺
を
吹
き
、

美
し
い
景
観
を

持
つ
地
域
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
春
に

な
る
と
、

一
面
に
花
が
咲
き
乱
れ
る
よ
う

な
地
域
の
実
現
に
着
手
し
た
。
ま
ず
、
休

耕
田
に
菜
の
花
を
植
え
た
。
最
初
の
春
を

迎
え
た
時
、
休
耕
田
い
っ
ぱ
い
に
菜
の
花

が
咲
き
広
が
り
、
そ
れ
は
意
外
に
も
写
真

が
趣
味
の
観
光
客
や
養
蜂
事
業
者
を
呼
ぶ

こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
れ
ば
地
域
が
活

性
化
す
る
の
で
は
と
考
え
、
菜
の
花
ま
つ

り
を
開
催
し
た
。
そ
れ
以
来
、
菜
の
花
畑

で
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
美
し
く
潤

い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
に
し
た
い
願
い
か

ら
、
環
境
保
全
活
動
に
発
展
さ
せ
る
と
と

も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
ち
た
い

と
い
う
思
い
を
踏
ま
え
、
地
域
資
源
を
循

環
さ
せ
る
農
業
と
社
会
を
目
指
し
、
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っ
て
き
て

住
む
よ
う
な
、

誇
り
の
持
て
る
田
舎
に
し

た
い
」
と
法
螺
を
吹
き
、

美
し
い
景
観
を

持
つ
地
域
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
春
に

な
る
と
、

一
面
に
花
が
咲
き
乱
れ
る
よ
う

な
地
域
の
実
現
に
着
手
し
た
。
ま
ず
、
休

耕
田
に
菜
の
花
を
植
え
た
。
最
初
の
春
を

迎
え
た
時
、
休
耕
田
い
っ
ぱ
い
に
菜
の
花

が
咲
き
広
が
り
、
そ
れ
は
意
外
に
も
写
真

が
趣
味
の
観
光
客
や
養
蜂
事
業
者
を
呼
ぶ

こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
れ
ば
地
域
が
活

性
化
す
る
の
で
は
と
考
え
、
菜
の
花
ま
つ

り
を
開
催
し
た
。
そ
れ
以
来
、
菜
の
花
畑

で
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
美
し
く
潤

い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
に
し
た
い
願
い
か

ら
、
環
境
保
全
活
動
に
発
展
さ
せ
る
と
と

も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
ち
た
い

と
い
う
思
い
を
踏
ま
え
、
地
域
資
源
を
循

環
さ
せ
る
農
業
と
社
会
を
目
指
し
、

「菜



.地域づくり団体探訪

の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
活
動
が
進
化
し

て
い
る
。
地
織
拡

EE聞
の
生
産
と

交

流

舞

窪

展

開

ま
た
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
特
産
品
が

ま

ゆ

み

生
ま
れ
た
。
昨
年
、
「
真
油
味
」
と
い
う

食
用
菜
種
油
が
初
め
て
で
き
上
が
っ
た
。

こ
の
商
品
名
に
は
、
「
本
当
に
混
じ
り
気

の
な
い
味
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
女

性
の
よ
う
な
名
前
の
響
き
に
団
体
名
と
閉

じ
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
る
。

特
産
品
は
真
油
味
だ
け
で
は
な
い
。
こ

い
か
ち

の
伊
陸

(
H
地
域
名
)

良
質
の
米
が
取
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
十
年
前
よ
り
「
山
田

錦
」
と
い
う
酒
米
を
契
約
栽

培
し
て
、
酒
造
会
社
に
納
入

し
て
い
る
。
こ
の
会
社
に
依

頼
し
て
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
の
日
本
酒
を
造
ろ
う
」

と
い
う
法
蝶
を
吹
き
、
平
成

九
年
に
ト
ラ
タ
ン
村
の
特
産

品
で
地
酒
「
友
の
舞
」
が
で

き
た
。
こ
の
商
品
名
に
は
、

「喜
び
も
悲
し
み
も
友
と
舞
お

う
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
ひ
や
お
ろ
し
ト
ラ

タ
ン
」
と
い
う
新
た
な
酒
が
、

で
は
、

.. 

「真j由昧jと「友の舞j

昨
年
か
ら
販
売
さ
れ
た
。
契
約
栽
培
し
て

い
る
ト
ラ
タ
ン
村
の
酒
米
は
、
良
質
な
米

と
し
て
酒
造
会
社
で
は
高
級
酒
の
原
料
と

な
っ
て
お
り
、
生
産
者
の
励
み
と
同
時
に

誇
り
と
な
っ
て
い
る
。
松
崎
村
長
は
「
今

後
も
質
に
こ
だ
わ
っ
た
生
産
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

こ
れ
ら
特
産
品
の
生
産
過
程
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
自
然
観
察
会
、
田
植
え
体

験
会
、
稲
刈
り
体
験
会
、
酒
づ
く
り
体
験

会
、
搾
油
体
験
会
を
実
施
、
多
く
の
人
た

ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

高
齢
も
レ
手
不
足
が
課
題
に

現
在
、
会
員
は
七
十
人
(
四
十
世
帯
)

年
間

一
世
帯
三
千
円
の
"
村
民

税
“
で
運
営
し
て
い
る
。
決
し
て
多
い

予
算
で
な
い
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
た
び
に
特
産
品
や
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
を

行
い
、
収
支
が
合
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
順
風
満
帆

の
よ
う
だ
が
、
大
き
な
悩
み
が
あ
る
。
こ

の
地
域
は
農
業
が
主
産
業
で
あ
り
、
就
農

し
で
も
生
活
が
苦
し
い
の
で
、
若
者
は
外

に
就
職
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
ト
ラ
タ
ン

村
に
お
い
て
も
若
い
世
代
の
会
員
が
集
ま

ら
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
、
組
織
の
高
齢

化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
。

発
足
当
時
は
五
十
代
だ
っ
た
会
員
の

面
々
も
今
や
六
十
代
と
な
り
、
体
力
の
衰

え
か
ら
昔
ほ
ど
の
活
動
量
を
こ
な
せ
な
く

な
っ
た
。
菜
の
花
を
咲
か
せ
る
に
は
種
ま

き
が
必
要
だ
が
、
入
手
が
足
ら
ず
、
こ
こ

数
年
は
前
年
よ
り
も
花
畑
の
而
積
が
縮
小

し
て
い
る
。

お
り
、こ

の
よ
う
に
状
況
は
決
し
て
良
く
な
い

も
の
の
、
松
崎
村
長
は
悲
観
し
て
い
な
い
。

「
特
産
品
を
も
っ
と
開
発
し
販
売
す
る
こ

と
で
、
活
気
に
満
ち
た
村
に
し
た
い
」
と

大
法
螺
を
吹
く
。
今
ま
で
数
々
の
大
法
螺

を
実
現
し
て
き
た
ト
ラ
タ
ン
村
だ
け
に
、

今
後
も
ユ
ニ
ー
ク
な
特
産
品
の
開
発
を
期

待
し
た
い
。

地主幸治2005・12月号
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活
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・
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の
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プ
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」
に
活
動
が
進
化
し

て
い
る
。
地
織
拡

EE聞
の
生
産
と

交

流

舞

窪

展

開

ま
た
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
特
産
品
が

ま

ゆ

み

生
ま
れ
た
。
昨
年
、
「
真
油
味
」
と
い
う

食
用
菜
種
油
が
初
め
て
で
き
上
が
っ
た
。

こ
の
商
品
名
に
は
、
「
本
当
に
混
じ
り
気

の
な
い
味
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
女

性
の
よ
う
な
名
前
の
響
き
に
団
体
名
と
閉

じ
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
る
。

特
産
品
は
真
油
味
だ
け
で
は
な
い
。
こ

い
か
ち

の
伊
陸

(
H
地
域
名
)

良
質
の
米
が
取
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
十
年
前
よ
り
「
山
田

錦
」
と
い
う
酒
米
を
契
約
栽

培
し
て
、
酒
造
会
社
に
納
入

し
て
い
る
。
こ
の
会
社
に
依

頼
し
て
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
の
日
本
酒
を
造
ろ
う
」

と
い
う
法
蝶
を
吹
き
、
平
成

九
年
に
ト
ラ
タ
ン
村
の
特
産

品
で
地
酒
「
友
の
舞
」
が
で

き
た
。
こ
の
商
品
名
に
は
、

「喜
び
も
悲
し
み
も
友
と
舞
お

う
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
ひ
や
お
ろ
し
ト
ラ

タ
ン
」
と
い
う
新
た
な
酒
が
、

で
は
、
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昨
年
か
ら
販
売
さ
れ
た
。
契
約
栽
培
し
て

い
る
ト
ラ
タ
ン
村
の
酒
米
は
、
良
質
な
米

と
し
て
酒
造
会
社
で
は
高
級
酒
の
原
料
と

な
っ
て
お
り
、
生
産
者
の
励
み
と
同
時
に

誇
り
と
な
っ
て
い
る
。
松
崎
村
長
は
「
今

後
も
質
に
こ
だ
わ
っ
た
生
産
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

こ
れ
ら
特
産
品
の
生
産
過
程
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
自
然
観
察
会
、
田
植
え
体

験
会
、
稲
刈
り
体
験
会
、
酒
づ
く
り
体
験

会
、
搾
油
体
験
会
を
実
施
、
多
く
の
人
た

ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

高
齢
も
レ
手
不
足
が
課
題
に

現
在
、
会
員
は
七
十
人
(
四
十
世
帯
)

年
間

一
世
帯
三
千
円
の
"
村
民

税
“
で
運
営
し
て
い
る
。
決
し
て
多
い

予
算
で
な
い
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
た
び
に
特
産
品
や
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
を

行
い
、
収
支
が
合
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
順
風
満
帆

の
よ
う
だ
が
、
大
き
な
悩
み
が
あ
る
。
こ

の
地
域
は
農
業
が
主
産
業
で
あ
り
、
就
農

し
で
も
生
活
が
苦
し
い
の
で
、
若
者
は
外

に
就
職
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
ト
ラ
タ
ン

村
に
お
い
て
も
若
い
世
代
の
会
員
が
集
ま

ら
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
、
組
織
の
高
齢

化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
。

発
足
当
時
は
五
十
代
だ
っ
た
会
員
の

面
々
も
今
や
六
十
代
と
な
り
、
体
力
の
衰

え
か
ら
昔
ほ
ど
の
活
動
量
を
こ
な
せ
な
く

な
っ
た
。
菜
の
花
を
咲
か
せ
る
に
は
種
ま

き
が
必
要
だ
が
、
入
手
が
足
ら
ず
、
こ
こ

数
年
は
前
年
よ
り
も
花
畑
の
而
積
が
縮
小

し
て
い
る
。

お
り
、こ

の
よ
う
に
状
況
は
決
し
て
良
く
な
い

も
の
の
、
松
崎
村
長
は
悲
観
し
て
い
な
い
。

「
特
産
品
を
も
っ
と
開
発
し
販
売
す
る
こ

と
で
、
活
気
に
満
ち
た
村
に
し
た
い
」
と

大
法
螺
を
吹
く
。
今
ま
で
数
々
の
大
法
螺

を
実
現
し
て
き
た
ト
ラ
タ
ン
村
だ
け
に
、

今
後
も
ユ
ニ
ー
ク
な
特
産
品
の
開
発
を
期

待
し
た
い
。
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元気人j

辺芸

f来たれ!

全園地時リーダー

養成塾

全
国
地
域
リ
ダ
養
成
塾
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
既
存
の
枠
に

と
ら
わ
れ
な
い
発
想
の
で
き
る
地

域

リ

ー

ダ

ー

岡

山

魁

F
P

の
養
成
を
目

一圃
・
・
・
圃
・
〕

的
に
、
平
成

-
圃
掴
咽
園
開
と

元
年
度
か
ら

T

・
V
富
岡

H
E

開
講
し
て
ま

棄
噌

包

圃

閉

す
。
既
に
五

翻

d
F園

一

百
三
十
五
人

制

♂

圃

の
感
性
豊
か

鵡

'
皆
働
唱
到

な
実
行
力
あ

4

.EF

る
地
域
リ
ー

ィ

a

・4

ダ
ー
を
養
成

リ

1
1
1
1炉

'

し
、
そ
の
成
果
は
各
界
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
も
、

熱
意
あ
る
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
慨
要
}

①
研
修
期
間

平
成
十
八
年
五
月

か
ら
平
成
十
九
年
二
月
ま
で

②
研
修
内
容

一
般
研
修

日
間
)

・
合
宿
研
修

(七
月
に
四
日
間
・

首
都
圏
)

・
市
町
村
現
地
調
査

(
二
泊
三
日

全
国
各
地
の
先
駆
的
事
例
視

察
な
ど
)

・
海
外
研
修

(※

希
望
者
の
み

九
月
ご
ろ
十
日
間
を
予
定
)

【
塾
長
・
主
任
講
師
】

①
塾
長

大
森
粥
氏
(
東
京
大
学
名
誉
教
捜
)

②
主
任
講
師

宮
口
伺
姐
氏
(
早
稲
田
大
学
教
授
)

卯
同
盛
夫
氏

(早
稲
田
大
学
教
授
)

北

沢

猛

氏

(東
京
大
学
大
学
院
教
授
)

小
田
切
徳
美
氏

(
東
京
大
学
大
学
院
助
教
授
)

辻

琢

也

氏

(
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
)

・

・

【
経
費
】

daa①
研
修
中
の
宿
泊
費
(朝
食

会
一
圃
含
ー
む
)、
教
材
費
な
ど
に
つ

国
」

い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で

-

・

負

担

し

ま

す

。

‘

②

研
修
地
ま
で
の
往
復
の
交

・

・

圃

通

費
、
滞
在
中
の
昼
食

.
園
凶

代
・
夕
食
代
、
海
外
研
修

圃
圃
に
参
加
さ
れ
る
場
合
の
参

-
E
加
費
用
に
つ
い
て
は
、
自

E

-
E
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

-

【
応
募
資
格
}

.

①
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
職
員

・

②
地
域
e

つ
く
り
団
体
の
メ
ン
バ
ー
で

市
区
町
村
長
の
推
薦
の
あ
る
者

③
農
協
、
商
工
会
、
第
三
セ
ク
タ

ー
な
ど
の
職
員
で
市
区
町
村
長

の
推
薦
の
あ
る
者

【
募
集
人
数
】

四
十
人
程
度

(年
間
六
回
・
各
三

スポーツ拠点づくり推進事業

12月laホッケm と
ボウリング大会

本年度開始したスポーツ拠点、づくり推進事

業は、平成17年度承認大会として34大会
を選定しています。12月は2大会が開催さ
れます。ぜひ、会場へお越しください!

【
応
暮
方
法
】

鵬

募
集
案
内
の
詳
細
お
よ
び
応
募

錫

用
紙
は
市
区
町
村
担
当
課
に
あ
り

附

ま
す
。
地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
の

幻

皆
さ
ん
は
、
各
市
区
町
村
の
担
当

以

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ト
ゎ

【
応
募
期
限
}

平
成
十
八
年
一
月
二
十
七
日
閣

【
問
合
せ
先
}

僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

研
修
交
流
課
山
田

T
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。活のスイ講録全」た各
用隠トザ師し国の「分
L | 
く 宍を 、やて各デ地野

スポーツクライミ
ング競技第8回
JOCジュニアオリ
ンピックカップ大
会 (8月開催 ・富
山県南砺市)

f 

12月10日(土)
~ 11 日 (印

全国高等学校対抗ボ
ウリング選手権大会

・JlI崎Aボウル
(神奈川県川崎市)

平
成
十
七
年
十
一
月
二
日
か
ら

六
日
に
か
け
て
、
東
京

・
港
区
の

汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
に
お
い
て
「
全
国

合
併
市
町
村
夢
フ

エ
ス
タ
二

O

O
五」

(主
催
/
総
務
省
ほ
か
)
が
、

全
国
の
百
三
十
三
市
町
村
お
よ
び

-大会会場

全日本中学生都道府
県対抗11人制ホッケ
一選手権大会

・福井県立ホッケー場

など(福井県越前町)

大会名日催開

夢
フ
エ
ス
タ
2
0
0
5
に
出
展

12月23日(金)
~24日 (土)

(大会に関する詳しい内容そのit!l::z.#ーツ拠点 )
づくり推進事業に関するお問い合わせ先

情報サービス課 TEL 03 (5202) 6135 

「
地
場
づ
く
り
人
材
デ
l
タ
集
」

デ

l
タ
更
新
の
お
知
ら
せ

E 悼リスト司会努のコーディトタ

白書議会毎の受員

口増繊間克窓

口イベント

口事1前間・.倒

ロコ主，=デ<，~動・順調。・ボヲノティア

ロ到じ・スポ叫，

[お問い合わせ先】

コアナルタン卜業務課紙田

TEL 03 (5202)6138 
FAX 03 (5202)0755 
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辺芸

f来たれ!

全園地時リーダー

養成塾

全
国
地
域
リ
ダ
養
成
塾
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
既
存
の
枠
に

と
ら
わ
れ
な
い
発
想
の
で
き
る
地

域

リ

ー

ダ

ー

岡

山

魁

F
P

の
養
成
を
目

一圃
・
・
・
圃
・
〕

的
に
、
平
成

-
圃
掴
咽
園
開
と

元
年
度
か
ら

T

・
V
富
岡

H
E

開
講
し
て
ま

棄
噌

包

圃

閉

す
。
既
に
五

翻

d
F園

一

百
三
十
五
人

制

♂

圃

の
感
性
豊
か

鵡

'
皆
働
唱
到

な
実
行
力
あ

4

.EF

る
地
域
リ
ー

ィ

a

・4

ダ
ー
を
養
成

リ

1
1
1
1炉

'

し
、
そ
の
成
果
は
各
界
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
も
、

熱
意
あ
る
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
慨
要
}

①
研
修
期
間

平
成
十
八
年
五
月

か
ら
平
成
十
九
年
二
月
ま
で

②
研
修
内
容

一
般
研
修

日
間
)

・
合
宿
研
修

(七
月
に
四
日
間
・

首
都
圏
)

・
市
町
村
現
地
調
査

(
二
泊
三
日

全
国
各
地
の
先
駆
的
事
例
視

察
な
ど
)

・
海
外
研
修

(※

希
望
者
の
み

九
月
ご
ろ
十
日
間
を
予
定
)

【
塾
長
・
主
任
講
師
】

①
塾
長

大
森
粥
氏
(
東
京
大
学
名
誉
教
捜
)

②
主
任
講
師

宮
口
伺
姐
氏
(
早
稲
田
大
学
教
授
)

卯
同
盛
夫
氏

(早
稲
田
大
学
教
授
)

北

沢

猛

氏

(東
京
大
学
大
学
院
教
授
)

小
田
切
徳
美
氏

(
東
京
大
学
大
学
院
助
教
授
)

辻

琢

也

氏

(
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
)

・

・

【
経
費
】

daa①
研
修
中
の
宿
泊
費
(朝
食

会
一
圃
含
ー
む
)、
教
材
費
な
ど
に
つ

国
」

い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で

-

・

負

担

し

ま

す

。

‘

②

研
修
地
ま
で
の
往
復
の
交

・

・

圃

通

費
、
滞
在
中
の
昼
食

.
園
凶

代
・
夕
食
代
、
海
外
研
修

圃
圃
に
参
加
さ
れ
る
場
合
の
参

-
E
加
費
用
に
つ
い
て
は
、
自

E

-
E
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

-

【
応
募
資
格
}

.

①
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
職
員

・

②
地
域
e

つ
く
り
団
体
の
メ
ン
バ
ー
で

市
区
町
村
長
の
推
薦
の
あ
る
者

③
農
協
、
商
工
会
、
第
三
セ
ク
タ

ー
な
ど
の
職
員
で
市
区
町
村
長

の
推
薦
の
あ
る
者

【
募
集
人
数
】

四
十
人
程
度

(年
間
六
回
・
各
三

スポーツ拠点づくり推進事業

12月laホッケm と
ボウリング大会

本年度開始したスポーツ拠点、づくり推進事

業は、平成17年度承認大会として34大会
を選定しています。12月は2大会が開催さ
れます。ぜひ、会場へお越しください!

【
応
暮
方
法
】

鵬

募
集
案
内
の
詳
細
お
よ
び
応
募

錫

用
紙
は
市
区
町
村
担
当
課
に
あ
り

附

ま
す
。
地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
の

幻

皆
さ
ん
は
、
各
市
区
町
村
の
担
当

以

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ト
ゎ

【
応
募
期
限
}

平
成
十
八
年
一
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二
十
七
日
閣

【
問
合
せ
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僻
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ン
タ
ー

研
修
交
流
課
山
田

T
E
L
0
3
(5
2
0
2
)6
1
3
4
 

F
A
×

0
3
(5
2
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7
5
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時豊:里叫設Z22註I222拡31山梨 ~~ す三を く 門域
口噌 [岡町劃石川僻組帆綱ヨ ー ーイ 室 の百更リ家づ
i口岨 l摘掴祖組組蜘 j ー で三新人の く

、十し材情り
講固まデ報に

だぜお パ ア演人し|を関
さひ探ネド会がたタ集す
し:ごしリ ハ の登 。集める
。活のスイ講録全」た各
用隠トザ師し国の「分
L | 
く 宍を 、やて各デ地野

スポーツクライミ
ング競技第8回
JOCジュニアオリ
ンピックカップ大
会 (8月開催 ・富
山県南砺市)

f 

12月10日(土)
~ 11 日 (印

全国高等学校対抗ボ
ウリング選手権大会

・JlI崎Aボウル
(神奈川県川崎市)

平
成
十
七
年
十
一
月
二
日
か
ら

六
日
に
か
け
て
、
東
京

・
港
区
の

汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
に
お
い
て
「
全
国

合
併
市
町
村
夢
フ

エ
ス
タ
二

O

O
五」

(主
催
/
総
務
省
ほ
か
)
が
、

全
国
の
百
三
十
三
市
町
村
お
よ
び

-大会会場

全日本中学生都道府
県対抗11人制ホッケ
一選手権大会

・福井県立ホッケー場

など(福井県越前町)

大会名日催開

夢
フ
エ
ス
タ
2
0
0
5
に
出
展

12月23日(金)
~24日 (土)

(大会に関する詳しい内容そのit!l::z.#ーツ拠点 )
づくり推進事業に関するお問い合わせ先

情報サービス課 TEL 03 (5202) 6135 

「
地
場
づ
く
り
人
材
デ
l
タ
集
」

デ

l
タ
更
新
の
お
知
ら
せ

E 悼リスト司会努のコーディトタ

白書議会毎の受員

口増繊間克窓

口イベント

口事1前間・.倒

ロコ主，=デ<，~動・順調。・ボヲノティア

ロ到じ・スポ叫，

[お問い合わせ先】

コアナルタン卜業務課紙田

TEL 03 (5202)6138 
FAX 03 (5202)0755 
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日
神
奈
川
県

山北町

神 問の跡位置する山

北町は都心力、ら約80キロ圏

内にあり、町土の約9割を豊かな森

林が占める「森林と清流のまちjで

ある。

その自然がっくり出す四季折々の

表情や大自然を舞台に繰り広げ.られ

るさまざまなイベントを楽しみに、

毎年多くの観光客が訪れる。

神奈川の景勝五十選 『丹沢湖 (三保夕、ム)J
は「全国ダム湖百選Jに選定され、湖畔;か
らの風景は「関東の富士見百景」にも選ば‘

れている。春は新緑と山桜、夏は花火、秋

には紅葉、そして冬

のイルミネーション

と年聞を通じてさま

ざまな楽しみ方を昧

わうことがーできる。

また、三{呆ダムは

横浜市、)11崎市、横須

に水道用水を供給しており、山北町は水源

の町として重要な役割を果たしている。そ

の源は注ぎ込む三川の上流に広かる丹沢大

山固定公園や県立自然公園を含む丹沢山塊

の森林原野で、この

変化に富んだ西丹沢

の地形は多くの登山

者やハイカーを魅了

して、訪れる人は後を

絶たなし、。

水源の町としての

活動は、都市住民と

の交流事業として毎年積極的に実施されて

いる。その拠点として平成17年4月、JRI1l

北駅前に「ふるさと交流センターjがオー

プンした。

この建物には町内で育った90年生のヒノ

キが通し柱として使用されるなど、木の温

もりを肌で感じることができ、森林や林業、

水源の役割などを紹介する展示や体験室、

特産品の紹介など交流の場として、情報の

発信基地となっている。

百選のまち「やまきたJには他にも酒水の
ほうを

滝 (日本の滝百選・全国名水百選)や等杉

(日本名木百選)、 西丹沢県民の森 (全国森

林浴の森百選)などがあり、長い歴史に裏

付けされた有形・無形の文化財や史跡・名

勝に満ちあふれた、魅力たっぷりのふるさ

とである。

町のキャ ッチフレースである 『さわやか

な風が吹き抜けるきらめきと交流の町j山

北は、豊かな自然と温かい心で皆様のお越

しをお待ちしています。

話記誕ぬ 2005.12月号 48 

日
神
奈
川
県

山北町

神 問の跡位置する山

北町は都心力、ら約80キロ圏

内にあり、町土の約9割を豊かな森

林が占める「森林と清流のまちjで

ある。

その自然がっくり出す四季折々の

表情や大自然を舞台に繰り広げ.られ

るさまざまなイベントを楽しみに、

毎年多くの観光客が訪れる。
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は「全国ダム湖百選Jに選定され、湖畔;か
らの風景は「関東の富士見百景」にも選ば‘

れている。春は新緑と山桜、夏は花火、秋

には紅葉、そして冬

のイルミネーション

と年聞を通じてさま

ざまな楽しみ方を昧

わうことがーできる。

また、三{呆ダムは

横浜市、)11崎市、横須

に水道用水を供給しており、山北町は水源

の町として重要な役割を果たしている。そ

の源は注ぎ込む三川の上流に広かる丹沢大

山固定公園や県立自然公園を含む丹沢山塊

の森林原野で、この

変化に富んだ西丹沢

の地形は多くの登山

者やハイカーを魅了

して、訪れる人は後を

絶たなし、。

水源の町としての

活動は、都市住民と

の交流事業として毎年積極的に実施されて

いる。その拠点として平成17年4月、JRI1l

北駅前に「ふるさと交流センターjがオー

プンした。

この建物には町内で育った90年生のヒノ

キが通し柱として使用されるなど、木の温

もりを肌で感じることができ、森林や林業、

水源の役割などを紹介する展示や体験室、

特産品の紹介など交流の場として、情報の

発信基地となっている。

百選のまち「やまきたJには他にも酒水の
ほうを

滝 (日本の滝百選・全国名水百選)や等杉

(日本名木百選)、 西丹沢県民の森 (全国森

林浴の森百選)などがあり、長い歴史に裏

付けされた有形・無形の文化財や史跡・名

勝に満ちあふれた、魅力たっぷりのふるさ

とである。

町のキャ ッチフレースである 『さわやか

な風が吹き抜けるきらめきと交流の町j山

北は、豊かな自然と温かい心で皆様のお越

しをお待ちしています。
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CORNER 

I 12月 E一 ………...
¥ (予定)J

女日本橋プラザビルイベントスペース

・ 11 月 30日 ~ 12月 2 日
長野市 (長野県)

・ 12月 7 日 ~8 日
南信州広域連合 (長野県)

・ 12月 14日 ~ 15 日
東村 (福島県)

・ 12月 21 日 ~22 日
千葉県物産協会 (千葉県)

EVENT 

10月
(実施)

女ふるさと情報プラザ

・ 12月 5 日 ~9 日
西日本中央連携軸沿線都市連携推進協議会

中国-四国縦断沿線都市ふるさと自慢

の品々展

・ 12月 13 日 ~ 15日
焼津市 (静岡県)魚ーキング!焼津I!

・ 12月 19 日 ~22 日
今治市 (愛媛県)

ぬくもり-やすらぎ・いまばりタオル

大ふるさと情報プラザ

・ 10月 3 日 ~4日
須坂市 (長野県)

秋の信州を満喫体験!信州須坂

シティーアピール

・ 10月 5 日 ~7 日
箱根町 (神奈川県)

箱根寄木細工展 (3)・10月11 日 ~ 14日
中国玉県物産観光協議会

中国玉県の伝統工芸品と観光展

・ 10月 17日 ~ 21 日
飯能市 ・飯能商工会議所

(i奇玉県)

木のぬくもりのあるまち~はん

のう物産展 (4)

・ 10月 24日 ~28 日
京都府

京都/丹後-西障の織物

女日本橋プラザビル

イベントスペース

. 10月 3 日 ~4日

関市(岩手県)

みちのくいわて一関の物産と観

光展円)

・10月 1 3 日 ~ 14日
富士川町 (静岡県)

日本一富士山が美しく男えるま

ち ・富士川町

・ 10月 19 日 ~ 20日
五泉市 (新潟県)

五泉ファッシヨン・フェア-イン東京・10月25日
石川県

石川県観光宣伝キャンぺ一ン

・ 10月 26日 ~ 27日
掛川市 (静岡県)

掛川観光協会東京観光キャンペ

ーン 【2)
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-
【
編
集
後
記
】

V
来
年
か
ら
い
よ
い
よ
人
口
減
少
の
時
代
を
迎
え
る
。
戦

後

一
貫
し
た
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
わ
が
国
の
産
業
構
造

は

一
時
産
業
か
ら
二
次
・

三
次
産
業
に
急
速
に
変
革
が
進

み
、
こ
れ
に
伴
い
都
市
部
の
人
口
が
増
加
し
て
、
都
市
は

拡
大
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
少
子
化
の
進
展
に
よ
る

人
口
減
少
で
、
わ
が
国
の
社
会
は
消
費
や
需
要
の
減
退
に

よ
る
経
済
の
縮
小
、
経
済
・
社
会
の
活
力
低
下
、
労
働
人

口
の
不
足
に
よ
る
女
性
の
社
会
進
出
の
増
加
、
市
町
村
合

併
の
進
展
と
道
州
制
の
高
ま
り
な
ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

仕
組
み
・
枠
組
み
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
・
変
革

が
予
想
さ
れ
る
。

V
特
に
地
方
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
が
既
に
本
格
化
し

て
い
る
。
住
宅
地
の
郊
外
移
転
、
大
型
庖
の
郊
外
進
出
な

ど
に
よ
り
中
心
地
が
空
洞
化
し
た
市
町
村
で
は
、
市
街
地

の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
が
真
剣
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
近
年
、
各
地
に
広
ま
り
始
め
た
の
が

「
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、
国
も
来
年
度
か
ら

本
格
的
な
支
援
に
乗
り
出
す
。

V
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
宅
、
オ
フ
ィ
ス
、

公
共
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
の
都
市
機
能
と
人
口
を
中
心

部
に
集
積
さ
せ
、
高
齢
者
を
含
め
住
民
に
便
利
な
ま
ち
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
の
再
生
を
目
指
す
。
こ
れ
ま
で
の

郊
外
分
散
・
拡
大
型
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
都
市
機
能
集

約
型
に
方
向
を
変
換
さ
せ
る
動
き
と
言
え
る
。
少
子
高
齢

化
社
会
、
分
権
型
地
域
社
会
の
到
来
に
向
け
、
財
政
の
効

率
的
な
運
営
の
狙
い
を
込
め
て
、
中
心
市
街
地
を
復
活
さ

せ
る
試
み
で
も
あ
る
。
団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎
え
る
こ

0
0七
年
以
降
は
、
大
規
模
な
地
方
U
タ
l
ン
が
予
想
さ

れ
る
だ
け
に
、
各
地
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
。
(
沢
)
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I 12月 E一 ………...
¥ (予定)J

女日本橋プラザビルイベントスペース

・ 11 月 30日 ~ 12月 2 日
長野市 (長野県)

・ 12月 7 日 ~8 日
南信州広域連合 (長野県)

・ 12月 14日 ~ 15 日
東村 (福島県)

・ 12月 21 日 ~22 日
千葉県物産協会 (千葉県)

EVENT 

10月
(実施)

女ふるさと情報プラザ

・ 12月 5 日 ~9 日
西日本中央連携軸沿線都市連携推進協議会

中国-四国縦断沿線都市ふるさと自慢

の品々展

・ 12月 13 日 ~ 15日
焼津市 (静岡県)魚ーキング!焼津I!

・ 12月 19 日 ~22 日
今治市 (愛媛県)

ぬくもり-やすらぎ・いまばりタオル

大ふるさと情報プラザ

・ 10月 3 日 ~4日
須坂市 (長野県)

秋の信州を満喫体験!信州須坂

シティーアピール

・ 10月 5 日 ~7 日
箱根町 (神奈川県)

箱根寄木細工展 (3)・10月11 日 ~ 14日
中国玉県物産観光協議会

中国玉県の伝統工芸品と観光展

・ 10月 17日 ~ 21 日
飯能市 ・飯能商工会議所

(i奇玉県)

木のぬくもりのあるまち~はん

のう物産展 (4)

・ 10月 24日 ~28 日
京都府

京都/丹後-西障の織物

女日本橋プラザビル

イベントスペース

. 10月 3 日 ~4日

関市(岩手県)

みちのくいわて一関の物産と観

光展円)

・10月 1 3 日 ~ 14日
富士川町 (静岡県)

日本一富士山が美しく男えるま

ち ・富士川町

・ 10月 19 日 ~ 20日
五泉市 (新潟県)

五泉ファッシヨン・フェア-イン東京・10月25日
石川県

石川県観光宣伝キャンぺ一ン

・ 10月 26日 ~ 27日
掛川市 (静岡県)

掛川観光協会東京観光キャンペ

ーン 【2)
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V
来
年
か
ら
い
よ
い
よ
人
口
減
少
の
時
代
を
迎
え
る
。
戦

後

一
貫
し
た
人
口
の
増
加
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り
、
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が
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産
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三
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み
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人
口
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増
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て
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市
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拡
大
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た
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少
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化
の
進
展
に
よ
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人
口
減
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で
、
わ
が
国
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会
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消
費
や
需
要
の
減
退
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よ
る
経
済
の
縮
小
、
経
済
・
社
会
の
活
力
低
下
、
労
働
人

口
の
不
足
に
よ
る
女
性
の
社
会
進
出
の
増
加
、
市
町
村
合

併
の
進
展
と
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州
制
の
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ま
り
な
ど
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化
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。
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に
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し
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。
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の
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移
転
、
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型
庖
の
郊
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進
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な
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に
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心
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が
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化
し
た
市
町
村
で
は
、
市
街
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の
再
生
に
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た
取
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組
み
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剣
に
行
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て
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る
。

こ
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中
で
近
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、
各
地
に
広
ま
り
始
め
た
の
が

「
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、
国
も
来
年
度
か
ら

本
格
的
な
支
援
に
乗
り
出
す
。

V
コ
ン
パ
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ト
な
ま
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づ
く
り
は
、
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宅
、
オ
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ス
、

公
共
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
の
都
市
機
能
と
人
口
を
中
心

部
に
集
積
さ
せ
、
高
齢
者
を
含
め
住
民
に
便
利
な
ま
ち
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
の
再
生
を
目
指
す
。
こ
れ
ま
で
の

郊
外
分
散
・
拡
大
型
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
都
市
機
能
集

約
型
に
方
向
を
変
換
さ
せ
る
動
き
と
言
え
る
。
少
子
高
齢

化
社
会
、
分
権
型
地
域
社
会
の
到
来
に
向
け
、
財
政
の
効

率
的
な
運
営
の
狙
い
を
込
め
て
、
中
心
市
街
地
を
復
活
さ

せ
る
試
み
で
も
あ
る
。
団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎
え
る
こ

0
0七
年
以
降
は
、
大
規
模
な
地
方
U
タ
l
ン
が
予
想
さ

れ
る
だ
け
に
、
各
地
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
。
(
沢
)
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